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A路線
測点名 X座標 Y座標 備考

A-10.0 -32642.469 -51666.482
A0.0 -32632.472 -51666.729
A20.0 -32612.478 -51667.222
A40.0 -32592.484 -51667.715
A60.0 -32572.490 -51668.208
A80.0 -32552.496 -51668.702
A100.0 -32532.502 -51669.195
A110.0 -32522.505 -51669.441
A120.0 -32512.508 -51669.688

B路線
測点名 X座標 Y座標 備考

B-10.0 -32641.949 -51646.489
B0.0 -32631.952 -51646.736
B20.0 -32611.958 -51647.229
B40.0 -32591.964 -51647.722
B60.0 -32571.970 -51648.215
B80.0 -32551.976 -51648.709
B100.0 -32531.982 -51649.202
B110.0 -32521.985 -51649.448
B120.0 -32511.989 -51649.695

C路線
測点名 X座標 Y座標 備考

C-10.0 -32641.482 -51626.494
C0.0 -32631.485 -51626.741
C20.0 -32611.491 -51627.234
C40.0 -32591.497 -51627.727
C60.0 -32571.503 -51628.220
C80.0 -32551.509 -51628.714
C100.0 -32531.515 -51629.207
C110.0 -32521.518 -51629.453
C120.0 -32511.522 -51629.700

D路線
測点名 X座標 Y座標 備考

D-10.0 -32640.989 -51606.500
D0.0 -32630.992 -51606.747
D20.0 -32610.998 -51607.240
D40.0 -32591.004 -51607.733
D60.0 -32571.010 -51608.226
D80.0 -32551.016 -51608.720
D100.0 -32531.022 -51609.213
D110.0 -32521.025 -51609.459
D120.0 -32511.029 -51609.706

E路線
測点名 X座標 Y座標 備考

E-10.0 -32640.496 -51586.507
E0.0 -32630.499 -51586.754
E20.0 -32610.505 -51587.247
E40.0 -32590.511 -51587.74
E60.0 -32570.517 -51588.233
E80.0 -32550.523 -51588.726
E100.0 -32530.529 -51589.219
E110.0 -32520.532 -51589.465
E120.0 -32510.536 -51589.712

S=1:500
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コート外

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

縦断面図（3） H=1:500

縦断面図（3） H=1:500
V=1:200

V=1:200

令和７年度　国民スポーツ大会施設整備事業　馬住ヶ原運動場整備工事

4
32

馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

周囲フェンス

周囲フェンス



番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

横断面図（1） S=1：200

横 断 面 図（1）S=1:200

令和７年度　国民スポーツ大会施設整備事業　馬住ヶ原運動場整備工事

5
32

馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

B-10.0A-10.0 D-10.0 E-10.0

DL=680.000

C-10.0

B0.0A0.0 D0.0 E0.0

DL=680.000

C0.0

B20.0A20.0 D20.0 E20.0

DL=680.000

C20.0

FH=683.38

GH=683.19

FH=683.38

GH=683.19

FH=

GH=686.64

FH=

GH=686.22

FH=

GH=685.86

FH=

GH=685.56

FH=

GH=685.24

FH=682.93

GH=682.93

FH=682.96

GH=682.96

FH=683.00

GH=683.00

FH=683.01

GH=683.01

FH=683.03

GH=683.03

FH=683.24

GH=683.04

FH=683.35

GH=683.02

FH=683.35

GH=683.04

FH=683.29

GH=683.01

FH=683.04

GH=683.08

ホッケー用人工芝（サンドベース）A=6602.35m2 多目的人工芝多目的人工芝
A=3220.67m2 A=3220.67m2

11.50 8.50

11.50 8.50

0.30%0.30%2.47% 1.33% LEVEL

盛土 0.0 m2

切土 16.4 m2

盛土 0.0 m2

切土 37.7 m2

盛土 0.0 m2

切土 0.0 m2

倉庫

コート外 コート外

コートセンター

コート外 コート外

コートセンター

陸上用全天候舗装
SL=7.57m
法面人工芝

SL=7.34m
法面人工芝

周囲フェンス

周囲フェンス

周囲フェンス

周囲フェンス

多目的人工芝 ホッケー用人工芝（サンドベース）A=6602.35m2 多目的人工芝

A=540.39m2

A=3220.67m2A=3220.67m2

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

XCパット　t=0.008

グリーンフィールド　TXSW　t=0.018

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

XCパット　t=0.008

全天候舗装

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

XCパット　t=0.008

グリーンフィールド　TXSW　t=0.018

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

砂入り人工芝　パイル長:約25㎜

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

砂入り人工芝　パイル長:約25㎜

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

砂入り人工芝　パイル長:約25㎜

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

砂入り人工芝　パイル長:約25㎜



番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

横断面図（2） S=1：200

横 断 面 図（2）S=1:200

令和７年度　国民スポーツ大会施設整備事業　馬住ヶ原運動場整備工事
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馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

B40.0A40.0 D40.0 E40.0

DL=680.000

C40.0

DL=680.000

B80.0A80.0 D80.0 E80.0

DL=680.000

FH=683.38

GH=683.19

C80.0

FH=683.41

GH=683.19

FH=683.42

GH=683.19

FH=683.27

GH=683.05

FH=683.39

GH=683.06

FH=683.39

GH=683.04

FH=683.33

GH=683.08

FH=683.16

GH=683.13

FH=683.25

GH=683.23

FH=683.33

GH=683.24

FH=683.39

GH=683.25

FH=683.39

GH=683.09

FH=683.26

GH=682.95

FH=683.23

GH=682.90

FH=683.35

GH=683.05

FH=683.35

GH=683.20

FH=683.29

GH=683.19

FH=683.28

GH=683.17

B60.0A60.0 D60.0 E60.0C60.0

多目的人工芝 ホッケー用人工芝（サンドベース）A=6602.35m2 多目的人工芝
A=3220.67m2 A=3220.67m2

多目的人工芝 ホッケー用人工芝（サンドベース）A=6602.35m2 多目的人工芝
A=3220.67m2 A=3220.67m2

多目的人工芝 ホッケー用人工芝（サンドベース）A=6602.35m2
A=3220.67m2

多目的人工芝
A=3220.67m2

0.06%0.30%0.30%3.26%

11.50 8.50

11.50 8.50

11.50 8.50

0.30%0.30%

0.30%0.30%

LEVEL

LEVEL0.87%3.01%

0.38%3.29%

盛土 0.0 m2

切土 15.3 m2

盛土 0.0 m2

切土 22.1 m2

盛土 0.0 m2

切土 20.0 m2

既設ネット撤去

目隠しフェンス
H=1.97m

目隠しフェンス
H=1.97m

コート外 コート外

コート外 コート外

コート外 コート外

コートセンター

コートセンター

コートセンター

陸上用全天候舗装

陸上用全天候舗装

陸上用全天候舗装

SL=7.87m
法面人工芝

SL=7.63m
法面人工芝

SL=8.01m
法面人工芝

周囲フェンス

周囲フェンス

周囲フェンス

周囲フェンス

A=540.39m2

A=540.39m2

A=540.39m2

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

XCパット　t=0.008

グリーンフィールド　TXSW　t=0.018

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

XCパット　t=0.008

グリーンフィールド　TXSW　t=0.018

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

XCパット　t=0.008

グリーンフィールド　TXSW　t=0.018

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

XCパット　t=0.008

全天候舗装

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

XCパット　t=0.008

全天候舗装

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

XCパット　t=0.008

全天候舗装

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

砂入り人工芝　パイル長:約25㎜

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

砂入り人工芝　パイル長:約25㎜

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

砂入り人工芝　パイル長:約25㎜

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

砂入り人工芝　パイル長:約25㎜

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

砂入り人工芝　パイル長:約25㎜

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

砂入り人工芝　パイル長:約25㎜



番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

横断面図（3） S=1：200

横 断 面 図（3）S=1:200

令和７年度　国民スポーツ大会施設整備事業　馬住ヶ原運動場整備工事
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馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

B100.0A100.0 D100.0 E100.0

DL=680.000

C100.0

B110.0A110.0 D110.0 E110.0

DL=680.000

C110.0

B120.0A120.0 D120.0 E120.0

土

トイレ 更衣室

DL=680.000

C120.0

FH=683.38

GH=683.19

FH=683.20

GH=682.93

FH=683.32

GH=683.02

FH=683.33

GH=683.12

FH=683.25

GH=683.21

FH=683.27

GH=683.31

FH=

GH=686.26

FH=

GH=686.21

FH=

GH=686.92

FH=

GH=687.74

FH=687.74

GH=687.87

FH=

GH=688.64

FH=

GH=687.70

FH=

GH=687.52

FH=

GH=687.21

FH=

GH=687.10

多目的人工芝 ホッケー用人工芝（サンドベース）A=6602.35m2 多目的人工芝
A=3220.67m2 A=3220.67m2

11.50 8.50

0.30%0.30% 0.01%3.28%

盛土 0.0 m2

切土 22.9 m2

盛土 0.0 m2

切土 0.0 m2

盛土 0.0 m2

切土 0.0 m2

周囲フェンス
周囲フェンス

L
=

既
設

防
球

ネ
ッ

ト
切

断

車いす席 一般観覧客進入路
 W2.0×L30.7

コート外 コート外

コートセンター

多目的
トイレ

SL=7.81m
法面人工芝

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

XCパット　t=0.008

グリーンフィールド　TXSW　t=0.018

下層路盤（再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝRC-40）t=20cm

上層路盤（粒調砕石M-40）t=15cm

表層　（再生密粒度ｱｽｺﾝ20F）t=4cm

下層路盤（再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝRC-40）t=20cm

上層路盤（粒調砕石M-40）t=15cm

表層　（再生密粒度ｱｽｺﾝ20F）t=4cm

下層路盤（再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝRC-40）t=20cm

上層路盤（粒調砕石M-40）t=15cm

表層　（再生密粒度ｱｽｺﾝ20F）t=4cm

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

砂入り人工芝　パイル長:約25㎜

下層路盤　クラッシャラン　C-40　t=0.20

上層路盤　クラッシャラン　C-25　t=0.10

開粒アスファルト舗装　t=0.05

砂入り人工芝　パイル長:約25㎜
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VS300
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0

VS
30

0

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

線形地形図 1：500

線形地形図
A1：S=1:500　A3：S＝1：1000

令和７年度　国民スポーツ大会施設整備事業　馬住ヶ原運動場整備工事
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馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

A路線
測点名 X座標 Y座標 備考

A-10.0 -32642.469 -51666.482
A0.0 -32632.472 -51666.729
A20.0 -32612.478 -51667.222
A40.0 -32592.484 -51667.715
A60.0 -32572.490 -51668.208
A80.0 -32552.496 -51668.702
A100.0 -32532.502 -51669.195
A110.0 -32522.505 -51669.441
A120.0 -32512.508 -51669.688

B路線
測点名 X座標 Y座標 備考

B-10.0 -32641.949 -51646.489
B0.0 -32631.952 -51646.736
B20.0 -32611.958 -51647.229
B40.0 -32591.964 -51647.722
B60.0 -32571.970 -51648.215
B80.0 -32551.976 -51648.709
B100.0 -32531.982 -51649.202
B110.0 -32521.985 -51649.448
B120.0 -32511.989 -51649.695

S=1:500



DL=680.00

y
=
-
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.
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8
1
m

VCL=7m

VCR=76m

y
=
+
0
.
0
0
6
m

y
=
+
0
.
0
7
0
m

VCL=7m

VCR=88m

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

搬入路縦断面図 図　　示

搬入路縦断面図
A1：S=1:100　A3：S＝1：200
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盛土 0.0 m2

掘削 1.5 m2

盛土 0.0 m2
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裏込材

目地
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目地

コンクリートブロック基礎

基礎砕石

小
口
止
A

小
口
止
B

①

②

③

控え35cm

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ張

18-8-25BB

胴込コンクリート

18-8-25BB

裏込コンクリート
摘　　　要数　　量単位

10ｍ当り

m3

式(m2)

名　　　称

コンクリート

型　　　枠

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ基礎　数量表
規　　　格

18-8-40BB 1.2

1（9.8）

摘　　　要単位

m3

m2

数　　量

0.062

名　　　称

型　　　枠

コンクリート

天端コンクリート　数量表
規　　　格

18-8-25BB

0.11

1ｍ当り

V=(0.81+0.43)/2×0.10×1.00=0.062m3/m

F=0.11×1.00=0.11m2/m

V=(0.10+0.52）/2×0.17－0.52×0.13×1.000=0.12m3/m

F=(0.30+0.10+0.45+0.13)×1.000=0.98m2/m

F=1.50×0.81×2+1.62×0.30=2.9m2

A=1.50×0.81×2=2.4m2

V=1.50×0.81×0.30=0.4m3

m3

m2

単位 摘　　要数　　量

m2

18-8-40BB

規　　　　格

樹脂発泡体 t=10mm

コンクリート

型　　　　枠

数量表

名　　　　称

目 　地 　材

0.4

2.9

2.4

1箇所当り

687.05
687.24

686.77

684.39

F=1.70×0.81×2+1.83×0.30=3.3m2

A=1.70×0.81×2=2.8m2

V=1.70×0.81×0.30=0.4m3

m3

m2

単位 摘　　要数　　量

m2

18-8-40BB

規　　　　格

樹脂発泡体 t=10mm

コンクリート

型　　　　枠

数量表

名　　　　称

目 　地 　材

0.4

3.3

2.8

1箇所当り

V=0.15×0.62×1.000=0.09m3/m

m3基礎砕石 再生CR 0.9

基礎砕石

一般観覧客歩道詳細図

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

図　　示
一般観覧客歩道
詳細図
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馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

ブロック積天端コンクリート S=1:20

S=1:20ブロック積基礎ブロック積工標準断面図 S=1:50

S=1:50小口止A

∑A

胴込コンクリート(18-8-25BB) 天端コンクリート(18-8-40BB)

= 4.0 m3

コンクリートブロック積面積

擁壁工

③　A=(3.02+1.83)/2×9.30 = 5.7

= 54.7m2

= 29.6mL=16.80+3.37+9.39

V=0.22×54.7 = 12.0m3

裏込材(RC-40)

V=0.30×54.7 = 16.4m3

V=64.9×0.062

コンクリートブロック基礎

①　A=(1.62+3.02)/2×16.76 = 38.9

= 10.1②　A=(3.02+3.02)/2×3.34

= 64.9mL=20.00+20.00+24.93

目地板

A=3.02×0.35+3.34×0.35 = 2.2m2

= 3.6m3V=1.2×29.6/10

S=1:50ブロック積工展開図

S=1:50小口止B

裏込コンクリート(18-8-25BB)

V=0.10×54.7 = 5.5m3

0.810.30

1
.
5
0

0.810.30

1
.
7
01.
62

1.
83



転落防止柵構造図

A1：S=1:10　A3：S＝1：20

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

転落防止柵構造図 図　　示

令和７年度　国民スポーツ大会施設整備事業　馬住ヶ原運動場整備工事
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馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

A

GL

：仕様は予告なく変更することがあります。

※注記：支柱及び横木の外径は凸部の平均値です。

バネはステンレス

亜鉛めっき+樹脂被覆

溶融亜鉛めっき+塗装

溶融亜鉛めっき+塗装

亜鉛めっき+流浸塗装

亜鉛めっき+樹脂被覆

亜鉛めっき+樹脂被覆

摘   要

端末年輪オーバーキャップ

角根丸頭ボルト M12×75

取付ボルト M12×110

2

5

7

6

4

3

部番

1

端末ビーム

PE+バネ

部材数量表（21m,1連当たり）

ビ ー ム

金    具

支    柱

名   称

強度区分4.6

強度区分4.6

SGH

STK400+再生ポリエチレン

材   質

6

6

21

48

24

24

8

数量

STK400+再生ポリエチレン

STK400+再生ポリエチレン

取 付 部 詳 細 図

設 置 図

金 具 詳 細 図

A 部 詳 細 図

36
0

4-14×25

ビーム（径55）

芯材鋼管 φ42.7×t2.3

2端末年輪オーバーキャップ

金具
端末年輪
オーバーキャップ

端末ビーム

角根丸頭ボルト

M12×75

頭部年輪キャップ

6

7

3

5

1

芯材鋼管 φ76.3×t2.8

支柱（径90）

M12×110

取付ボルト4

3000

90

30

130

80

36
0

80

100

25

3000100

36
0

10
80

36
0

36
0

23
60

12
00

75
.6φ

63
.6

12

25

45°

6

φ63.6

30

t2
.3

（1
10

0）

10
80

80



水道

水道

変電盤

配
電
盤

水道

照明

照明

照明
照明

照明

照明

照明

照明 H=17.33

H=17.42

H=17.23

H=17.54
H=17.51

H=17.23

H=17.35

H=17.45

更衣室

WC

物

物置

看板

As

KBM　　    

H=685.107

683.88

684.60

684.90
684.89

685.05

685.14

685.60

686.10

686.74

687.16

687.40
687.57

687.71

687.81

687.86

687.92

687.92

688.02

687.82

687.68

687.40

687.18

686.93

687.04

687.09

687.34

687.24

685.57

As

As

As

As

As

As

As

As
As

As

As

As

As

As

G G

G

G

G

ナパック

タカノ株式会社

W

681.62

682.11

682.77

市道　馬住ヶ原線

VS300

VS
30

0

VS
30

0

683.04

683.04

683.04

683.03

683.00

682.93

683.06

683.11

683.12

683.16

683.14

683.02
682.96

683.12

683.23

683.26

683.27

683.18
683.33

683.40

683.32

683.21

683.13

682.94 682.84

683.05

683.24

683.35

683.34

683.30

681.90
682.05 682.03 682.09

682.16 682.22 682.24 682.34
682.35

682.39

682.45

682.57

682.65

682.99

682.84682.80682.59682.44682.36682.37
682.42

682.29

682.18

682.11

682.09

682.05

VS300

80.0

0.0

駒ヶ根市内務省民地

（個）

規　　格名　　　称 単　位

1基当たり材料表

数　量

浸透塊 □1000×H1000

1.0 

1.0 

1.0 

1.0 

（個）

（個）

（個）

（組）

側　塊

スラブ版

底　塊

鉄　蓋 φ600

1.0 

単粒度砕石

フィルター砂

透水シート

セーフティフィルター

４号

洗滌砂

294N/5cm以上

SUS

（ｍ）

（ｍ）

（ｍ）

（組）

3

2

2

T120

T120

1.0 （組）調整金具 t45

1.0 メンテナンス版 T120 （個）

（個）浸透塊 □1000×H500

 4.75

□1000×H500

-

17.91

2.0

45.87

L
=
6
4
.
3
m

1.7%1.7%

1:1.5

0.50

切土　A=7.27m2

グラウンド

φ600

90 1000 90

1
2
0

1
1
0

3
0

5
0
0

1
2
0

1000×1000×H2620

1
2
0

2
0
0
0

2
6
2
0

2180

500 1180 500

1
0
0

3
0
0

3
0
0
0

1223 8
8
0

2
4
2
0

2
5
2
6

土砂掘削　A=402.9m2

32.0

測点

0. 0

32. 0

64. 3

点間距離

32. 0

32. 3

断面積

0. 00

7. 27

0. 00

平均断面積

3. 64

3. 64

計

体積

116. 48

117. 57

234. 05m3

0.0

64.3

1
.
8
0

6.43

5.10

アスファルト舗装工　A=1017.7m2

表層　（再生密粒度ｱｽｺﾝ20F）t=4cm

上層路盤（粒調砕石M-40）t=15cm

下層路盤（再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝRC-40）t=20cm

土量計算

鉄蓋(φ600)

調整モルタル・金具

ステップ

ｾｰﾌﾃｨﾌｨﾙﾀｰ

スラブ版(T120)

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ版(T120)

側塊(H500)

底塊

透水シート フィルター砂

浸透塊(H1000)

単粒度砕石

1
:
0
.
3

1
:
0
.
3

平面図
標準断面図A1 1:500  A3 1:1000

A1 1:100  A3 1:200
32.0

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

図　　示
グラウンド北側舗装工
平面・縦横断面図

縦断面図
A1 1:200  A3 1:400

浸透桝構造図
A1 1:30  A3 1:60

※当該箇所でのボーリング結果が存在しないため、
近隣のボーリング結果（国道153号伊南BP事業）を
参考に、土質は「細砂」を想定している。
　地質調査を実施し、土質を確認したうえで、施
設規模を変更する。
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馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

1：200

1：
20
0

DL=680.000

685.000

690.000

距
　　

離

地盤高

計画高

勾配
0.
0

80
.0

68
8.
02

68
7.
04

68
8.
02

68
7.
04

i=-1.225%L=80.0m 68
7.
04

68
8.
02



①

② ③ ④ ⑤ ⑥

⑦

⑧

② ③ ④ ⑤
⑥

685.90
686.39

686.77

685.64
685.23685.19685.18

687.11 687.27

687.20 687.53 687.59
687.94 687.97 688.03

687.15

688.05

H
=
2
.
9
0
,
S
L
=
6
.
6
6

H
=
3
.
3
8
,
S
L
=
6
.
8
9

H
=
3
.
7
4
,
S
L
=
6
.
6
8

H
=
2
.
6
8
,
S
L
=
6
.
9
9

H
=
2
.
3
0
,
S
L
=
9
.
7
6

H
=
2
.
2
9
,
S
L
=
9
.
7
2

H
=
4
.
0
8
,
S
L
=
7
.
2
9

3.14 10.50 20.00 20.00 20.00 20.00 10.98 5.35

H
=
4
.
1
8
,
S
L
=
7
.
3
4

H
=
4
.
5
4
,
S
L
=
7
.
5
7

H
=
4
.
6
3
,
S
L
=
7
.
8
7

H
=
5
.
0
1
,
S
L
=
7
.
6
3

H
=
5
.
0
8
,
S
L
=
8
.
0
1

H
=
5
.
1
7
,
S
L
=
7
.
8
1

4.81 20.00 20.00 20.00 20.00 20.00 6.28

1. 00×10 -2  cm/s 以上

材料仕様

織り 組織 平 織 布

パ
イ
ル

形　 　  状 モノ フ ィ ラメントヤーン

材　  　 質 PET綿付きポリ プロピレン  ニードルパンチ加工

基
布

　 Ｊ Ｉ Ｓ Ｌ  １０９６

抜糸強度 ２０  Ｎ 以上 　 Ｊ Ｉ Ｓ Ｌ  １０２１

透水性能 　 Ｊ Ｉ Ｓ Ａ １ ２１ ８  準用

そ の 他

形　 　  態 ロ ー ル 状

梱　 　  包 シ ー ト 梱 包

製品規格 １ ． ８ ２ ｍ幅×１ ０ ． ０ ｍ　 巻

物 性 値

引張伸度 ３ ０  ％ 以下 （ タ テ・ ヨ コ ） 　 Ｊ Ｉ Ｓ Ｌ  １０９６

引張強度 ４ ５ ０  Ｎ/5cm幅 以上 （ タ テ・ ヨ コ ） 　 Ｊ Ｉ Ｓ Ｌ  １０９６

引裂強度 ７０  Ｎ 以上 （ タ テ・ ヨ コ ）

帯電防止性 導電糸入り （ パイル部）

１１， ０００  dtex (±１ ０ ％)

長　 　 　 さ ２５  ｍｍ (±１mm)

材　  　 質
耐候性ポリ エチレン
耐候性ポリ プロピレン

 混織

防炎性能 日本防炎協会　 「 適合」 試験番号： E2120187

裏　 　  面 ＳＢＲラテッ ク ス

人

工

芝

繊　 　  度

項　 　 目 内　 　 容 備　 　 考

項　 　 目 基 準 値 備　 　 考

DL=685.000

DL=685.000

C路
線 B路

線
A路

線

D路
線

E路
線

0.
0 20

.0
40
.0 60

.0
80
.0

10
0.

0

南側法面

東側法面 北側法面

西側法面

∑A

③　A=(9.76+6.99)/2×20.00 = 167.5

= 789.0m2

①　A=9.72×3.14/2 = 15.3

= 102.3②　A=(9.72+9.76)/2×10.50

④　A=(6.99+6.66)/2×20.00 = 136.5

⑤　A=(6.66+6.89)/2×20.00 = 135.5

⑥　A=(6.89+6.68)/2×20.00 = 135.7

⑦　A=(6.68+7.29)/2×10.98 = 76.7

⑧　A=7.29×5.35/2 = 19.5

∑A

③　A=(7.57+7.87)/2×20.00 = 154.4

= 815.3m2

①　A=7.34×4.81/2 = 17.7

= 149.1②　A=(7.34+7.57)/2×20.00

④　A=(7.87+7.63)/2×20.00 = 155.0

⑤　A=(7.63+8.01)/2×20.00 = 156.4

⑥　A=(8.01+7.81)/2×20.00 = 158.2

⑦　A=7.81×6.28/2 = 24.5

法面人工芝展開図

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

1：200法面人工芝展開図
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16
32

馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

測点

BP

NO. 0+4. 00

NO. 0+10. 00

点間距離

4. 00

6. 00

斜距離

0. 00

0. 00

0. 84

平均

0. 00

0. 42

計

面積

0. 00

2. 52

44. 13m2

搬入路横断面図より算出

NO. 1 10. 00 2. 22 1. 53 15. 3

EC1 3. 55 2. 55 2. 39 8. 48

NO. 1+6. 00 2. 45 2. 98 2. 77 6. 79

EP 4. 74 1. 67 2. 33 11. 04

切土側

測点

BP

NO. 0+4. 00

NO. 0+10. 00

点間距離

4. 00

6. 00

斜距離

0. 00

0. 00

2. 77

平均

0. 00

1. 39

計

面積

0. 00

8. 34

32. 81m2

NO. 1 10. 00 1. 17 1. 97 19. 7

EC1 3. 55 0. 59 0. 88 3. 12

NO. 1+6. 00 2. 45 0. 25 0. 42 1. 03

EP 4. 74 0. 00 0. 13 0. 62

盛土側

測点

BP

NO. 0+2. 00

NO. 0+7. 00

点間距離

2. 00

5. 00

斜距離

0. 00

0. 00

0. 36

平均

0. 00

0. 18

面積

0. 00

0. 90

一般観覧客歩道横断面図より算出

NO. 2 13. 00 2. 44 1. 40 18. 20

NO. 3 10. 00 2. 58 1. 51 15. 10

NO. 4+7. 06 17. 06 1. 54 2. 06 35. 14

NO. 5+0. 40 3. 34 2. 38 1. 96 6. 55

山側 谷側

計 114. 39m2

NO. 6 9. 60 5. 63 4. 01 38. 50

測点

BP

NO. 0+2. 00

NO. 0+7. 00

点間距離

2. 00

5. 00

斜距離

6. 21

6. 48

6. 91

平均

6. 35

6. 70

面積

12. 70

33. 50

NO. 2 13. 00 5. 70 6. 31 82. 03

NO. 3 10. 00 4. 94 5. 32 53. 20

NO. 4+7. 06 17. 06 3. 37 4. 16 70. 97

NO. 5+0. 40 3. 34 2. 63 3. 00 10. 02

計 275. 09m2

NO. 6 9. 60 0. 00 1. 32 12. 67

合計 76. 94m2

合計 389. 48m2



500□

7
0
0

GL+0m

1
9
7
0

4
5
0

4
4

2000

9
6
2

9
6
2

2

2000

1
0

52

2000

37

4
6

2000

37

1.6

35

□100×50×3.2 □100×50×3.2

2-縦枠 t＝0.8

2-中間縦枠 t＝0.8

胴縁 t＝1.6

〔SGMH490準拠〕

胴縁 t＝1.6

（水抜穴付）

〔SGMH490準拠〕

PL 3.2

［ナットはＵナット］

角根BN M8×30(W付)

［ナットはＵナット］

角根BN M8×70(W付)ＸＡブラインド

ＸＡブラインド

t＝0.6

t＝0.6

づく風圧力に依る。

候性樹脂粉体塗装とする。但し、ボルト・ナットは溶融

外装は亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっきの上高耐

亜鉛めっきの上防錆着色処理とする。

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基

備考

１．

設計条件

目隠しフェンス構造図

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

図　　示目隠しﾌｪﾝｽ詳細図

令和７年度　国民スポーツ大会施設整備事業　馬住ヶ原運動場整備工事
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32

馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

目かくしフェンス　H=2000 S=1:10

（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)

S=1:1ＸＡブラインド

t＝0.6

パネル取付図

胴縁断面図 S=1:1

S=1:1

基礎条件・・・長期許容地耐力 ９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）
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番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

防球フェンス平面図 1:150

防球フェンス平面図
A1：S=1:150　A3：S＝1：300

令和７年度　国民スポーツ大会施設整備事業　馬住ヶ原運動場整備工事

18
32

馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市
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3
1
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0

4
5
0

ジョイントビーム

※端部に取付

亜鉛めっき鋼撚り線7/2.0mm

(縦横ワイヤー)

亜鉛めっき鋼撚り線7/2.6mm

(ブレスワイヤー)

防球ネット 自在バンド(JB用)

自在バンド

槍出し金具

槍出し金具

自在バンド

STK540

コンクリート台柱

接合部

(スリップジョイント式)

コンクリート台柱

コンクリート ブロック

２ ０ ０ ＊１ ２ ０ ０

コンクリート台柱

末端径?317

1200

2
0
0

4
5
0

1
2
0

コンクリートブロック根枷

根枷バンド

1 2

槍出し金具

槍出し金具

槍出し金具長170

(但し、現場状況に合わせて調整することとする)φ2.2*37.5mm

φ139.8*t4.5 STK400

φ216.3用

φ216.3用

φ216.3用

φ216.3用

φ216.3*t4.5

先端径φ230

φ245用

φ275用

φ275用

G.L. G.L.

Ｇ ． Ｌ ．Ｇ ． Ｌ ．

コンクリートブロック根枷部詳細図

・図面設計条件

　設計風速　　　：30m/sec

　地表面粗度区分：Ⅲ

　防球ネット条件：ネット線径=φ2.2mm　

　　　　　　　　　ネット目合い＝37.5mm

　土質の種別　　：D土質

設計条件

　・設計荷重

　　建築基準法(平成12年5月31日建設省告示第1454号)に基づく風圧力に依る。

　・基礎条件

　　配電規程(JEAC7001(社)日本電気協会)に基づく基準検討に依る。

・仕様

　支柱、ジョイントビーム、バンド金具は溶融亜鉛めっき仕上げとする。

　　

  支柱は、下段は台柱としてコンクリートスリップジョイント式、

　中段、上段は鋼管スリップジョイント式とする。

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

防球フェンス構造図 1：30

防球フェンス構造図
A1：S=1:30　A3：S＝1:60

令和７年度　国民スポーツ大会施設整備事業　馬住ヶ原運動場整備工事

19
32

馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市



φ139.8*t4.5 STK400
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Ｇ ． Ｌ ．
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囲
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0
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ジョイントビーム 防球ネット

10000 10000 8000 8000 8000 8000

62000

9 10 11 12 13 14 15 16

φ139.8*t4.5 STK400 (φ2.2*37.5)

φ139.8*t4.5 STK400 (φ2.2*37.5)

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

防球フェンス展開図 1:150

防球フェンス展開図
A1：S=1:150　A3：S＝1：300

令和７年度　国民スポーツ大会施設整備事業　馬住ヶ原運動場整備工事

20
32

馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市
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□250

GL+0m

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）

3
0
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0
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1
9
5
0

5
0

2000 2000

38
.1

φ50.8×2.3 φ50.8×2.3

（水抜穴付）

φ38.1×1.6

φ4.0

φ38.1×1.6

φ9.5c.t.c.300

水抜穴

昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に依る。設計荷重

設計条件

備考

外装は金網類を除く他はめっきの上高耐候性樹脂粉体塗装とする。

但し、ボルト・ナットは溶融亜鉛めっきのみとする。

１．

〔サンカラ－鉄線〕〔着色塗装亜鉛めっき鉄線〕

完全式菱形金網φ3.2×40ｍｍ

周囲フェンス構造図

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

図　　示周囲フェンス構造図

令和７年度　国民スポーツ大会施設整備事業　馬住ヶ原運動場整備工事

21
32

馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

胴縁に金網取付断面図 S=1:1

ＰＣ－Ａ２０００ S=1:10

（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)
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GL+0m
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70
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8

t＝2.3

φ4.0

(φ3.6)

φ
5.

0

(φ
4.

5)

[≒
11

5]

≒
12

5

50≒

φ50.8×2.3φ50.8×2.3

（菊形リブ鋼管） （菊形リブ鋼管）

ジョイント

ジョイント

角根BN M8×65

（W付） （W付）

押え金具

角根BN M8×53

（回転防止付）

U型金具

中間バンド

（回転防止付）

U型金具

角根BN M8×25

（W付）

中間バンド

（W付）

角根BN M8×25

ジョイント 角根BN M8×65

(W付)

接続押え金具

（W付）

角根BN M8×53

Ｂ

Ｃ

Ａ

備考

設計条件

依る。
設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力に

樹脂粉体塗装

きの上防錆着色処理

きの上高耐候性樹脂粉体塗装

・Ｕ　型　金　具

・ボルト、ナット

  ワイヤメッシュ

・・

・・

１．

・バ　ン　ド ・・

外装について

　押え金具
・主柱、ジョイント

・・

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

溶融亜鉛めっきの上防錆着色処理

亜鉛・アルミ・マグネシウム合金めっ

亜鉛・アルミ合金めっきの上高耐候性

標準的な取付図 パネルと柱のすきまがせまい場合の取付図

ワイヤメッシュ

亜鉛・アルミ・マグネシウム

合金めっき鉄線〔                 〕

（ハイテンション線）

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

図　　示
取外し式周囲
フェンス構造図

取外し式周囲フェンス構造図

令和７年度　国民スポーツ大会施設整備事業　馬住ヶ原運動場整備工事

22
32

馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

ＵＮ－Ａ２０００Ｌ－５０ S=1:10
（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)

パネル断面図

S=1:3

菊形リブ鋼管断面図

Ａ部取付図 S=1:5

Ｂ部取付図 S=1:5

Ｃ部取付図 S=1:5

（　）内は芯径を示す。
［  ］内は上部パネルを示す。

ワイヤメッシュ図

基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）
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基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）
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5535

5
3

φ13 ブレ－ス

（引付金具付）

φ89.1×4.2φ89.1×4.2

φ38.1×1.6

φ38.1×1.6

φ50.8×1.6

蝶番

落しφ16

舟形落し受付

施錠装置

φ38.1×2.3

φ50.8×1.6

扉枠

門柱

開き方向

１．

備考

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく

設計条件

風圧力に依る。

本図門扉は施錠側１８０゜開き、施錠側落しとする。２．

する。但し、ブレースは溶融亜鉛めっきの上着色処理とし、

外装は金網類を除く他はめっきの上高耐候性樹脂粉体塗装と

施錠装置、落し及びボルト・ナットは溶融亜鉛めっきのみと

する。

〔サンカラ－鉄線〕

完全式菱形金網φ3.2×40ｍｍ

〔着色塗装亜鉛めっき鉄線〕

搬入路門扉構造図

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

搬入路門扉構造図 図　　示

令和７年度　国民スポーツ大会施設整備事業　馬住ヶ原運動場整備工事

23
32

馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

門柱・扉枠位置関係図

ＰＣ両開き門扉 Ｈ２０００×Ｗ４０００

（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)

S=1:10

S=1:2
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□400
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GL+0m
基礎条件・・・長期許容地耐力　９８ｋＮ／㎡（１０ｔ／㎡）
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2
0
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5
0

3
5
0

PC-A2000PC-A2000

41

5
3

34

落しφ16

舟形落し受付

φ50.8×1.6

φ60.5×3.2 φ60.5×3.2

蝶番
φ38.1×1.6

φ38.1×1.6

戸当り付両面回転施錠 開き方向

門柱扉枠

設計条件

設計荷重・・・昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく

１．

備考

風圧力に依る。

本図門扉は片側１８０゜開きとする。２．

めっきのみとする。

する。但し、施錠装置、落し及びボルト・ナットは溶融亜鉛

外装は金網類を除く他はめっきの上高耐候性樹脂粉体塗装と

〔サンカラ－鉄線〕

完全式菱形金網φ3.2×40ｍｍ

〔着色塗装亜鉛めっき鉄線〕

歩道門扉構造図

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

図　　示歩道門扉構造図

令和７年度　国民スポーツ大会施設整備事業　馬住ヶ原運動場整備工事

24
32

馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

S=1:1

ＰＣ両開き門扉 Ｈ２０００×Ｗ２０００

S=1:10
（昭和５７年改正の建築基準法・同施行令に基づく風圧力 ＧＬ＋０ｍ に依る)

門柱・扉枠位置関係図



番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

掲揚ポール構造図 図　　示

掲揚ポール構造図

令和７年度　国民スポーツ大会施設整備事業　馬住ヶ原運動場整備工事

25
32

馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市
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ポール姿図（ １ ４ ｍ）
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Ｓ＝１： ５

先端部詳細（ １ ４ ｍ）

３

(1
4
7
)

φ165

φ８ロープ

　２７ｍ

３

(1
4
7
)

φ165

φ８ロープ

　２５ｍ

Ｓ＝１： ５

グランドカバー詳細

※グランドカバーは、ポール埋込部の

　化粧用で、別梱包部品です。

(φ264)

(6
2
)

φ165

Ｓ＝１： ５

ロープ掛け部詳細

２－Ｍ６ナベビス(45)

(1
8
5
)

１－２

１－１ １

１

品番 品　　　名 数量 材　　　質

根元ポール

キャップ２

３

４

５ グランドカバー

クリート

１

１

１

１ Ａ５０５２Ｐ

ＡＤＣ５

１先端ポール１－３

ＡＤＣ５／Ａ１１００－Ｏ

ジュラコン

中間ポール

　制

　 定

　 風

　 速

（ Ｖ ｏ ）

滑車

Ａ６０６３－Ｔ ６

Ａ６０６３－Ｔ ６

Ａ６０６３－Ｔ ６

製品仕様

・ 主要材料はアルミニウム合金製とします。

・ 表面処理はヘアライン研磨後

　アクリル樹脂クリア塗装を施します。

・ 材質指示のないボルト類はＳＵＳ３０４

　とします。

設計条件

・ 基準風速と地表面粗度の許容範囲の目安は

　下表を参照願います。（ 旗無し時）

・ 基礎寸法は地盤の許容応力度が１０ｔ ／㎡

　（ 短期） 時の参考寸法です。

・ 地上～１５ｍ迄

　 　 　 　 　粗度区分　 Ｉ 　 　 　 　 Ｉ Ｉ 　 　 Ｉ Ｉ Ｉ 　 　 Ｉ Ｖ

　　　　３０　 　 　 　 －　 　 　 　 ○　 　 　 　 ○　 　 　 　 ○

　　　　３２　 　 　 　 －　 　 　 　 ○　 　 　 　 ○　 　 　 　 ○

　　　　３４　 　 　 　 －　 　 　 　 －　 　 　 　 ○　 　 　 　 ○

　　　　３６　 　 　 　 －　 　 　 　 －　 　 　 　 ○　 　 　 　 ○

　　　　３８　 　 　 　 －　 　 　 　 －　 　 　 　 ○　 　 　 　 ○

　　　　４０　 　 　 　 －　 　 　 　 －　 　 　 　 －　 　 　 　 ○

　　　　４２　 　 　 　 －　 　 　 　 －　 　 　 　 －　 　 　 　 ○

　　　　４４　 　 　 　 －　 　 　 　 －　 　 　 　 －　 　 　 　 ○

　　　　４６　 　 　 　 －　 　 　 　 －　 　 　 　 －　 　 　 　 ○

注意事項

・ 本製品は旗を掲揚する為のポールです。

　旗以外のものは掲揚しないで下さい。

　ポール折損の要因となる場合があります。

・ 強風時（ 瞬間最大風速１ ５ ｍ／ｓ 時） には旗を

　取外して下さい。ポール折損の要因となる

　場合があります。

・ 毎朝夕の昇降を推奨します。

・ 製品改良のため、一部仕様変更を

　する場合があります。

ポール姿図（ １ ３ ｍ）

Ｓ＝１： ７０

Ｓ＝１： ５

先端部詳細（ １ ３ ｍ）



301

302

401

402

基準点座標一覧

点　　名 Ｘ座標 Ｙ座標 標高

301 -32555.230 -51686.193 687.879

302 -32631.703 -51570.773 685.205

401 -32518.134 -51594.844 687.225

402 -32634.692 -51684.438 687.316

水道

水道

変電盤

配
電

盤
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照明

照明
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30

0
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30

0

林瀧澤
西沢

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

舗装工面積計算図 図　　示

舗装工面積計算図
A1：S=1:500　A3：S＝1：1000
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馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

401

402

301

302

地  番 2 ホッケー場人工芝

NO Xn Yn Yn+1-Yn-1 Xn・(Yn+1-Yn-1)

J11 -32632.451 -51667.730 -6.203 202419.093553

J12 -32531.970 -51670.208 9.147 -297569.929590

G11 -32531.307 -51658.583 27.644 -899295.450708

G12 -32530.408 -51642.564 35.596 -1157952.403168

G13 -32529.316 -51622.987 37.286 -1212888.076376

J13 -32528.332 -51605.278 20.239 -658340.911348

J14 -32630.898 -51602.748 -6.160 201006.331680

G29 -32631.103 -51611.438 -19.924 650142.096172

G30 -32631.385 -51622.672 -29.559 964551.109215

G31 -32631.837 -51640.997 -27.563 899431.323231

G32 -32632.047 -51650.235 -23.008 750798.137376

G33 -32632.374 -51664.005 -17.495 570903.383130

合  計 13204.703167

合  計  面  積 6602.3515835

地  積 6602.35 ㎡

② ホッケー場人工芝

④ 多目的人工芝

①  グラウンド外周
A=10363.41m2

A=6602.35m2

A=540.39m2

A=3220.67m2

④ 多目的人工芝

③ ウレタン舗装

G02 G03 G04 G05 G06 G07 G08
G09

G10

G11

G12

G13

G17

G18
G23G24G25G26G27

G28

G29

G30

G31

G32

G33

G34

U01

U02 U03

U04

99.400

61.000

2.00

2.00

G22

G21 G20

G19

G14
G15

G16

J11

J12

J13

J14

4.00

4.00

3.00

3.00

G35

G36
G01

工　種 砂入多目的人工芝敷設工

グラウンド外周面積

残地 = 　 - ( 　 + 　 )

4

ホッケー用人工芝面積 ウレタン舗装工面積

3220.67 ㎡

求積表

工　種 1  グラウンド外周

NO Xn Yn Yn+1-Yn-1 Xn・(Yn+1-Yn-1)

G01 -32632.619 -51677.049 -0.630 20558.549970

G02 -32627.978 -51677.159 -0.311 10147.301158

G03 -32621.454 -51677.360 -0.360 11743.723440

G04 -32611.655 -51677.519 -0.703 22925.993465

G05 -32589.690 -51678.063 -1.052 34284.353880

G06 -32568.764 -51678.571 -0.981 31949.957484

G07 -32549.054 -51679.044 -0.874 28447.873196

G08 -32533.249 -51679.445 -0.420 13663.964580

G09 -32532.499 -51679.464 1.186 -38583.543814

G10 -32532.430 -51678.259 20.881 -679309.670830

G11 -32531.307 -51658.583 35.695 -1161205.003365

G12 -32530.408 -51642.564 35.596 -1157952.403168

G13 -32529.316 -51622.987 52.928 -1721711.637248

G14 -32527.463 -51589.636 33.323 -1083912.649549

G15 -32526.964 -51589.664 0.263 -8554.591532

G16 -32526.933 -51589.373 6.675 -217117.277775

G17 -32526.614 -51582.989 13.741 -446948.202974

G18 -32533.702 -51575.632 7.507 -244230.500914

G19 -32539.587 -51575.482 0.262 -8525.371794

G20 -32539.973 -51575.370 -0.241 7842.133493

G21 -32540.343 -51575.723 -0.853 27756.912579

G22 -32540.340 -51576.223 -0.626 20370.252840

G23 -32560.345 -51576.349 -0.215 7000.474175

G24 -32576.881 -51576.438 -0.213 6938.875653

G25 -32599.028 -51576.562 -0.191 6226.414348

G26 -32613.206 -51576.629 -0.193 6294.348758

G27 -32630.299 -51576.755 -13.356 435810.273444

G28 -32630.596 -51589.985 -34.683 1131726.961068

G29 -32631.103 -51611.438 -32.687 1066612.863761

G30 -32631.385 -51622.672 -29.559 964551.109215

G31 -32631.837 -51640.997 -27.563 899431.323231

G32 -32632.047 -51650.235 -23.008 750798.137376

G33 -32632.374 -51664.005 -21.383 697778.053242

G34 -32632.529 -51671.618 -12.524 408689.793196

G35 -32632.678 -51676.529 -4.911 160259.081658

G36 -32632.611 -51676.529 -0.520 16968.957720

合  計 20726.829967

合  計  面  積 10363.4149835

面  積 10363.41 ㎡

工　種 3  ウレタン舗装工

NO Xn Yn Yn+1-Yn-1 Xn・(Yn+1-Yn-1)

U01 -32626.661 -51576.728 -6.104 199153.138744

U02 -32626.625 -51582.733 -5.473 178565.518625

U03 -32536.627 -51582.201 6.532 -212529.247564

U04 -32536.662 -51576.201 5.978 -194504.165436

G22 -32540.340 -51576.223 -0.148 4815.970320

G23 -32560.345 -51576.349 -0.215 7000.474175

G24 -32576.881 -51576.438 -0.213 6938.875653

G25 -32599.028 -51576.562 -0.191 6226.414348

G26 -32613.206 -51576.629 -0.166 5413.792196

合  計 1080.771061

合  計  面  積 540.3855305

面  積 540.39 ㎡

1 2 3

1 2 3

10363.41 6602.35 540.39

面  積

3220.67



人工芝構造図
A1：S=1:4　A3：S＝1：8

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者
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馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

・人工芝長：約18mm

・国際ホッケー連盟（FIH）ナショナル基準品

開粒アスファルト　厚：約50mm

サンドドレスド人工芝パイル長:約18㎜

・アンダーパッド（ポリエチレン+不織布）厚:約8㎜

アンダーパッド(ポリエチレン+不織布）厚:約8㎜

上層路盤　クラッシャランC-25　厚：約100mm

15

　・サンドドレスド人工芝

下層路盤　クラッシャランC-40　厚：約200mm

板状排水材　幹線:幅600㎜　支線：幅300mm

開粒アスファルト

砕石路盤

砂入り人工芝　パイル長:約25㎜

・人工芝長：約25mm

　・砂入り人工芝

ポリプロピレン製平織基布

パイル材質

パイル長さ

パイル形状

パイル厚み

パイル繊度

織り構造

織り幅

項　目

人工芝

人工芝タイプ

仕　様

タフト織

砂入り人工芝

約25㎜

スプリットヤーン

約110ミクロン

国内製造　約3.66m

耐候性ポリエチレン

基布素材

SBRラテックスバッキング材

製品条件

施工条件

約11,100デシテックス

JHA(日本ホッケー協会)人工芝指定企業の取り扱う製品とする

工事完了後のメンテナンス等を考慮し、長野県内に本店を置き、公益財団法人日本スポーツ施設協会及び

一般社団法人日本運動施設建設業協会へ加入している運動施設専門業者の施工とし、当該工事の経験を充分に積んだ

「登録運動施設基幹技能者」及び「運動施設施工技士」を現場に配置させ施工管理・品質管理に万全を期すこと

多目的人工芝　断面図

多目的人工芝特記仕様

人工芝端部巻込図

ホッケー用人工芝　断面図

パイル材質

パイル長さ

パイル形状

パイル厚み

パイル繊度

㎡あたりパイル本数

人工芝㎡あたり重量

織り構造

織り幅

パッド材質

パッド厚

製品条件

項　目

アンダーパッド

人工芝

人工芝タイプ

仕　様

サンドドレスド人工芝

ポリエチレン

約18㎜

捲縮モノフィラメントヤーン

約150ミクロン

約8,000デシテックス

タフト織

約4.0m

発泡ポリエチレン+不織布（Xカット入り）

約8㎜

FIH(国際ホッケー連盟)ナショナル基準認定品とする

JHA(日本ホッケー協会)人工芝指定企業の製品とする

国体ホッケー会場にて、サンドドレスド人工芝によるJHA公認フィールドの実績のあるJHA指定企業の製品とする

約3,000g/㎡以上（硅砂・アンダーパッド分含まず）

約900,000本/㎡以上

施工条件

「登録運動施設基幹技能者」及び「運動施設施工技士」を現場に配置させ施工管理・品質管理に万全を期すこと

工事完了後のメンテナンス等を考慮し、長野県内に本店又は支店もしくは営業所を置き、公益財団法人日本スポーツ施設協会

及び一般社団法人日本運動施設建設業協会へ加入している運動施設専門業者の施工とし、当該工事の経験を充分に積んだ

JHA（日本ホッケー協会）の公認取得実績が20面以上あるJHA人工芝指定企業による施工とする

施工時期 ・厳冬期は朝露等が発生し路盤や人工芝が濡れ、気温も上がらず適切に乾かない事が多く、接着強度が得られない可能性がある。

・気温が5°以下の場合、接着剤の接着強度が得られない可能性があるため、施工を極力避ける。

人工芝の施工時期は以下の理由により厳冬期（12月～2月）を極力避けるものとする。

ホッケー用人工芝特記仕様



材料仕様

各 層 名 称 外 観 色 材 質・形 状

プライマー 半透明系液体 １液性ウレタン樹脂プライマー

ゴムチップ層
― 0.5mm～3.5mm 内の粒径ｺﾞﾑﾁｯﾌﾟを 90％以上含む

半透明系液体 １液性ウレタン樹脂バインダー

目止め層 着色粘性液体 無溶剤型２液混合ウレタン樹脂

耐久層 着色粘性液体 無溶剤型２液混合ウレタン樹脂

エンボス層
骨材 特殊骨材パウダー

着色液体 無溶剤型１液性ウレタン（吹付け用）樹脂

トップコート
骨材 無機フィラー

着色液体 全艶消し遮熱 耐久性アクリルウレタン樹脂

物性値

＜ゴムチップ層＞

項 目 規格値 試 験 方 法

引張強さ 0.5Mpa 以上 ＪＩＳ Ｋ ６２５１

伸び 50％以上 ＪＩＳ Ｋ ６２５１

見かけ密度 0.65 以上 ＪＩＳ Ｋ ６７６７

反発弾性 30％以上 ＪＩＳ Ｋ ６２５５

＜ウレタン耐久層＞

項 目 規格値 試 験 方 法

耐摩耗性 0.6ｇ以下 JIS K 7204 CS -17、9.8N、1000 回

引張強さ 2.0Mpa 以上 ＪＩＳ Ｋ ６２５１

伸び 500％以上 ＪＩＳ Ｋ ６２５１

引裂強さ 12N 以上 ＪＩＳ Ｋ ６２５２

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所
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馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

陸上用ウレタン舗装構造図

縁石
外側にて巻き込み

路　　盤

ハイステップＫＳＴ t=13㎜

ゴムチップ・ウレタン複合弾性舗装

構 造 物

路　　盤

路　　床
路　　床

透水性アスファルト舗装

透水性アスファルト舗装

ハイステップＫＳＴ t=13mm

ゴムチップ・ウレタン複合弾性舗装

端部巻き込み

陸上用ウレタン舗装断面及び端部巻き込み処理①

陸上用ウレタン舗装断面及び端部巻き込み処理②



10000 50000 30000

90000

5
0
0
0

白色　W=75mm

青色　W=75mm

白色　W=50mm

ホッケーコート

陸上用レーン

11人制ライン画線工　1面

6人制ライン画線工　2面

ライン画線工　L=490m

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

ライン画線工平面図 1/200

ライン画線工平面図

A1：S=1:200　A3：S＝1：400
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馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市



番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

排水工平面図 図　　示30

排水工平面図
A1：S=1:500　A3：S＝1：1000
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馬住ヶ原運動場

駒ヶ根市

水道

水道

変電盤

配
電

盤

水道

照明

照明

照明
照明

照明

照明

照明

照明 H=17.33

H=17.42

H=17.23

H=17.54
H=17.51

H=17.23

H=17.35

H=17.45

更衣室

WC

物

物置

看板

As

KBM　　    

H=685.107

683.88

684.60

684.90
684.89

685.05

685.14

685.60

686.10

686.74

687.16

687.40
687.57

687.71

687.81

687.86

687.92

687.92

688.02

687.82

687.68

687.40

687.18

686.93

687.04

687.09

687.34

687.24

685.57

As

As

As

As

As

As

As

As
As

As

As

As

As

As

G G

G

G

G

ナパック

タカノ株式会社

W

681.62

682.11

682.77

市道　馬住ヶ原線

VS300

V
S
3
0
0

V
S3

00

基準点座標一覧

A 路 線
測 点 名 X 座 標 Y 座 標 備 考

A - 1 0 . 0 - 3 2 6 4 2 . 4 6 9 - 5 1 6 6 6 . 4 8 2
A 0 . 0 - 3 2 6 3 2 . 4 7 2 - 5 1 6 6 6 . 7 2 9
A 2 0 . 0 - 3 2 6 1 2 . 4 7 8 - 5 1 6 6 7 . 2 2 2
A 4 0 . 0 - 3 2 5 9 2 . 4 8 4 - 5 1 6 6 7 . 7 1 5
A 6 0 . 0 - 3 2 5 7 2 . 4 9 0 - 5 1 6 6 8 . 2 0 8
A 8 0 . 0 - 3 2 5 5 2 . 4 9 6 - 5 1 6 6 8 . 7 0 2
A 1 0 0 . 0 - 3 2 5 3 2 . 5 0 2 - 5 1 6 6 9 . 1 9 5
A 1 1 0 . 0 - 3 2 5 2 2 . 5 0 5 - 5 1 6 6 9 . 4 4 1
A 1 2 0 . 0 - 3 2 5 1 2 . 5 0 8 - 5 1 6 6 9 . 6 8 8

B 路 線
測 点 名 X 座 標 Y 座 標 備 考

B - 1 0 . 0 - 3 2 6 4 1 . 9 4 9 - 5 1 6 4 6 . 4 8 9
B 0 . 0 - 3 2 6 3 1 . 9 5 2 - 5 1 6 4 6 . 7 3 6
B 2 0 . 0 - 3 2 6 1 1 . 9 5 8 - 5 1 6 4 7 . 2 2 9
B 4 0 . 0 - 3 2 5 9 1 . 9 6 4 - 5 1 6 4 7 . 7 2 2
B 6 0 . 0 - 3 2 5 7 1 . 9 7 0 - 5 1 6 4 8 . 2 1 5
B 8 0 . 0 - 3 2 5 5 1 . 9 7 6 - 5 1 6 4 8 . 7 0 9
B 1 0 0 . 0 - 3 2 5 3 1 . 9 8 2 - 5 1 6 4 9 . 2 0 2
B 1 1 0 . 0 - 3 2 5 2 1 . 9 8 5 - 5 1 6 4 9 . 4 4 8
B 1 2 0 . 0 - 3 2 5 1 1 . 9 8 9 - 5 1 6 4 9 . 6 9 5

C 路 線
測 点 名 X 座 標 Y 座 標 備 考

C - 1 0 . 0 - 3 2 6 4 1 . 4 8 2 - 5 1 6 2 6 . 4 9 4
C 0 . 0 - 3 2 6 3 1 . 4 8 5 - 5 1 6 2 6 . 7 4 1
C 2 0 . 0 - 3 2 6 1 1 . 4 9 1 - 5 1 6 2 7 . 2 3 4
C 4 0 . 0 - 3 2 5 9 1 . 4 9 7 - 5 1 6 2 7 . 7 2 7
C 6 0 . 0 - 3 2 5 7 1 . 5 0 3 - 5 1 6 2 8 . 2 2 0
C 8 0 . 0 - 3 2 5 5 1 . 5 0 9 - 5 1 6 2 8 . 7 1 4
C 1 0 0 . 0 - 3 2 5 3 1 . 5 1 5 - 5 1 6 2 9 . 2 0 7
C 1 1 0 . 0 - 3 2 5 2 1 . 5 1 8 - 5 1 6 2 9 . 4 5 3
C 1 2 0 . 0 - 3 2 5 1 1 . 5 2 2 - 5 1 6 2 9 . 7 0 0

D路 線
測 点 名 X 座 標 Y 座 標 備 考

D - 1 0 . 0 - 3 2 6 4 0 . 9 8 9 - 5 1 6 0 6 . 5 0 0
D 0 . 0 - 3 2 6 3 0 . 9 9 2 - 5 1 6 0 6 . 7 4 7
D 2 0 . 0 - 3 2 6 1 0 . 9 9 8 - 5 1 6 0 7 . 2 4 0
D 4 0 . 0 - 3 2 5 9 1 . 0 0 4 - 5 1 6 0 7 . 7 3 3
D 6 0 . 0 - 3 2 5 7 1 . 0 1 0 - 5 1 6 0 8 . 2 2 6
D 8 0 . 0 - 3 2 5 5 1 . 0 1 6 - 5 1 6 0 8 . 7 2 0
D 1 0 0 . 0 - 3 2 5 3 1 . 0 2 2 - 5 1 6 0 9 . 2 1 3
D 1 1 0 . 0 - 3 2 5 2 1 . 0 2 5 - 5 1 6 0 9 . 4 5 9
D 1 2 0 . 0 - 3 2 5 1 1 . 0 2 9 - 5 1 6 0 9 . 7 0 6

E 路 線
測 点 名 X 座 標 Y 座 標 備 考

E - 1 0 . 0 - 3 2 6 4 0 . 4 9 6 - 5 1 5 8 6 . 5 0 7
E 0 . 0 - 3 2 6 3 0 . 4 9 9 - 5 1 5 8 6 . 7 5 4
E 2 0 . 0 - 3 2 6 1 0 . 5 0 5 - 5 1 5 8 7 . 2 4 7
E 4 0 . 0 - 3 2 5 9 0 . 5 1 1 - 5 1 5 8 7 . 7 4
E 6 0 . 0 - 3 2 5 7 0 . 5 1 7 - 5 1 5 8 8 . 2 3 3
E 8 0 . 0 - 3 2 5 5 0 . 5 2 3 - 5 1 5 8 8 . 7 2 6
E 1 0 0 . 0 - 3 2 5 3 0 . 5 2 9 - 5 1 5 8 9 . 2 1 9
E 1 1 0 . 0 - 3 2 5 2 0 . 5 3 2 - 5 1 5 8 9 . 4 6 5
E 1 2 0 . 0 - 3 2 5 1 0 . 5 3 6 - 5 1 5 8 9 . 7 1 2

点　　名 Ｘ座標 Ｙ座標 標高

301 -32555.230 -51686.193 687.879

302 -32631.703 -51570.773 685.205

401 -32518.134 -51594.844 687.225

402 -32634.692 -51684.438 687.316
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682.94 682.84
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682.35

682.39
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682.84682.80682.59682.44682.36682.37
682.42

682.29

682.18

682.11
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VS300

301

302

401

402

道路横断用自由勾配側溝300×300
L=4.0m
グレーチング2枚

道路横断用自由勾配側溝300×300
L=18.0m
グレーチング9枚

道路横断用自由勾配側溝300×1000
L=14.0m
グレーチング7枚

AS型可変側溝用桝300×300×1000 AS型可変側溝用桝300×300×1000

AS型可変側溝用桝300×300×1000
AS型可変側溝用桝300×300×1000

AS型可変側溝用桝300×300×1000

AS型可変側溝用桝300×300×1000

暗渠排水　板状排水材　W=600m　L=305m

板状排水材　W=300m　L=1805m
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道路横断用自由勾配側溝300×300　材料表 道路横断用自由勾配側溝300×1000　材料表

名　　称

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

側　溝

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

型　枠

基礎砕石

規　　格

18-8-25BB

300×300×2000

並目 L=995

18-8-25BB

RC40-0

単位

本

枚

m3

m3

m2

m2

数 量

5.0 

5.0 

0.15

0.57

2.0 

6.70

 340kg/本

  25kg/枚

参考重量

(10m当り)
名　　称

ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

側　溝

ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ蓋

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

型　枠

基礎砕石

規　　格

18-8-25BB

300×1000×2000

並目 L=995

18-8-25BB

RC40-0

単位

本

枚

m3

m3

m2

m2

数 量

5.0 

5.0 

0.15

0.57

2.0 

6.70

 994kg/本

  25kg/枚

参考重量

(10m当り)

500

5
0
0

300

3
0
0

500

300

6
0

9
5
0

5
0

1
0
0

1
0
0

1
0
6
0

5057050

670

420

6030060

5
0

3
0
0

1
5
0

1
0
0

2
5
0

4
3
9
.
5

8
9
.
5

420

5057050

670

30085 85

470

1
0
0

5
0

1
1
3
9
.
5

8
9
.
5

1
0
0
0

1
5
02
5
0

620

インバートコンクリート

18-8-25BB

基礎コンクリート

18-8-25BB

基礎材

RC40-0
インバートコンクリート

18-8-25BB

基礎コンクリート18-8-25BB

基礎材

RC40-0

300×300 300×1000

集水桝構造図
A1：S=1:10　A3：S＝1:20

番号

課長 照査 設計

縮尺

市長

測量会社

調査会社

設計会社
管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒 ヶ 根 市 役 所

集水桝構造図
図　　示31

道路横断用自由勾配側溝構造図
A1：S=1:10　A3：S＝1:20

道路横断用自由勾配側溝構造図
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300×300×1000ＡＳ型 可変側溝用桝

※基礎砕石は必要に応じて計上して下さい。

名名 称 規 格

１基当たり材料表

数　量 備　考単位

0.38

0.02

1.00枚300×300 用桝ベース

1.00

1.00

2

3

300×300×1000ＡＳ型 可変側溝用桝

300×300 用

18－8－25ｲﾝﾊﾞｰﾄｺﾝｸﾘｰﾄ

グレ－チング蓋

基礎砕石 RC-40 ｔ＝100

枚

基

ｍ

ｍ
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00

0

10,000

2,000 2,000 2,000 2,000 2,000

6,000

2,000

2,000

2,000

切断部ローバル処理

1
,
4
6
0

1
0

1
,
0
0
0

3
0

2
,
5
5
0

2,000 2,000 2,000

金網：φ３．２ｘ４０　低密度ポリエチレン樹脂被膜（ＩＲ線）

※、鉄部塗装：３種ケレン・錆止め・中塗り

（JIS　Ｋ ５６５９（上塗り塗料３級）

※、柱各上部、穴あけ加工後胴縁取り付け

柱：□１００ｘ１００

J型 樹脂製キャップ

主柱･中間胴縁取付詳細
端柱取付詳細

M8x32

丸鋼止B 丸鋼止金具

鉄線

丸鋼 φ6

M8タップ

丸鋼止B

コーナー
プレートM10タップ

丸鋼止金具

爪付胴縁

M8x32
隅柱･胴縁取付詳細

M10タップ胴縁B

M10x20

胴縁B.N

M8x20
PL-4.5

鉄線

爪付胴縁

中間鉄線取付詳細
M8x32

網押え金具B

鉄線

網押え金具 M8タップ

主柱･胴縁取付詳細

爪付胴縁

M10タップ
胴縁B

M10x20
鉄線

683.04

683.04

683.04

683.03

683.00

682.93

683.06

683.11

683.12

683.16

683.14

683.02
682.96
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683.26

683.27
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683.33
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683.32

683.21

683.13

682.94 682.84
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683.30
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682.05 682.03 682.09
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682.35
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682.65
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682.84682.80682.59682.44682.36682.37
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VS300

既設ガードパイプ撤去　L=111.78m

高木伐採　3本　　中低木伐採　30本　　枯損木処理　2本

高
木

伐
採

　
1
3
本

　
　

中
低

木
伐

採
8
8
本 高

木
伐

採
　

1
3
本

ネット撤去　L=22.5m H=9.0m
支柱切断・撤去　N=12本

ネット張替　L=22.5 H=3.0m

既設バックネット除去

301

302

401

402

30
0×

30
0　

L=
4.
0ｍ

自
由
勾
配
側
溝
撤
去

30
0×

30
0　

L=
18
.0
ｍ

自
由
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配
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溝
撤
去

グ
レ
ー
チ
ン
グ
　
N=
4枚

甲
蓋
　
N=
3枚

甲
蓋
　
N=
2枚

300×1000　L=14.0ｍ
自由勾配側溝撤去

甲蓋　N=7枚

既設防球ネット撤去

H=12.0m　L=60.0ｍ

自由勾配側溝撤去300×300×1000 自由勾配側溝撤去300×300×1000

自由勾配側溝撤去300×300×1000
自由勾配側溝撤去300×300×1000

自由勾配側溝撤去300×300×1000

自由勾配側溝撤去300×300×1000

水道

水道

変電盤

配
電

盤

水道

照明

照明

照明
照明

照明

照明

照明

照明 H=17.33

H=17.42

H=17.23

H=17.54
H=17.51

H=17.23

H=17.35

H=17.45

更衣室

WC

物

物置

看板

As

KBM　　    

H=685.107

683.88

684.60

684.90
684.89

685.05

685.14

685.60

686.10

686.74

687.16

687.40
687.57

687.71

687.81

687.86

687.92

687.92

688.02

687.82

687.68

687.40

687.18

686.93

687.04

687.09

687.34

687.24

685.57

As

As

As

As

As

As

As

As
As

As

As

As

As

As

G G

G

G

G

タカノ株式会社

W

681.62

682.11

682.77

市道　馬住ヶ原線

VS300

VS
30

0

VS
30

0

S=1:100撤去工詳細図

S=1:500撤去工平面図

図示撤去工平面図・詳細図

駒 ヶ 根 市 役 所

主任技術者

主任技術者

照査技術者

管理技術者
設計会社

調査会社

測量会社

市長

縮尺

設計照査課長

番号

令和７年度　国民スポーツ大会施設整備事業　馬住ヶ原運動場整備工事
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馬住ヶ原運動場整備工事

・　青焼２つ折製本　　　　　　　　　　　　　２部
・  青焼Ａ４版折製本（黒表紙金文字入）　　　１部
・  青焼縮小（Ａ３版）２つ折製本　　　　　　２部

・Ｄ－１

１．一般事項 ・　工事施工中に予期せぬ事態や疑義が生じた場合には、監督職員に報告の

・　請負業者は、監督職員と随時打合せを行い、工程の確認・調整及び工事

１
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

Ⅱ　　建　築　工　事　仕　様

特　　　　記　　　　事　　　　項項　　　　目章

１
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

１．共通仕様

２．特記仕様
１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
２）特記事項は、・印のついたものを適用する。・印のつかない場合は※印のついたものを

なお、施工条件明示書は特記仕様書に含める。

・その他の廃棄物（管理型)
備　　　考所　在　地　(Km)受 入 施 設 名種　　類

上記の処理、処分は設計積算上の条件明示であり、処理施設を指定する
ものではない。なお、上記によらない場合は、監督職員と協議すること。
また、処理、処分に先立ち処分場等の受入の可否を確認すること

PCB（ポリ塩化ビフェニール）含有機器
・　無
・　有（数量：　　） [5.4.3]

PCB含有シーリング材
・　無

[5.4.4]・　有（施工範囲は図示）

PCBを含有する機器等については、飛散、流出がないように適切な容器に
納め、適切な場所に保管し、工事完了後、監督職員に引き渡す。

「解体共通仕様書」という。）による。

適用する。・印と※印のついた場合は、共に適用する。
３）特記事項に記載の＜　＞、（　）及び［　］内の表示番号は、それぞれ「改修標準仕様書」、

２．適用基準等

状況（地盤，擁壁，内外壁，床，建具等）を調査・記録し，報告書を監督
職員に提出すること。
調査範囲　　※　図示

・

工事工期より　　　　　　　　　　　日前３．概成工期 <1.1.2>

処理等
発生材の処理

）
）

<1.3.8>

種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考
・　コンクリート塊

）

・　建設発生木材

・　アスファルト
コンクリート塊

ら成る建設資材
・  コンクリートか

・

５．発生材の

４．工事実績情報 ※　適用する（請負精算額が500万円以上の場合）
受注時、変更時及び完了時にあらかじめ監督職員の確認を受け、登録

手続きを行い、工事カルテの受領書を、監督職員に提出すること。登録
(CORINS)の

<1.1.4>

・その他の廃棄物（安定型)
種　　類 受 入 施 設 名 所　在　地　(Km) 備　　　考

・　工事着手前及び完成時に，以下に示す調査範囲の近隣家屋等の内外の

）

・　総揮発性有機化合物の測定

　　性有機化合物測定仕様書による。

　完成時から測定日までの日数）
　日射進入状況，測定年月日・時間，窓の開閉状況，機械換気量，工事
　・試料採取時の状況（気温・湿度（室外・室内），天候，風の状況，
　・測定結果

次の事項を記載した報告書を２部提出する。
測定結果等報告書の提出

　・試料採取方法，測定方法，使用した測定機器

測定対象物質が指針値を超える濃度で検出された場合は，引渡は受けない。

※　室内ＶＯＣ濃度の測定結果に関する書面の当該施設への提示については，
　施設管理者に依頼する。

工法は、当該製品の指定工法とする。
「改修標準仕様書」及び「標準仕様書」に記載されていない特別な材料の10．特別な材料の

工法

１
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
般
　
　
　
　
　
共
　
　
　
　
　
通
　
　
　
　
　
事
　
　
　
　
　
項

適　　用　　工　　事 建　築　基　準　法　の　指　定
・

多雪地域の指定　・有　　・無

風速(ＶO) 　　　※３０　
地表面粗度区分　・Ⅱ　　・Ⅲ

・　合成高分子系ルーフィングシート
・　金属板屋根葺・　アルミニウム笠木

・　ガラスブロック

11．建築基準法に
よる風圧力等
の指定

１.仮囲い ※　設ける

・万能鋼板（H=　　）　・波形鉄板（H=　　）　・単管シート（H=　　）
・シートゲート（H=　　，W=　　）×　　　箇所

２
　
　
　
仮
　
　
　
　
設
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

・　設けない

２.交通誘導員

３.工事表示板 ※　設置する（設置枚数　　１枚） ・　設置しない

４．足場その他 内部足場
外部足場
防護シート
材料の運搬

※　脚立、足場板等
※　Ａ種

<2.2.1>・

※　設ける ・　設けない
・　Ａ種

・　Ｂ種 ・　Ｃ種 ・　Ｄ種

・　Ｂ種 ・　Ｃ種
・　Ｄ種 ※　Ｅ種

<表2.2.1>

<表2.2.2>

12．設計ＧＬ ※　図　示　　　　　・　現状平均地盤高

施工数量調査

成　　果　　品調査方法調 査 範 囲調査項目
・　既存部分の破壊を行った場合の補修方法は、図示による。

13．施工調査 <1.5.2>
<1.5.3>

<1.6.2>

※　下表で技能士を適用することとした職種に、１級、２級又は単一級技能
士を配置する。

・　下表で技能士を適用することとした職種に、１級又は
単一級技能士を配置する。

14．技　能　士

15．完成図等

工事目的物及び工事材料等について，次により保険に付す。
保険の種類
保険期間

※　火災保険
※　工事着手から工事目的物引き渡しまで

※　建設工事保険 ・
・

18．火災保険等

・　作成しない

取合い
施工範囲　　各工事の区分表による。
施 工 図    設備機器の位置，取り合い等が検討できる施工図を提出して

監督職員の承諾を受ける。

17．設備工事との

５．養生 家具の移動 ・　行う(図示) ・　行わない
既存ブラインド・カーテン等の養生及び保管

・　行う ・　行わない
養生の方法
保管場所

<2.3.1>

６．仮設間仕切り
・　Ａ種 ・　Ｂ種 ※　Ｃ種

７.監督職員事務所 ※　設けない（請負者事務所に打合せ会議室を確保する）
・　設ける（規模　　　　㎡程度　請負者事務所と同棟　・可　・否）

備品（

８.工事用水

９.工事用電力

10.工事用通路

１．アスファルト
防水 施　工　箇　所

改修工法の種別 <3.1.4><3.3.3><表3.1.1><表3.3.3～10>
改 修 工 法 の 種 類新規防水層の種別

<3.2.2>

<3.3.3>脱気装置　　　　・　設ける　　　　・設けない
種　　類　　　・　平面部脱気型　・　立ち上がり部脱気型
施工業者　　　　　防水層製品の製造所又はその指定業者とする。

２．伸縮調整目地
※　成型伸縮目地（天端　ＥＰＴゴム，サイド　ブチルゴム製）

<3.3.2><3.3.5>

３. 改質アス
ファルト
シート防水 ※　カラー

仕 上 塗 料

・　シルバー

脱気装置　　　　・　設ける　　　　・設けない
種　　類　　　・　平面部脱気型　・　立ち上がり部脱気型
施工業者　　　　　防水層製品の製造所又はその指定業者とする。

<3.4.3>

４. 合成高分子系
ルーフィング
シート防水

<3.1.4><3.5.3><表3.1.1><表3.5.1>

<3.1.4><3.4.3><表3.1.1><表3.4.1～2>

脱気装置　　　　・　設ける　　　　・設けない
種　　類　　　・　平面部脱気型　・　立ち上がり部脱気型
施工業者　　　　　防水層製品の製造所又はその指定業者とする。

<3.5.3>

５．塗膜防水

脱気装置　　　　・　設ける　　　　・設けない
種　　類　　　・　平面部脱気型　・　立ち上がり部脱気型
施工業者　　　　　防水層製品の製造所又はその指定業者とする。

<3.1.4><3.6.3><表3.1.1><表3.6.1>

<3.6.3>

６．シーリング
材料の種別
及び施工箇所

改修工法の種別

改修工法の種別

改修工法の種別
新規防水層の種別 改修工法の種類 施　工　箇　所

・
・

※　カラー
仕 上 塗 料

・　シルバー

新規防水層の種別 改修工法の種類 施　工　箇　所

・

※　カラー
仕 上 塗 料

・　シルバー

新規防水層の種別 改修工法の種類 施　工　箇　所

シ　ー　リ　ン　グ　材　料 

<3.7.2><表3.7.1>

７．シーリング
改修工法

・　シーリング再充てん工法
・　拡幅シーリング充てん工法
・　ブリッジ工法（　　　 　　）

・　シーリング充てん工法
改修工法の種類

改修工法の種別
施　　工　　箇　　所

８．と　　い

・　配管用鋼管（ＳＧＰ）
・　硬質塩化ビニル管（ＶＰ）
・
特記無き限り既存のとい受け金物を使用する。

・

３
　
防
　
　
水
　
　
改
　
　
修
　
　
工
　
　
事

鋼管製といの防露巻き

材　　　　　　種 防　　　　　　　露

図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、すべて国土交通省大臣官房官庁営繕部監修の

「標準仕様書」及び「解体共通仕様書」の当該項目、当該図又は当該表を示す。

・　施工体系図を現場に掲示すること。

<3.5.4><3.9.3><5.12.5>(13.2.3)(13.3.3)

・　折板屋根葺

 ・　下表で技能士を適用しないとした職種でも、技能士の配置に努めること。

・　配置する（　　日　×　　人　＝　　　人日）　　※　配置しない

　 足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労
 働省平成21年4月策定）」によるものとし、設置については「手すり先行工
 法による足場の組立て等に関する基準」及び「働きやすい安心感のある足場
 に関する基準」によること。

<2.4.1>

 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

　 　　　　　　　　　　※ 溶接などの消費電力の大きな機器を除く
 構内既存の施設　・　利用できる（※有償　・無償）　　※　利用できない

※　被着体に応じたものとし、<表3.7.1>を標準とする。
・　<表3.7.1>によらない箇所及びシーリング材料 

<表3.7.1>によらない箇所

<3.1.4><3.7.4～8><表3.1.2>

<3.8.2><表3.8.1><表3.8.3～4>

※　<表3.8.3～4>により行う　 

※　<表3.8.4>による。
<3.8.3><表3.8.4>

・　引渡しを要するもの（
・　特別管理産業廃棄物（

・　現場において再利用を図るもの（
受入れ施設名・所在地(km)

６．電気保安 ・　適用する ※　適用しない <1.3.3>

アスベストの処理
吹き付けアスベスト除去工事 ・有(図示　　　）　・無

受け入れ施設名・所在地(km)

アスベスト成形板除去工事
受け入れ施設名・所在地(km)

・有(図示　　　）　・無

ヒ素又はカドミウム含有石膏ボードの処理
ヒ素又はカドミウムボード ・有(図示　　　）　・無
次に該当する場合は、指定する場所に処分すること。
＜対象となる石膏ボード＞

小名浜吉野石膏（株）　いわき工場　昭和48年10月～平成9年4月の間に
製造されたもの

日東石膏ボード（株）　八戸工場　　平成4年10月～平成9年4月の間に
製造されたもの

指定する処分場
【名称：　　　　　　　　　　所在地(km)　　　　　　　　　　】

・有(図示　　　）　・無
受け入れ施設名・所在地(km)

アスベスト含有保温材除去工事

採取方法：吸引方式又は拡散方式とし，拡散方式では８時間採取する。

測定する室等：（

※　ホルムアルデヒド仕様
　使用する材料のホルムアルデヒド仕様は以下のとおりとする。

９．室内の空気中

度の測定
の化学物質濃

※　ホルムアルデヒド及び揮発性有機化合物の測定
試料採取及び測定は，厚生労働省の「室内空気中化学物質の採取方法と

測定方法」の新築住宅の例に準拠するほか，拡散方式ではサンプラー製造
所の定める仕様により行う。

測定対象物質

<1.6.9> (1.5.9)

※ ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ（濃度指針値   100μg/m3 ・ 0.08ppm）
※ ｽﾁﾚﾝ　　　（濃度指針値   220μg/m3 ・ 0.05ppm）
※ ﾄﾙｴﾝ　　　（濃度指針値   260μg/m3 ・ 0.07ppm）
※ ｴﾁﾙﾍﾞﾝｾﾞﾝ （濃度指針値 3,800μg/m3 ・ 0.88ppm）
※ ｷｼﾚﾝ　　　（濃度指針値   870μg/m3 ・ 0.20ppm）

   ホルムアルデヒド放散量　規制対象外　の場合
   　該当する建築材料
　　１）ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品
　　２）建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品
　　３）次の表示のあるＪＡＳ適合品
　　　ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
　　　ｂ．接着剤等不使用
　　　ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
　　　  材料使用
　　　ｄ．ホルムアルデヒドを放散させない塗料等使用
　　　ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散させない
　　　  塗料使用

に，別に指示する「事故報告書」を指示する期日までに監督職員に提出する。
工事の施工中に事故が発生した場合は，直ちに監督職員に通報するととも

<1.3.10>７．事故報告

※　本工事に使用する材料は，設計図書に定める品質及び性能を有するもの
とし，その材料にJIS又はJASのマークの表示のある場合を除いて監督職員
の承諾を受ける。

特定のものが特記された場合は，設計図書に規定するもの又は，これら
と同等のものとする。ただし，同等のものとする場合は，監督職員の承諾
を受ける。

<1.4.2>

<1.4.1>

８．建築材料等 材料の品質等

環境への配慮
※　本工事に使用する材料の選定及び施工に当たっては，「県有施設のシッ
　クハウスマニュアル」に留意し，揮発性有機化合物の放散による健康への
　影響に配慮する。

アスファルトの種類　JIS K2207のJIS表示認証製品　　※３種

　　　測定方法，測定物質及び測定か所等については，末尾に定める総揮発

仮設工事 ・とび（とび作業）

　工　事　種　目
以下の該当工事

 技能検定職種（技能検定作業）
・該当する作業がある以下の職種（作業）の全て

・防水施工（・アスファルト防水工事作業

            ・合成ゴム系シート防水工事作業

            ・シーリング防水工事作業

            ・ウレタンゴム系塗膜防水工事作業
            ・アクリルゴム系塗膜防水工事作業

            ・セメント系防水工事作業
            ・塩化ビニル系シート防水工事作業

            ・改質ｱｽﾌｧﾙﾄｼｰﾄﾄｰﾁ防水工事作業
            ・ＦＲＰ防水工事作業           ）

防水改修工事

外壁改修工事

・ＤＩ－１
・Ｅ－１

・ＡＳ－１
・ＡＳ－４
・ＡＳＩ－１

・ＳＭ－２

・Ｘ－１
・Ｘ－２

・左官(左官作業)　・タイル張り(タイル張り作業)　

・ガラス施工（ガラス工事作業）
・自動ドア施工（自動ドア施工作業）

・サッシ施工（ビル用サッシ施工作業）建具改修工事

                ・カーペット系床仕上作業
・内装仕上施工（・プラスチック系床仕上工事作業内装改修工事

・表装（壁装作業）
・塗装（建築塗装作業）塗装改修工事

耐震改修工事 ・鉄筋施工(鉄筋組立作業)
・型枠施工(型枠工事作業)　　・とび(とび作業)
・コンクリート圧送施工(コンクリート圧送工事作業)

コンクリートブロック・ALCパネル
・ＡＬＣパネル施工（ＡＬＣパネル工事作業）
・ブロック建築（コンクリートブロック工事作業）

・押出成形セメント板工事
石工事 ・石材施工（石張り作業）

・配管（建築配管作業）排水工事
舗装工事 ・路面表示施工（・溶融ﾍﾟｲﾝﾄﾊﾝﾄﾞﾏｰｶｰ工事作業

                ・加熱ﾍﾟｲﾝﾄﾏｼﾝﾏｰｶｰ作業     ）
植栽工事 ・造園（造園工事作業）
屋根及びとい工事 ・建築板金（内外装板金作業）

・スレート施工（スレート工事作業）

・鉄工(構造物鉄工作業)

                ・ボード仕上工事作業          
                ・鋼製下地工事作業         ）

・塗装(建築塗装作業)

・樹脂接着剤注入施工(樹脂接着剤注入工事作業)

９　特記仕様書の範囲

８　そ　の　他

７　別 途 工 事

改 修 特 記 仕 様 書

３　用途地域等

防火地域等（・　防火　　・　準防火　　・　指定なし　　・　２２条　）

）その他の地域・地区（

４　主　要　用　途

５　敷　地　面　積 ㎡

６　工事の概要

・　構造特記仕様書 ・　外構工事特記仕様書 ・　植栽工事特記仕様書

・　解体工事特記仕様書 ・　電気設備工事特記仕様書 ・　機械設備工事特記仕様書

・　建築工事標準詳細図（国土交通省大臣官房官庁営繕部監修　最新版）
・　完成原図　　　　　　　　　　　　　　　　１部
・　マイクロフィルム（指定様式）　　　　　　１部

・　完成図面電子データJWW形式又はDXF形式

分　類
※カラー
・白黒

※Ｌ
サイズ

・２Ｌ
・六切り

撮影箇所数

・　　箇所    枚 （台紙寸法323×270程度）
・フリーアルバム
ポケット式程度

※工事用アルバムA4版

・

提出様式部  数

※１部
・  部

※　作成する16．完成写真
建築工事写真撮影要領により，次のものを原版（ネガ等）ととも
に監督職員に提出する。

※撮影要領の
完成写真程度

3.0

・施設内に保管

<2.3.2><表2.3.1>
・　図示

「公共建築改修工事標準仕様書(最新版）」（以下、「改修標準仕様書」という。）による。

特記仕様書は、本特記仕様書のほか以下の○印のもので構成する。

上、指示に従うこと。

の円滑な進捗をはかること。

ただし，「改修標準仕様書」に記載されていない事項は，「公共建築工事標準仕様書（最新
版）」(以下「標準仕様書」という。）及び「建築物解体工事共通仕様書(最新版）」（以下

若しくはTIFF形式（解像度300DPI程度）　　CD2枚

 ※　指定しない　　・　指定する（打合せによる)

・工事の進行状況により適宜設置

都市計画区域（・　内　・　外）　用途地域（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・　設ける

10 密着工法

指定なし

・FL-1 ・FLV-T 既存砂付改修専用 FRAT仕上 陸屋根部

管理建築士

場所 図面名称件名 縮尺 日付 図面番号

FAX 0265-83-9728
長野県駒ケ根市上穂栄町13-7 TEL 0265-83-4865

国民スポーツ大会施設整備事業
一級建築士事務所 (伊那)B第44291号

上松 豊 一級建築士登録　第　　　号

2025/02NO SCALE改 修 特 記 仕 様 書 １ A-01

Ⅰ　工  事  概  要

１　工　事　名　称

２　工　事　場　所

公衆トイレ・更衣室

内外装及び電気･機械設備の改修

打合せによる

通気緩衝工法

1,380.79

・　適用しない

令和7年度 

馬住ヶ原運動場整備工事

駒ケ根市

馬ヶ原運動場

令和7年度 国民スポーツ大会施設整備事業

駒ヶ根市　馬住ヶ原運動場

教 育委員会

駒 ヶ 根 市

社 会教育課



<4.3.4(f)>

３．浮き部改修 ・　モルタル塗り仕上げ

エポキシ樹脂注入工法
・アンカーピンニング部分

・アンカーピンニング全面
エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面
ポリマーセメント
スラリー注入工法

・注入口付アンカーピン
ニング部分エポキシ
樹脂注入工法

・注入口付アンカーピン
ニング全面エポキシ
樹脂注入工法

１箇所
の面積
(㎡)

浮き代
(mm)

アンカーピン
(本/㎡)
一般部
指定部

注入口
(箇/㎡)
一般部
指定部

0.25
未満
0.25
以上
0.25
以上

以下
1.0を
越える

工　　　　法

※16　・　
※25　・　
※13　・　
※20　・　
※13　・　

※20　・　

※ 9　・　

※16　・　

※12　・　
※20　・　
※12　・　

※20　・　

※ 9　・　

※16　・　

延べ面積
(㎡)
一般部
指定部

0.25
未満

0.25
以上 以下

・注入口付アンカーピン
ニング全面ポリマー
セメントスラリー
注入工法

0.25
以上

1.0

1.0

1.0を
越える

0.25
未満

・充てん工法

・モルタル塗替え工法

※ 9　・　

※16　・　

※ 9　・　 ※ 9　・　

※16　・　 ※16　・　

エポキシ樹脂注入工法
・アンカーピンニング部分

・アンカーピンニング全面
エポキシ樹脂注入工法

・アンカーピンニング全面
ポリマーセメント
スラリー注入工法

・注入口付アンカーピン
ニング部分エポキシ
樹脂注入工法

・注入口付アンカーピン
ニング全面エポキシ
樹脂注入工法

１箇所
の面積
(㎡)

浮き代
(mm)

アンカーピン
(本/㎡)
一般部
指定部

注入口
(箇/㎡)
一般部
指定部

0.25
未満
0.25
以上
0.25
以上

以下
1.0を
越える

工　　　　法

※16　・　
※25　・　
※13　・　
※20　・　
※13　・　

※20　・　

※ 9　・　

※16　・　

※12　・　
※20　・　
※12　・　

※20　・　

※ 9　・　

※16　・　

延べ面積
(㎡)
一般部
指定部

0.25
未満

0.25
以上 以下

・注入口付アンカーピン
ニング全面ポリマー
セメントスラリー
注入工法

0.25
以上

1.0

1.0

1.0を
越える

0.25
未満

※ 9　・　

※16　・　

※ 9　・　 ※ 9　・　

※16　・　 ※16　・　

・　タイル張り仕上げ

・タイル部分張替え工法

・タイル張替え工法

アンカーピンの材質

注入用エポキシ樹脂

４
　
外
　
　
　
壁
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

及び下地処理
塗膜等の除去

６．壁仕上げ既存
塗膜の劣化部の除去工法

・　塗膜はく離剤工法
・　水洗い工法

処　　　理　　　範　　　囲
<4.6.3>

・　サンダー工法
※　高圧水洗工法

<5.1.3>１．一般事項 改修工法
・　かぶせ工法 ・　撤去工法

新規建具周囲の補修方法及び範囲は図示による。

断熱ドアセット，断熱サッシ

適用する場合の遮音性の等級 ・　Ｔ－３・　Ｔ－１

製　作
仮　組

２．アルミニウム
製建具 種　　　別

・　Ａ　種
耐風圧性
Ｓ－４

気密性
Ａ－３

水密性
Ｗ－４

１００）
・　Ｃ　種 Ｓ－６ Ａ－４ Ｗ－５

Ｓ－５・　Ｂ　種

枠の見込み寸法(mm)

見本の作成等

防犯建物部品 ※　使用しない ・　使用する（建具表による）

※　行わない
※　行わない

・　行う（建具表による）
・　行う（建具表による）

外部に面する建具

・　Ｃ－２種
・　Ｂ－２種※　Ｂ－１種

※　Ｃ－１種内 部 建 具
外部に面する建具表面処理 

Ｂ－２種，Ｃ－２種の場合 ・ブロンズカラー（※標準色　　・濃色)
・ステンカラー

※　適用箇所は図示による

防音ドアセット，防音サッシ

・　Ｈ－２

耐震ドアセット，耐震サッシ

適用する場合の断熱性の等級

※　適用しない

※　適用しない

※　適用しない
適用する場合の面内変形
追随性の等級

・　Ｄ－１ ・　Ｄ－２

・　Ｔ－２

・　Ｈ－３

・　適用する（適用範囲は図示による）

・　適用する（適用範囲は図示による）

３．網戸 使用方法による区分 ※外面納まりの可動式

・ガラス繊維入り合成樹脂

・内部納まりの開き式

防鳥網

防虫網（線径0.25mm　網目16-18メッシュ）

※ステンレス（SUS304）線径1.5mm　ピッチ15mm

４．鋼製建具 簡易気密型ドアセット

気密性
水密性

※　Ａ－３
※　Ｗ－１

・
・

・　使用しない

・　Ｓ－５※　Ｓ－４外部に面する建具の耐風圧性

※　使用する（適用範囲は図示とする）

７０（引違い，片引き，上げ下げ窓

性能が確保できない場合は、

・　適用する（適用範囲は図示による）

<5.2.3>

５．鋼製軽量建具 簡易気密型ドアセット

戸の鋼板 ※　表面処理亜鉛めっき鋼板
・　ビニル被覆鋼板
・　カラー鋼板

標準型鋼製軽量建具 ※　使用する ・　使用しない

標準型鋼製軽量建具の小窓枠，がらり ※　鋼製 ・　アルミ製

表面処理
鋼板の曲げ加工

・　ＨＬ
※　普通曲げ ・　かど出し曲げ

・

建具
簡易気密型ドアセット
※　使用する（適用範囲は図示とする）

気密性 ※　Ａ－３ ・
水密性 ※　Ｗ－１ ・

・　使用しない

外部に面する建具の耐風圧性 ※　Ｓ－４ ・　Ｓ－５

※　使用する(適用箇所は図示による)
気密性 ※　Ａ－３ ・

・　使用しない

６．ステンレス製

<5.5.6>
<5.5.4>

<5.5.2>

８．建具用金物

ヘッドドア
12．オーバー

５
　
　
建
　
　
　
　
具
　
　
　
　
改
　
　
　
　
修
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

５
　
　
建
　
　
　
　
具
　
　
　
　
改
　
　
　
　
修
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

ドレイン
９．ルーフ

10．アルミニウム
製笠木

部材の種類

・　板材折曲げ形

※　鋳鉄製

・　押出　２５０形

※　縦型

・　押出　３００形

・　横型

・　押出　３５０形

仕様による。

表面処理
※　Ｂ－１種 ・　Ｂ－２種

11．防水保証

付属部品の材料、角各部並びに突当り部等の役物は、笠木本体製作所の

<3.9.2><表5.2.2>

<3.9.2><表3.9.1>

除去後
※　タイル貼り

１.５～２.０未満

１．ひび割れ部
改修

・　コンクリート打放し仕上げ
工　　　　法 材　　　　料

※　シール工法

※　樹脂注入工法

※　パテ状エポキシ樹脂
・　可とう性エポキシ樹脂
※　硬質形エポキシ樹脂
・　軟質形エポキシ樹脂

０.２未満

延べ長さ
(ｍ)

※　可とう性エポキシ樹脂※　Ｕカットシール
材充てん工法

０.２～０.３未満
０.３～０.５未満
０.５～１.０未満
０.２～０.３未満
０.３～０.５未満

・　可とう性エポキシ樹脂
・　シーリング材ＰＵ－２

０.５～１.０未満
１.０～１.５未満

　　 ～ 　　未満

ひび割れの幅
(mm)

・　モルタル塗り仕上げ

１.５～２.０未満

工　　　　法 材　　　　料

※　シール工法

※　樹脂注入工法

※　パテ状エポキシ樹脂
・　可とう性エポキシ樹脂
※　硬質形エポキシ樹脂
・　軟質形エポキシ樹脂

０.２未満

延べ長さ
(ｍ)

※　可とう性エポキシ樹脂※　Ｕカットシール
材充てん工法

０.２～０.３未満
０.３～０.５未満
０.５～１.０未満
０.２～０.３未満
０.３～０.５未満

・　可とう性エポキシ樹脂
・　シーリング材ＰＵ－２

０.５～１.０未満
１.０～１.５未満

　　 ～ 　　未満

ひび割れの幅
(mm)

・　タイル張り仕上げ

１.５～２.０未満

材　　　　料

※　シール工法

※　樹脂注入工法

※　パテ状エポキシ樹脂
・　可とう性エポキシ樹脂
※　硬質形エポキシ樹脂
・　軟質形エポキシ樹脂

０.２未満

延べ長さ
(ｍ)

※　可とう性エポキシ樹脂

０.２～０.３未満
０.３～０.５未満
０.５～１.０未満
０.２～０.３未満
０.３～０.５未満

・　可とう性エポキシ樹脂
・　シーリング材ＰＵ－２

０.５～１.０未満
１.０～１.５未満

　　 ～ 　　未満

ひび割れの幅
(mm)

工　　　　法

・Ｕカットシール
材充てん工法
・樹脂注入工法の
上タイル
張替え工法

・　タイル部分
張替え工法

・　ポリマーセメント
モルタル

・　エポキシ樹脂
※　既製調合目地材

改修工法
・　目地ひび割れ

・　樹脂注入工法
ひび割れの幅　(mm)
注入孔の間隔　(mm)
注　 入　 量　(cc/m)

２００程度
０.５～１.０以下

３００程度
０.３～０.５未満

３００程度

<4.3.4(c)>

コアの抜取り検査 ・　行う　　　　※　行わない

４
　
外
　
　
　
壁
　
　
　
改
　
　
　
修
　
　
　
工
　
　
　
事

３
　
防
　
水
　
改
　
修
　
工
　
事

０.２～０.３未満

２．欠損部改修 ・　コンクリート打放し仕上げ

※　充てん工法
工　　　法

エポキシ樹脂モルタル ２０～３０未満
３０～４０未満
　５～１０未満
１０～１５未満
１５～２０未満

ポリマーセメント
モルタル

材　　　　料 延べ面積(㎡)平均深さ(mm)

・　モルタル塗り仕上げ

※　充てん工法 エポキシ樹脂モルタル ２０～３０未満
３０～４０未満
　５～１０未満
１０～１５未満
１５～２０未満

ポリマーセメント
モルタル

材　　　　料

・　モルタル
塗替え工法

　　　２０程度
ﾗｽ下地２５程度

・ポリマーセメント
モルタル

延べ面積(㎡)平均深さ(mm)工　　　法

・　タイル張り仕上げ

※　タイル部分
張替え工法

ポリマーセメント
モルタル

材　　　　料
エポキシ樹脂モルタル ２０～３０未満

３０～４０未満
１０～１５未満
１５～２０未満
　　～

・　タイル
張替え工法

工　　　法 平均深さ(mm) 延べ面積(㎡)

アンカーピン固定用エポキシ樹脂

備　考再生材
利用
タイル

注文標準
色

タイルの種類４．タイル張り

ゆう
施
ゆう
無 有

役物
陶器磁器 せっ

器

き　　じ うわぐすり
無

形状
寸法
(mm)

施工箇所

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・
・

・
・

・薄付け
規格名称

５．塗り仕上げ
外壁

・

種類(呼び名)

・厚付け

・

・防水形

・防水形

・

・外装薄塗材E

・外装厚塗材C
・外装厚塗材E

・複層塗材CE

・複層塗材RS

・複層塗材Si

複層塗材E

複層塗材RS

仕上の形状

・砂壁状
じゅらく

・ゆず肌
・凸部処理
・凸凹模様

※吹付け
・ローラー

※吹付け
・こて

※吹付け
・ローラー

工　法

溶剤
※水系 ・溶剤系
・弱溶剤系

外観
※つやあり
・メタリック

樹脂
※アクリル系
・シリカ系
・ポリウレタン系

シリコン系改修用
仕上塗材

※可とう形
改修塗材E
・可とう形
改修塗材RE
・可とう形
改修塗材CE

※ゆず肌
・さざ波 ・ローラー

※吹付け

・フッ素系

(可とう形改修用
塗材の場合)

※アクリル

・軽量骨材
仕上塗材

・吹付用
軽量塗材
・こて塗用
軽量塗材

・吹付け
・こて塗り

・

上塗り材

<5.1.5>

<5.2.2><5.2.4><表5.3.2>

※　使用する標準型鋼製建具 ・　使用しない

使用箇所

中骨
一般部分
枠，方立，無目

上記以外

窓
出入口

区　　分 厚さ　(mm)

2.3
2.3

枠類
枠類
戸

・砂壁状

<3.8.3(h)><表3.8.1>

<4.3.4～6>

<4.4.5～7>

<4.5.5～8><4.5.16>

<4.3.7>

<4.4.8～9>

・<表4.4.1>による

<4.5.7～8>

<4.4.4><4.4.8～15>

<4.5.4><4.5.7～15>

<4.2.2>
※　<4.2.2(e)(f)>による。

<4.2.2(e)(f)>

<4.5.8><6.16.3>

二丁掛け以下は密着張りとする。
タイル張替え工法のタイル張り工法は、<表4.5.3>により、小口タイル以上

<4.1.4(d)><4.2.2(j)><表4.2.4～5>

仕上塗材

仕上塗材

仕上塗材

・砂壁状
・平たん状

<5.1.7>

で複層ガラスを使用する時に

・ｽﾃﾝﾚｽ(SUS 316) ※合成樹脂

<5.3.2><5.3.4><表5.3.2>

建具寸法が<5.3.4(a)>を超える又は図示された建具に使用する鋼板類の厚さ

<表16.3.2>に同じ

<表16.3.2>に同じ

<5.3.6>

<5.4.2～4><表5.4.1>

<5.4.6>

７．木製建具 (16.6.2～4)
建具材の加工、組立時の含水率　　・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種
かまち戸の樹種
ふすまの上張り
ふすまの種類

かまちは杉上小節程度　桟，鏡板は杉無節程度
※　新鳥の子程度又はビニル紙程度

・　在来型 ・　チップ型※　戸ふすま

※１００　　・　

※　既存仕上面全体
・　図示

仕上塗材の耐候性　　　※　耐候形１種　（可とう形改修塗材の場合）
・　耐候形２種
※　耐候形３種　（可とう形改修塗材以外の場合)

　アスファルト防水，改質アスファルトシート防水及び合成高分子系ルー
フィングシート防水の保証期間は，引渡しの日から10年間とし，施工業者
との連名の保証書を提出する。

作成し提出する。
塗膜防水については，メーカー・防水業者が通常定めている期間として，

・複層
※複層塗材E

・複層塗材RE

※　JIS A6024のJIS表示認証製品　　　※硬質　高粘度形

※　JIS A6024のJIS表示認証製品

※可とう形

・　不要(既存マスターキーで施解錠可能とする。）
・　不要・　要マスターキーの作成

本締り付きモノロック
モノロック

シリンダー箱錠
シリンダー本締り錠
ドアクローザー
フロアヒンジ
ヒンジクローザー
ピボットヒンジ
レバーハンドル

金　物　の　種　類

レバー長さ　L=130程度

内　蔵　型

　標準型鋼製建具及び標準型軽量鋼製建具(準標準型共)のドアクローザー、
シリンダー箱錠は公共工事標準型とする。

型　　　式 製　造　所

とする。
錠前類と同一製造所

<5.6.2><表5.6.1>

JIS表示認証製品

９．自動ドア
開閉装置

性能 ・　スライディングドア

・　マットスイッチ式
センサーの種類 ・　光線式（反射）スイッチ

・　スイングドア

※　不要・　要

・　設けない

凍結防止装置
全半開装置

・

・　タッチスイッチ

<5.7.2><表5.7.1～2>

<5.7.3><表5.7.3>

※　設ける（半開幅＝　　　　　　　　　）

※　補助センサ－併用

・　一般シャッター ※　上部電動式
・　設けない
※　設ける

・　80
・　50

・ 120
(手動併用)

・　上部手動式

(手動併用)
※　上部電動式※　設ける

・
・　防火シャッター

・　外部用
・　内部用

・

・　防煙シャッター

（JIS A
 4705に
よる
強さの

障害物感知装置

※　設ける
・　設けない
障害物感知装置

(自動閉鎖型)

(自動閉鎖型)を
設ける。

種　　類 シャッター
ケース

耐風圧
性能 開閉方式 保護装置

区分)

<5.9.2><表5.9.1>

シャッター
10．重量

※　手動式

・　上部電動式
(手動併用)

保護装置

ガイドレール収納形式開閉方式

鋼板
・　ステンレス

メッキ鋼板

耐風圧性能
※　溶融亜鉛

・１２５
・１００
・　７５
・　５０

カル形
・　バーチ

リフト形
・　ハイ

ヘッド形
・　ロー

ダード形
※　スタン

・　電動式
・　チェーン式
※　バランス式

材　　　質

グラスタイプ

タイプ

タイプ

・ファイバー

・アルミニウム

※スチール

・
（JIS A
 4705に
よる
強さの

耐風圧
性能

区分)

・　50
・　65
・　80

※　設ける

シャッター
ケース

・　設けない

※　インター
ロッキング型

※　オーバー
ラッピング型

障害物感知装置

※　設ける
・　設けない

(自動閉鎖型)

保護装置形状
スラットの開閉形式

障害物感知装置 ※　設ける ・　設けない

<5.10.2～4><表5.10.1>

<5.11.2～3>

(JIS A4715
による強さ
の区分)

シャッター
11．軽量

13．ガラス
※　外部の建具に使用するガラスは、建築基準法に基づく耐風圧性能を
有すること。

<5.12.2><5.12.3><表5.12.1>

※　ガラスの材料、厚さ、それぞれの種類等は建具表及び図示による。
合わせガラスの特性
・　Ⅰ類 ・　Ⅱ－１類 ・　Ⅱ－２類 ・　Ⅲ類
強化ガラスの特性
・　Ⅰ類 ・　Ⅲ類

熱線吸収板ガラス
性能
色調

・　１類
・　ブルー

・　２類
・　グレー ・　ブラウン

複層ガラス
性能 ・　１種 ・　２種

・　３種　（・　Ｕ３－１　　・Ｕ３－２）
・　４種 ・　５種

封止の加速耐久性による区分
・　Ⅰ類 ・　Ⅱ類 ・　Ⅲ類

熱線反射ガラス
日射遮へい性
耐久性
色調

反射皮膜
映像調整

・　１種
・　Ａ類
・　ブルー
・　シルバー
・　内側
・　行う

・　２種
・　Ｂ類
・　グレー

・　外側
・　行わない

・　３種

・　ブロンズ

ガラスの留め材
・　ガスケット（可動アルミ建具に限る）

防火戸のガラスの留め材は建築基準法の認定を受けたシーリング材
とする。

わせガラス及び倍強度ガラスの溝幅は図示による。
ガラスの溝幅については、<表5.12.1>による。ただし強化ガラス、合

※　シーリング

を提出する。
複層ガラスの保証期間は引き渡し日から１０年間とし、メーカー保証書

ステンレス

・　アルミ製

管理建築士

場所 図面名称件名 縮尺 日付 図面番号

FAX 0265-83-9728
長野県駒ケ根市上穂栄町13-7 TEL 0265-83-4865

国民スポーツ大会施設整備事業
一級建築士事務所 (伊那)B第44291号

上松 豊 一級建築士登録　第　　　号

2025/02NO SCALE改 修 特記仕様書２ A-02令和7年度 

馬住ヶ原運動場整備工事

駒ケ根市
馬ヶ原運動場

駒 ヶ 根 市

教育委員会

社会教育課



(せっこうボード製品)
ＧＢ－Ｒ

８
　
３
　
　
耐
震
改
修
工
事

８
　
　
１
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事

長方形

正方形

表面形状 モジュール呼び寸法
による区分（長さ×高さ） 厚さによる区分

・　　８０
・　　９５
・　１２５・　３２０×１６０

品質等
ガラスの種別

・　一般ガラス
・　乳白カラス
・　カラーガラス
・　熱線反射ガラス

・　無
・　有

柄
・　白
・　グレー

・　アルミニウム製
（表面処理　　　）

・　ステンレス製
（表面仕上　　　）

金　属　枠

（　　　分間）
・　有
・　規定しない

耐火性能目地色

<5.12.5>
ブロック
(中空)

敷き
・　タフテッドカーペット
施工箇所 パイル形状 パイル長さ 品　質

※全面接着工法
・グリッパー工法 による

工　　　法
（mm）

張り

・　タイルカーペット

仕様による
製造所の

パイル形状施工箇所 種　類
※第１種
・第２種

※全面接着

・
・カットパイル
※ループパイル

工法

工　法 総厚さ
※　6.5
・

１．防火材料
※　屋内の壁及び天井の仕上げは、建築基準法に基づく基材同等の認定表示の

あるものとする。

<7.1.3>

・　次の箇所を除き防火材料とする。　（ ）

２．錆止め
塗料塗り

鉄鋼面

亜鉛めっき
鋼面

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき
鋼面

３．合成樹脂調合
ペイント塗り

４．合成樹脂
エマルション

種　別

モルタル面
プラスター面
石こうボード
その他の
ボード等の面

７
　
　
塗
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

-
（

　
鉄
　
筋
　
工
　
事）

１．鉄筋の種類

２．溶接金網

鉄筋コンクリート用棒鋼 ※　ＳＤ２９５Ａ
※　ＳＤ３４５

※　Ｄ１６以下
※　Ｄ１９以上

種類の記号規　格　名　称 径(mm)

８
　
２
　
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事
　
　（

　
コ
　
ン
　
ク
　
リ
　
　
　
ト
　
工
　
事
　）

－ １．設計基準強度 普通コンクリート（Ｎ/mm2）
設計基準強度
※　２１

適　　用　　箇　　所
<8.1.3>

ミクスト
コンクリート

２．レディー 類別　　　※　Ⅰ類　　・　Ⅱ類

３．打放し
仕上げの種別 適　　用　　箇　　所

４．セメントの
種類

５．骨　材

６．混和材料

７．軽量
コンクリート

※　普通ボルトランドセメント又は混合セメントのＡ種

細骨材の塩分含有量（NaCl換算）　　　※　0.04　％wt 以下

混和剤　　　※ AE剤又はAE減水剤標準形Ⅰ種

<8.1.3><表8.1.1>

<8.1.4><表8.1.3>

<8.2.5>

<8.2.5>

<8.2.5>

<8.10.1><表8.10.1>
適　　用　　箇　　所

種　　別

※　Ｂ種
・　Ａ種

・　Ｃ種

種　　別

８．無筋
コンクリート 適　　　　　　用　　　　　　箇　　　　　　所

９．型　枠 <8.2.6>

<8.19.8><8.21.5>10．コンクリート
の打込み工法

11．既存部分の
撤去

・
・

せき板の塗料　　　※　無　　　・　有
せき板の種類　　　※　合板 ・

※　流込み工法　　・　圧入工法

１．あと施工
アンカー ※　接着系アンカー　　〔引張耐力　　　（KN），せん断耐力　　　（KN）〕

打込み方式　　　※ 本体打込み式

接着剤　　　　　※ 有機系　　　　　・ 無機系

<8.2.4>

２．あと施工
アンカーの
試験

性能確認試験　　　　　※ 行わない　　　　・ 行う
施工確認試験　　　　　※ 行う　　　　　　・ 行わない

<8.2.4>
<8.11.5>

（

あ
と
施
工
ア
ン
カ
　
工
事）

－

・　金属系アンカー　　〔引張耐力　　　（KN），せん断耐力　　　（KN）〕

８
　
４
　
　
　
耐
　
震
　
改
　
修
　
工
　
事
　（

　
鉄
　
骨
　
工
　
事
　）

－ １．鉄骨製作工場 <8.1.5>

２．鋼材の種類 <8.2.7><表8.2.5>

８
　
５
　
耐
震
改
修
工
事（

柱
補
強
工
事）

- 　１．工　法 ・　溶接金網巻き及び溶接閉鎖フープ巻き工法
溶接金網の継ぎ手 ※ 重ね継ぎ手
コンクリート及び構造躯体用のモルタルの打設

・　鋼板巻き工法
・　圧入工法　　・　流し込み工法　

・　帯板巻き付け工法
・　連続繊維補強工法

）製造所（

・　行う ・　行わない

２．既存部分の
撤去

<8.21.5>

<8.21.6>
<8.21.6>
<8.21.7>

<8.21.2>

８
　
６
　
耐
震
改
修
工
事（

そ
の
他）

- １．グラウト材 <8.2.10>

２．柱底等の
均しモルタル

無収縮モルタル材 ・　使用する <8.2.10>

３．スリットの
種類

※　完全スリット ・　部分スリット

４．スリットの
充填材

耐火材の使用 ・　使用する

<8.22.1>

<8.22.2>
適用箇所　　　　　　　※　図示

遮音材の使用　　　　　　・　使用する　　　・　使用しない

・　使用しない

・　使用しない

適用箇所　　　　　　　※　図示

圧縮強度(N/mm2)：３０以上
無収縮モルタル材は、製造所で調合された材料を使用する。

コンシステンシーＪ　ロート値(秒)：６～１０
乾燥収縮(×１０　）：０

14
-4

・　３２０×３２０・　２００×２００
・　２５０×１２５

・　１６０×１６０

５
　
建
　
具
　
改
　
修
　
工
　
事

・　フローリング
ボード

・　フローリング
ブロック

・　モザイク

幅　７５
長さ500以上
303×303

ワニス塗り

・ ・

・オイルステン
塗りの上
ワックス

・生地のまま
ワックス

・既塗装品

・複層フローリング

※　複合１種
フローリング

・　複合２種
フローリング

・　複合３種
フローリング

・釘止め工法
ワニス塗り

・オイルステン
塗りの上
ワックス

・生地のまま
ワックス

・既塗装品
・　大型積層

フローリング
・特殊張り
工法
(体育館床)

種　別 樹種 厚さ(mm) 工法 塗装

種　別 樹種 工法 塗装種別 防湿処理

※ナラ

※ナラ

・
パーケット

・

・サクラ
※ナラ

・ヒノキ

・行う
※行わ
ない

・Ａ種
・Ｂ種
※Ｃ種

・モルタル

・釘止め工法
・接着工法

埋込み工法

・接着工法

・　単層フローリング

畳の種別 ・　Ａ種 ・　Ｂ種
※　Ｃ種 ・　Ｄ種

<6.12.2><表6.12.1>

その他ボード
張り けい酸カルシウム板

(繊維強化セメント板)
0.8ＦＫ又は1.0ＦＫ

種類又は記号

(吸音材料) ＧＷ－Ｂ

グラスウール
吸音ボード

ガラスクロス

せっこうボード

(吸音材料) ＤＲ

ロックウール
化粧吸音板

※ 内部用
・ 軒天用

(せっこうボード製品)
ＧＢ－Ｓ

化粧せっこうボード
(せっこうボード製品)
ＧＢ－ＮＣ

シージング
せっこうボード

額縁張り品

(JIS A 3414 
EP18程度)

化粧せっこうボード
(せっこうボード製品)
ＧＢ－Ｄ

木目模様

特殊模様

木目模様
（裏桟付き）

・黄
色　　※白

トラバー
チン模様

壁

天井

普通

壁

天井

壁
天井

壁

天井

立体
模様

・　10(不燃)
・　 8(不燃）

・　12(不燃)
・　 6(不燃）
・　12(不燃)

・　12(不燃)
・　12(不燃)
・　15(不燃）
・　19(不燃）
・ 9.5(準不燃）

※　 9(不燃）

※12.5(不燃）
・　15(不燃）

※12.5(不燃）
　12.5(準不燃）

　　25(不燃）

・ 9.5(準不燃）
※12.5(準不燃）

　 9.5(不燃）

・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）
・ 9.5(準不燃）
※12.5(不燃）

種別など 厚　　さ（mm） 規格番号
JIS A 5430
(タイプ2)

JIS A 6301
(32K)

JIS A 6301

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901

JIS A 6901

新　規

新　規
塗替え

種　別
※RA種 ・RB種 ・RC種

・RA種 ・RB種 ※RC種
※RA種 ・RB種 ・RC種

塗替え ・A種 ・B種 ※C種
※A種 ・B種 ・C種
・A種 ・B種 ※C種
・A種 ・B種 ※C種・RA種 ※RB種 ・RC種

・RA種 ※RB種 ・RC種

塗料種別

塗料種別

・RA種 ※RB種 ・RC種 ・A種 ※B種 ・C種

新　規

新規建具

塗替え

下　地　調　整

下　地　調　整 塗 装 種 別

・RA種 ※RB種 ・RC種

新　規 ・A種 ※B種 ・C種
塗替え ・A種 ※B種 ・C種

※A種 ・B種 ・C種
新　規 ・A種 ※B種 ・C種
塗替え

建具塗替

下　　地

下　　地

下　　地 種　別 下　地　調　整 塗 装 種 別 塗料種別
新　規

新　規
塗替え
新　規
塗替え

・A種 ※B種 ・C種

塗替え

セメント板面
押出成形

ＡＬＣパネル
面

面
コンクリート

・RA種 ※RB種 ・RC種

・RA種 ※RB種 ・RC種
・RA種 ※RB種 ・RC種

・A種 ※B種 ・C種

※A種 ・B種 ・C種

※A種 ・B種 ・C種
・A種 ※B種 ・C種

・A種 ※B種 ・C種

４．柱の帯筋

５．圧接完了後の
抜取試験

３．鉄筋の継手 <8.3.4>

<8.3.9>

<8.2.2>

径 19 mm 以上　　※ ガス圧接　　　・ 重ね継手

・ 図示

試験方法　　※　超音波探傷試験　　　・　引張り試験

－

・　Ｓ　　　・　Ｈ　　　・　Ｍ　　　・　Ｒ　　　・　Ｊ

する工場
・　本物件と同等規模構造の施工実績を有している工場で、監督職員の承諾

既存仕上げの撤去範囲　　　※ 図示　　　・　
既存躯体の撤去範囲　　　　※ 図示　　　・　

・SS400　・SSC400　・STK400　・STKR400
・SN400B,C　・SN490B,C　・SM400　・SM490

材　　　　　質

３．高力ボルト

※トルシア形高力ボルト
ボルト種別

・ＪＩＳ形高力ボルト
・溶融亜鉛メッキ高力ボルト

セットの種類
<8.2.8>

４．溶接部の試験 ※超音波探傷試験

５．錆び止め塗装

<8.14.11><8.14.12>

<8.16.3>

・
・
・

ボルト
材質 ※ＳＳ４００ ・ＳＮＲ４００Ｂ

撤去

７．アンカー

８．既存部分の

(7.2.4)

・耐火板張り
・耐火材吹付け
・ラス張モルタル

建築基準法に基づく指定
又は認定を受けたもの

※半乾式　　・湿式

種　　　別 材料及び工法製造所 備　　　考

・耐火材巻付け

６．耐火被覆 <8.17.2><8.17.4～7>

<8.20.2>

※２種(S10T)
※２種(F10T)
※１種(F8T相当)

14．ガラス

・　１２５×１２５
(JIS A5212)

帯 電 性
<6.9.3～4><表6.9.1>

・<6.9.3(c)>

帯電性
<6.9.3～4><表6.9.1>

<6.11.2～7><表6.11.1～4>

※ウレタン樹脂※１５

※１５
・

・ ・

・

・

・
※ナラ
・ ・

・６ ・８ ・９

※ウレタン樹脂

<6.13.2～3><表6.13.1><表6.13.5>

・行う・ナラ
・サクラ
・

・
・行わ
ない

塗 装 種 別
<7.3.2～3><表7.2.2～3><表7.3.1～4>

※A種(見え掛かり)
※B種(見え隠れ)

※A種
※B種
<9節の場合>

※A種
※C種

・B種

<9節の場合>

<7.2.2><7.4.2～5><表7.2.1～3><表7.4.1～3>

（ＳＯＰ）

ペイント塗り
（ＥＰ）

※1種※A種(外部) 
※B種(内部) ・C種 ・2種

※1種
・2種

※1種
・2種

※RA種 ・RB種 ・RC種
・RA種 ※RB種 ・RC種

・RA種 ※RB種 ・RC種
※RA種 ・RB種 ・RC種
・RA種 ※RB種 ・RC種

<7.2.5～7><7.10.2><表7.2.4～7><表7.10.1>

※RA種 ・RB種 ・RC種 ※A種 ・B種 ・C種 ※1種

※RA種 ・RB種 ・RC種

※1種

※1種

<8.2.1><表8.2.1>

線径(㎜)　6.0　×　網目(㎜)　100
使用箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

気乾単位容積質量(t/m3)

適用箇所は(6.14.1)によるほか、下記による。 (6.14.1)

<8.19.2>

※　指定性能評価機関の性能評価を受けて、国土交通大臣の認定を
受けた下記のグレード以上の工場

規　　　　　格
JIS表示認証製品

・

<7.3.2～3> による。

改修標準仕様書6章15節による

既存仕上げの撤去範囲　　　※ 図示　　　・　
既存躯体の撤去範囲　　　　※ 図示　　　・　

引張強度試験及び付着強度試験

既存仕上げの撤去範囲　　　※ 図示　　　・　
既存躯体の撤去範囲　　　　※ 図示　　　・　

※RA種(継目処理工法)
※RB種(その他)・RC種

※　JIS G 3551のJIS表示認証製品

JIS A 1454によるへこみ試験、残留へこみ試験、滑り性試験、層間剥離

タイル･ビニル
床シートの
特殊機能

帯電防止
・　帯電防止性能評価（JIS A 1445）1.2～3.1程度

・　帯電防止性能評価（JIS A 1445）3.2～5.1程度

・　帯電防止性能評価（JIS A 1445）5.2以上

又は耐電圧（JIS L 1023)3kv以下

又は漏えい抵抗値(JIS A 1454)0.1×1010オーム未満

又は漏えい抵抗値(JIS A 1454)0.1×107オーム未満

耐動加重

強度試験(発泡層のあるビニルシートのみ)およびキャスター性試験等の

床タイル 材　　　　　　　　　質
・　塩化ビニル系 ・　せっ器質タイル系 ３００×３００

寸　法（mm）
<6.8.2>

<6.8.2>材　種
高　さ（mm）
厚　さ（mm）

※　軟質 ・　硬質

※　２.０

・　溶接
・　１００

試験後異常がないこと。

・　６０ ※　７５
・　１．５

下地材
野縁などの種類
屋内
屋外

※　１９型
・　１９型

・　既存インサートを使用する
インサート

※　２５型
・　２５型

・　あと施工アンカーを設ける

あと施工アンカーの引抜き試験
・　行う ※　行わない

※　行わない

鋼製床下地

※熱溶接
記号
※ＮＣ

・
・突付け・帯動荷重

※　2.0
・　2.5

厚さ(mm)色　柄
※無地
・マーブル
・ ・ ・ ・

工法
・帯電防止
特殊機能

・　発泡層の
あるもの

ないもの
※　発泡層の

シート張り
<6.8.2><6.8.3>

タイル張り
※　コンポジション

ビニル床タイル
・　ホモジニアス

ビニル床タイル
・　ＨＴ

※　2.0※　ＣＴ（半硬質）※　300×300

・　300×300
・　450×450

・
・　2.0 ・帯電防止

記　　号 寸　　法 厚さ(mm) 特殊機能
<6.8.2>

・耐動加重

・耐動加重

・帯電防止

<6.5.2>木材の防腐・防蟻処理は，非有機リン系のものとする。
防腐・防蟻処理の方法

工場における加圧式とし十分に乾燥を行う。ただし，現場における加工
が生じた場合には，加工した箇所に対し，現場にて木材保存剤を塗布する。

<6.6.4(a)>

<6.6.4(a)>

<6.6.4(i)>耐震性を考慮した補強
・　行う（補強方法と補強箇所は図示による）※　行わない

耐風圧性を考慮した補強（ピロティ、屋外軒天井等）
・　行う（補強方法と補強箇所は図示による）

<6.6.4(k)>

スタッド，ランナーなどの種類は<表6.7.1>による。
<6.7.3><表6.7.1>

種　　類

種　　　類

・　

・　ＣＴＳ（軟質）・　

※　JIS A 6519のJIS表示認証製品

JIS A5705のJIS表示認証製品

JIS A5705のJIS表示認証製品

<6.6.2><表6.6.1>
（室名：　　　　　　　　　　）

６
　
内
　
装
　
改
　
修
　
工
　
事

１．改修範囲 既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井、壁、床の改修範囲
※　壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う。

<6.1.3>

・　図示の範囲
天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲
※　壁面より両側６００ｍｍ程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う。
・　図示の範囲

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修
※　既存のまま
・　図示の範囲

２．既存床の撤去 合成樹脂塗床の除去方法
・　目荒工法 ・　機械的除去工法

<6.2.2(a)>

３．改修後の
床の清掃範囲

４．既存壁の撤去 間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修方法

<6.2.2(c)>

<6.3.2(a)>

５．木　材 <6.5.1(c)>

<6.5.2(a)><表6.5.2>

造作材の材面の品質 <6.5.2(a)><表6.5.3>

・（　　　　　　　）

含水率 構造材
下地材
造作材

※　Ａ種　　・　Ｂ種
※　Ａ種　　・　Ｂ種
※　Ａ種　　・　Ｂ種

）

６．集成材

単材の厚さ(mm)
単 材 の 樹 種

等　　級
※　１等 ・　２等

１０～１５

<6.5.2>
見 掛 か り そ の 他

１０～１５

<表6.5.4>
※　なし

・下地補修

・下地補修 ※　<4.4.9>による

表面仕上げの程度 ・　Ａ種　　※　Ｂ種　　・　Ｃ種

※　Ａ種　　・　Ｂ種

・　あり（
代用樹種を使用しない箇所

造作用集成材は<6.5.2(b)(ii)>による。

※　１等 ・　２等

床下貼り用合板 (12.2.3)
※　JASの構造用合板　特類　２級　C－D
・　(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

７．床張り用合板

８．木材保存剤

９．軽量鉄骨天井

10．軽量鉄骨
壁下地材

11．体育館の

12．ビニル床

13．ビニル床

14．ビニル床

15．視覚障害者用

16．ビニル幅木

17．カーペット

18．フローリング

19．畳敷き

20．石こうボード

・他

・ 9.5(不燃）ＧＢ－ＮＣ

せっこうボード

・アクリル系シーリング材 ※　ジョイントコンパウンド
－

せっこうボードの目地処理 ・　継目処理工法
・　突き付け工法 ・　目透し工法

施　工　箇　所
<6.14.2>

タイルの種類

タイルの見本焼き ※　行わない ・　行う

施工箇所 形状寸法
(mm)

き　じ うわ薬 役物 色
磁器せっ器陶器無釉施釉ありなし標準注文
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・
・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

再生材
利用 備考

<6.16.3>

・ １級
・ １級
・ １級

・ ２級
・ ２級
・ ２級
・ ２級

防火性能の級別

・ １級

品　　　　　質

内装タイルの工法

・　接着剤張り
施工箇所（　　　　　　　）
施工箇所（　　　　　　　）

リング材塗り

<6.16.5><表6.16.5>

塗厚 ※　10mm
・　石こう系 ・　セメント系

・

<6.13.2>

・　積上げ張り

種別 <6.17.2～3>

21．遮音シール材

22．壁紙張り

23．タイル張り

24．セルフレベ

※　突き付けＶ目地工法

(せっこうボード製品)
ＧＢ－Ｆ

壁 ・12.5(不燃）
※15　(不燃）
・21　(不燃）

・　当該室全体 ・　図示の範囲

2.8柄物HS

・ 図示 ・ 図示

汚垂タイル

図示

管理建築士

場所 図面名称件名 縮尺 日付 図面番号

FAX 0265-83-9728
長野県駒ケ根市上穂栄町13-7 TEL 0265-83-4865

国民スポーツ大会施設整備事業
一級建築士事務所 (伊那)B第44291号

上松 豊 一級建築士登録　第　　　号

2025/02NO SCALE改 修 特記仕様書３ A-03令和7年度 

馬住ヶ原運動場整備工事

駒ケ根市
馬ヶ原運動場

駒 ヶ 根 市

教育委員会

社会教育課
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１．一般事項

施工調査 <9.1.1(d)>

第21号)(以下、「石綿則」という。)を遵守すること。
石綿等の取扱については、石綿障害予防規則(平成17年2月24日厚生労働省令

（

　
ア
　
ス
　
ベ
　
ス
　
ト
　
含
　
有
　
建
　
材
　
の
　
処
　
理
　
工
　
事）

アスベスト含有分析 <9.1.1(d)>

総合倍率４００倍、アスベスト繊維総数、通常５０視野
アセトン固定－有機物灰化－屈折率浸液法
５min １２０min

５Ｌ／min

４７mm

測点５
位相差・分散顕微鏡

２５mm

（例）アスベスト粉じん濃度測定方法

２４０min
１０Ｌ／min１Ｌ／min

測点１，２，４，６，７，８測点３

フィルタの直径
メンブレン

計数アスベスト
計数条件
試料の透明化
試料の吸引時間
試料の吸引流量

数計機器

５０本／Ｌ ０．４７本／Ｌ ０．３本／Ｌ

幅３μｍ未満、長さ５μｍ以上、アスペクト比（長さ／幅）
３以上

定量限界
記録する項目
ア．測定結果
イ．測定時間
ウ．測定位置（測定高さとともに図面上に記載する。）
エ．サンプリング条件

（メンブレンフィルタ直径、吸引時間、吸引空気量）
オ．マウンティング法
カ．顕微鏡視野面積、計数視野数
キ．測定時（各測定場所ごと）の

天候、温度、湿度、外気の風速及び風量

測定機関
都道府県労働局に登録されている作業環境測定機関

<9.1.1(e)>

施工記録報告書の提出
１．施工計画書
２．工事記録及び工事写真
３．産業廃棄物処理記録（廃石綿）
４．施工調査等記録（条規施行調査、含有分析、粉じん濃度測定等）
５．作業者の作業記録、各種健康診断記録、安全衛生教育記録
６．その他必要事項

提出部数 ３部作成

特別管理産業廃棄物管理責任者の選出
排出業者は、特別管理産業廃棄物管理責任者の資格を有するものを

選任し管理しなければならない。

<9.1.2(d)>

ただし、アスベスト含有成形板の処理工事を除く。

更衣室など見やすい箇所に次の表示及び掲示を行う。
※　アスベスト作業主任者名と職務内容

※　喫煙・飲食の禁止
※　「アスベスト除去作業中」の表示
※　アスベストの有害性
※　取り扱い上の注意事項
※　使用すべき保護具

周辺住民の見やすい箇所に以下の表示を行う。
※　「建築物等の解体等の作業に関するお知らせ（労働基準監督署への

届出内容、粉じん飛散抑制装置、曝露防止措置等）」

※　関係者以外立入禁止

<9.1.2(f)>
表示及び掲示

<9.1.2(g)>
作業内容に応じた、呼吸用保護具、保護めがねを使用すること。

保護具、保護衣

<9.1.3(c)><9.1.4(c)><9.1.5(C)>除去したアスベスト含有物の保管、運搬等
※　他の内装材、廃棄物等と分別保管
※　保管場所での飛散防止を施す。また、アスベスト成形版を運搬する

場合は、運搬車両の荷台全体をシート等で覆い、飛散防止に努める。
※　アスベスト等の保管場所である旨の表示を行う。

除去作業者の教育 <9.1.2(c)>

２．除去工事
共通事項

<9.1.2(b)>

ならない。

石綿作業主任技能講習又は平成18年3月以前の特定化学物質等作業主任者
技能講習を終了したものの中から、「石綿作業主任者」を選任しなければ

作業主任者の選出

<9.1.2(a)>

相応した技術を有することを証明する書類を監督員に提出する。
アスベスト含有建材の除去を直接行う専門業者については、工事に

専門工事業者 ５．アスベスト
含有成形板の
処理

アスベスト含有成形板の除去工事

・　行わない

<9.1.5(b)>

<9.5.2～3>ー
（

　
断
　
熱
　
材
　）

９
　
２
　
環
境
配
慮
改
修
工
事

３．アスベスト
含有吹付け材
の除去 ・　行わない

<9.1.3(b)>アスベスト含有吹き付け材の除去工事

作業場等の隔離等
※　作業場は以下によるものとし負圧除じん機にて負圧状態により

飛散防止をすること。

隔離シートの性能
※　床面
※　壁面 ※　0.08mm以上のプラスチックシート等

※　0.15mm以上のプラスチックシート等で二重

ただし、（財）日本建築センターの「建設技術審査証明事業」による
「吹き付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術（除去）」の審査証明書

防止処理技術を有する工法とすることができる。その際には監督員の
（以下、「審査証明書」という。）を取得している工法と同等の飛散

承諾を得ること。

セキュリティーゾーンの設置

※ 洗浄室 負圧

※　下表による
適用
※

室名
更衣室

状態
※　更衣ロッカー
※　呼吸用保護具保管箱

※　新品の保護具
※　洗顔、うがい設備

・

※ 前室 負圧
・
※　エアシャワー（温水シャワー）

・　高性能真空掃除機
・　使用済み保護衣保管かご

<9.1.3(a)>

ただし、（財）日本建築センターの「建設技術審査証明事業」による
「吹き付けアスベスト粉じん飛散防止処理技術（除去）」の審査証明書

防止処理技術を有する工法とすることができる。その際には監督員の
（以下、「審査証明書」という。）を取得している工法と同等の飛散

承諾を得ること。

除去物及び汚染等
処理方法
※　密封処理（二重袋梱包）

隔離養生に用いたシート、使用した使い捨て保護衣、高性能真空
掃除機フィルタ、除じん機フィルタについても密封処理を行う。

・　セメント固化

<9.1.3(a)>

<9.1.3(b)>

４．アスベスト
含有保温材等
の除去 ・　行わない

アスベスト含有保温材の除去工事 <9.1.4(b)>

養生等
※　養生シート等を用いて区画し、場外への飛散防止を行う。

<9.1.4(a)>

掻き落とし、破砕、切断による除去方法
※　行わない

除去工法
※　粉じん飛散抑制剤などにより湿潤化したあとに、手ばらしによること。

<9.1.4(b)>

養生

除去工法
※　作業場は、散水等により湿潤化し、手ばらしによること。
※　やむを得ず破壊しなければならない場合には、十分に湿潤化した

状態で行うこと。
※　除去物については、粉じんの飛散防止に努め、特に破砕された

アスベスト含有成形板については、湿潤化の上、丈夫なプラスチック袋
に入れる等の飛散防止措置を講ずること。

<9.1.5(a)>

<9.1.5(b)>

フォーム
(発泡プラス
チック保温材)

下記以外
厚さ(mm)

２種ｂ

(スキン層付き)
３種ｂ

ピット内部
屋根防水部分
接地部分及び

フォーム保温材

・

※Ａ種押出法

※Ａ種押出法

※　25
・

・
・・　硬質ウレタン ※Ａ種

・

ウレタン
※　20

による難燃性
・２級　※３級

・　吹付け硬質

フォーム保温材
・

※Ａ種１
・

・

・ ・ ・

※　ポリスチレン

作業者は、就業時に石綿則第27条に基づく教育を受けた者とする。
また、一般健康診断、石綿健康診断及びじん肺健康診断を受診した者と

し、肺機能に異常のない者とする。

１．断　熱　材

・　行う　（適用範囲　・図示　　　・　　　　　　　　　）

・　行う　（適用範囲　・図示　　　・　　　　　　　　　）

・　行う（<9.1.3>「アスベスト含有吹き付け材の除去」による）

※　除去物については<9.1.3(b)>により、密封処理とする。

※　作業場は、養生シート等を用いて区画する。

断熱材の打込み及び現場発泡工法

・Ａ種ビーズ法
種　　　類 箇　所 備　　考

JIS A 9511の

・・※Ａ種
フォーム保温材

・　フェノール
・

JIS A 9526

JIS A 9511の
JIS表示認証製品

※　施工範囲は建築工事標準詳細図(図7-01-1)による。適
用
測定
名称
測定１

測定時期

処理作業前

室　　名　　等

処理作業室内
（注１）

・ ※２点　　・　点
※２点　　・　点
※２点　　・　点
※２点　　・　点
※２点　　・　点
※２点　　・　点

・ 測定２

処理作業室内

（各施工箇所ごと）
測定点測定場所

※２点　　・　点
※２点　　・　点
※２点　　・　点
※２点　　・　点
※２点　　・　点
※２点　　・　点

施工区画周辺
又は敷地境界

※２点　　・　点
※２点　　・　点
※２点　　・　点
※２点　　・　点

（注１）
処理作業室内処理作業中測定３

測定４・

・

セキュリティ
ゾーン入口
（空気の流れを
　確認）
負圧・粉じん装
置の排出吹出口
（除じん装置の
　性能確認）

測定５

測定６

・

・

処理作業後
シート
撤去前

測定７

・

・

施工区画周辺
又は敷地境界

施工区画周辺
又は敷地境界

※２点　　・　点
※２点　　・　点

※１点　　・　点
※１点　　・　点
※１点　　・　点
※１点　　・　点

※１点　　・　点
※１点　　・　点
※１点　　・　点
※１点　　・　点

測定８

測　定　点　総　計

・

撤去後
シート
処理作業後 ※２点　　・　点

※２点　　・　点
※２点　　・　点
※２点　　・　点

点
注１:周囲状況により上記によりがたい場合は、監督職員と協議する。

処理作業室内測定９

・（試料数：　　　）
・（試料数：　　　）
・（試料数：　　　）
・（試料数：　　　）

・（試料数：　　　）
・（試料数：　　　）
・（試料数：　　　）
・（試料数：　　　）

定性分析 定量分析材　料　名

※　JIS A 1481「建材製品中のアスベスト含有測定法」
による。

・　行う（分析結果は監督職員に提出する。）
分析方法

・　行わない

※　行う　（調査結果は図面等に記録し、監督職員に提出すること。
調査の結果、設計図書と異なる場合は監督職員と協議する。)

調査箇所　　　※　図示 ・　（　　　　　）

調査事項
※　アスベスト含有建材等の使用部位
※　アスベスト含有建材等の種類、厚さ
※　施工範囲と工事範囲区分
※　廃棄物などの搬出方法
・
・

・　行わない。

・　行わない。
※　行う（測定する時期・場所等は下表による）

「JIS K 3850-1　空気中の繊維状粒子測定方法－第1部－
：光学顕微鏡法及び走査電子顕微鏡法」による位相差、分散顕微鏡法

アスベスト粉じん濃度測定
<9.1.1(e)>

による。

１．フリー (20.2.2)
アクセス
フロア
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ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
の
　
工
　
事

ボーダー部 ※　一般部分の仕様に準ずる ・　図示による

配線取出し用切り欠きパネルは１枚／㎡以上とする。
空調用吹き出し(吸い込み）パネル ※　なし

・　有り（※固定式　　・可変式）
施工箇所は図示

工法 仕上り高
(mm)

適用地震時
水平力(Ks)

耐荷重性能
（N)

施工場所

・　1.0G
※　0.6G

・　3,000
・　5,000
・

表面仕上げ

・帯電防止
床タイル

・タイル
カーペット

・溝工法

・支柱一体型
パネル工法

（置敷工法）

（置敷工法）
・支柱分離型
パネル工法

（独立支柱工法）

(20.2.3)
（パーテー
ション）

２．可動間仕切 構造形式による種類 スタッド式密閉形
構成材の種類 アルミニウム合金系又はスチール系
パネル表面材 焼付塗装鋼板（標準色）ｔ＝０.５以上
遮音性 ３６dB以上
防火性能 不燃

３．移動間仕切 (20.2.4)
（スライディン
グドア）

パネルの操作方法による種類 規定しない
パネル表面材の材質及び仕上げ 製造所仕様の化粧鋼板（標準色）

ｔ＝０.５以上
パネル圧接装置の操作方法 ハンドル回転式又はワンタッチ上下式
遮音性 ３６dB以上
防火性能 不燃
取り付け用あと施工アンカー 材質，寸法等は図示又は製造所の

仕様による

４．トイレブース (20.2.5)表面材 メラミン化粧板（標準色）
幅　木 ステンレス製 H＝６０
フレーム アルミ製
扉 厚４０中心吊りアール形アルミ製エッジ，

帽子掛け戸当たり付き

５．階段滑り止め (20.2.6)材　種 ステンレス（ＳＵＳ３０４）
ビニールタイヤ入り（幅約35mm)

取り付け方法 ※　接着工法 ・　埋込み工法
（ノンスリップ）

(20.2.7)
（床仕上げが異なる場合に設ける。但し、建具部は建具表による。）

６．床目地棒

７．鏡 耐湿鏡　ｔ＝５ ステンレスフレーム付き (20.2.9)

施工箇所
天　井 ※　アルミニウム製

※　アルミニウム製床

材　　　種
※　４５０×４５０
・　６００×６００
・　４５０×４５０
※　６００×６００

※　目地タイプ
・　額縁タイプ
※　一般型貼物用
・　一般型充填用

形　　　式寸　　　　法

誘導ブロック
屋　外 ※　コンクリート製

・　磁器質タイル（※１００角　・１５０角）

床表面仕上げ材の品質は標準仕様書6章による。

ステンレスＦＢ（ＳＵＳ３０４）　ｔ５～６×Ｈ１２

ステンレス製　ＨＬ仕上げ　Φ３０程度　市販品８．表　示 衝突防止表示
誘導標識
室名札

市販品

９．点検口

10．視覚障害者用

11．手　す　り

(20.2.10)
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舗
　
　
　
　
装
　
　
　
　
工
　
　
　
　
事

１．再生材 ※　使用する ・　使用しない

２．盛土材料

３．遮断層及び
凍上抑制層用
材料

遮　断　層
凍上抑制層

※　川砂・海砂又は良質な山砂
※　再生クラッシャラン

(22.1.3)

(22.2.3)

路床の盛土材料

・　切込砂利又は切込砕石

(22.2.5)４．路床土の
支持力比

（ＣＢＲ）試験

※　行わない ・　行う（※　乱した土　　・　乱さない土）

５．路床締固め度
の試験

※　行わない (22.2.5)・　行う

６．路盤材料 ※　再生クラッシャラン　ＲＣ－４０（透水性舗装の場合を除く）
・　クラッシャラン　Ｃ－４０
・　クラッシャランスラグ　ＣＳ－４０

加熱アスファルト混合物の種類
表　層 ※　再生密粒度アスファルト混合物（１３）

・　密粒度アスファルト混合物（１３）
・　細粒度アスファルト混合物（１３）
・

基　層 ※　再生粗粒度アスファルト混合物（２０）
・　粗粒度アスファルト混合物（２０）
・

(22.4.4)(表22.4.6)７．アスファルト
舗装

(22.5.3)８．コンクリート
舗装

早強セメント ・　使用する ※　使用しない
溶接金網 ※　あり ・　なし

９．ブロック系 ・　コンクリート平板舗装 ※　砂目地

・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種　　・Ｄ種 (22.2.3)

(22.3.3)(表22.3.3)

アスファルト混合物等の抽出試験　　※行わない　　・行う (22.4.6)

(22.9.2)(表22.9.1)
舗装

・　インターロッキングブロック舗装
※　コンクリート舗装

・　モルタル目地

・　アスファルト舗装

10．縁石及び側溝

11．砂 利 敷 き ・　Ａ種(通路) ※　Ｂ種(建物周辺)

12．区　画　線

・　舗石舗装　　基　層

地業の材料　　　・再生クラッシャラン　 (22.10.2)

(22.11.2)

・※　ＪＩＳＫ５６６５　３種１号白

10 １．埋戻し及び
盛土の種別

・　Ａ　種 ※　Ｂ　種 ・　Ｃ　種 ・　Ｄ　種 (3.2.3)(表3.2.1)
Ｃ種の場合 建設発生土受入れ量

発生場所
受入条件

m3

２．建設発生土の
処理

・　構外に搬出し適切に処理する。
・　構外指示の場所に搬出する。

受入れ施設名・住所（km）
・　構内指示の場所に敷きならす。
・　構内指示の場所にたい積する。

　
土
　
　
工
　
　
事

１．コンクリート
ブロック帳壁

ブロックの種類 (8.3.2)(表8.3.1)11

パ
ネ
ル
・
押
出
成
形
セ
メ
ン
ト
板
工
事

コ
ン
ク
リー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
・
Ａ
Ｌ
Ｃ

※　空洞ブロック 16 ・

上記以外に用いる断熱材

下記以外
厚さ(mm)

・Ａ種ビーズ法

２種ｂ

(スキン層付き)
３種ｂ

ピット内部
屋根防水部分
接地部分及び

・

※Ａ種押出法

※Ａ種押出法

※　25
種　　　類 箇　所 備　　考

・　ＪＩＳＡ発泡
プラスチック
保温材

JIS表示認証製品

・　グラスウール
保温材

※　100
・ ・

※　24Ｋ品

※　グラスウール使用部分の室内側防湿シート
※　被覆品　　・防湿層ポリエチレンフィルム(t0.15)張り　(重ね100)

JIS表示認証製品

及び塀 （ただし、設備配管用裏積等は空洞ブロック08とすることができる。）

２.ＡＬＣパネル （８．４．２）（８．４．４）～（８．４．６）

2/m種　　類

・外壁パネル

曲げ強さ（Ｎ 　）

・１１７７　※１９６１

・間仕切壁パネル

・床パネル

・屋根パネル

床パネルの耐火性能　　※１時間　　・２時間

・２３５４　※３５３０

※９８１

※６３７

呼び寸法

厚さ（ｍｍ）

・１００　 ・１２０

・１００ 　・１２０

・１００　 ・１２０

・１００　 ・１２０

幅

※６００

取付工法

・Ａ種　 ・Ｂ種　

による
※共仕８．４．６

※Ｃ種　  

図示

図示

管理建築士

場所 図面名称件名 縮尺 日付 図面番号

FAX 0265-83-9728
長野県駒ケ根市上穂栄町13-7 TEL 0265-83-4865

国民スポーツ大会施設整備事業
一級建築士事務所 (伊那)B第44291号

上松 豊 一級建築士登録　第　　　号

2025/02NO SCALE改 修 特記仕様書４ A-04

(設計時に調査済)

・　行う　（適用範囲　・図示
(内部塗装を含む)　

・　　　　　　　　）

令和7年度 

馬住ヶ原運動場整備工事

駒ケ根市
馬ヶ原運動場

駒 ヶ 根 市

教育委員会

社会教育課



管理建築士

場所 図面名称件名 縮尺 日付 図面番号

FAX 0265-83-9728
長野県駒ケ根市上穂栄町13-7 TEL 0265-83-4865

国民スポーツ大会施設整備事業
一級建築士事務所 (伊那)B第44291号

上松 豊 一級建築士登録　第　　　号

2025/02配置図・案内図・面積表 A-05

工事場所
案 内 図

配 置 図

<改修建物1> <改修建物2>

建 築 場 所

指定なし防 火 地 域

用 途 地 域

都 市 計 画

用　　　途

建 ペ イ 率

容 積 率

％

％

都市計画区域内(区域区分非設定)

駒ケ根市赤穂14番地288

指定なし

公衆トイレ・更衣室

(200/60)

概　　要

敷 地 面 積

改修建物１ 改修建物２ 新築建物

工事建物

建 築 面 積

床 面 積

公衆トイレ 更衣室 みんなのトイレ

その他

平屋建て

ＲＣ造

その他

平屋建て平屋建て

その他

ＲＣ造

ｍ2

ｍ2

ｍ2

ｍ219.44

19.44ｍ219.44

ｍ216.56

6.47

6.47

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄRC造

面 積 表

ｍ2

ｍ2

ｍ2

合　計

1,380.79

3.86

3.65

敷地境界
線

敷地境界線

敷
地
境
界
線

道
路
境
界
線

照明

配電盤

As

As

As

As
G

G
G

682.84

VS300

変電盤

685.57

683.21683.13682.94

683.32

683.40

683.33

682.84
683.05

683.24 683.35
683.34

683.30

687.24

687.34

水道

687.09

682.99
682.65

682.57
682.45

682.39
682.35

682.34

682.24

682.22

687.71

市　道
馬住ヶ原線

687.81

687.92

687.04
686.93

687.18

687.40
687.68

687.82

687.92

688.02

687.86
照明

照明

682.80

トイレ棟 更衣室棟

S=1/500

45.35

42.47

<新築建物>

みんなのトイレ

馬住ヶ原運動場整備工事

令和7年度 駒ケ根市
馬ヶ原運動場

教育委員会

駒 ヶ 根 市

社会教育課



管理建築士

場所 図面名称件名 縮尺 日付 図面番号

A-06
FAX 0265-83-9728

長野県駒ケ根市上穂栄町13-7 TEL 0265-83-4865

国民スポーツ大会施設整備事業
一級建築士事務所 (伊那)B第44291号

上松 豊 一級建築士登録　第　　　号

2025/02NO SCALE仕 上 表

内 部 仕 上 表

室　名棟

モルタル金ゴテ仕上

男子踏込

既 存

改 修
床

女子踏込

男子便所

室　名

男子踏込

女子踏込

男子便所

モルタル金ゴテ仕上

モルタル金ゴテ仕上

床 高

±0

巾 木

±0

±0

高圧洗浄の上,

高圧洗浄の上,

薄膜型水性アクリルウレタン樹脂系塗床(ﾙﾒｱｺｰﾄAU同等,防滑)

薄膜型水性アクリルウレタン樹脂系塗床(ﾙﾒｱｺｰﾄAU同等,防滑)

±0 樹脂モルタル薄塗
高圧洗浄の上

±0 樹脂モルタル薄塗
高圧洗浄の上

±0

H=100

H=100

アルミ見切硬質骨材練込特殊防滑シート張りt=2.5
下地調整の上,入隅面取

汚垂石:ハイドロセラ･フロアPUt=7
(D-25) 一部アルミ見切H=2,020(梁型下ﾏﾃﾞ)

異種材間シーリング

外装薄塗材E吹付
コンクリート打放の上 アルミサッシ、アルミ額縁

※(更衣室棟:下地調整材)
既存のまま

コンクリート打放し、モルタル補修

外 部 仕 上 表

既　存 改　修

コンクリート打放の上
複層塗材E吹付

モルタル金ゴテ仕上

犬走り

改　修 既　存

高圧洗浄の上

(ﾙﾒｱｺｰﾄAU同等,防滑)
薄膜型水性アクリルウレタン樹脂系塗床

室名札:アルミ製200×600(ピクト,室名)UV印刷

既　存

コンクリート金ゴテ押の上,FRP防水

屋　根

樋

軒　天

立下り:同上仕上

(更衣室棟) コンクリート金ゴテ押の上
ウレタン防水(通気工法)
立下り:同上密着工法

外　壁

巾　木

建　具

高圧洗浄の上

改　修

既存のまま

(更衣室棟) 高圧洗浄＋下地処理＋既存劣化部補修の上

トップコート塗替(立下り共)

ウレタン防水塗重ね(立下り共)

樹脂モルタル薄塗り

(トイレ棟) (トイレ棟)

軒 樋：無し
竪 樋：無し

高圧洗浄＋下地処理＋既存劣化部補修の上

高圧洗浄＋下地処理の上

可とう形改修塗材E(フッ素)

可とう形改修塗材E(フッ素)

※(便所棟:下地材)
※(更衣室棟:下地調整材)

その他

高圧洗浄＋下地処理の上

ガラス部：ガラスフィルム貼
ガラスブロック部：アクリル板貼,アルミ見切

床材立上,H=150

女子便所 女子便所

モルタル金ゴテ仕上
±0

硬質骨材練込特殊防滑シート張りt=2.5
下地調整の上,入隅面取

±0
アルミ見切(D-25) 一部アルミ見切H=2,020(梁型下ﾏﾃﾞ)

異種材間シーリング

床材立上,H=150

更衣室Ａ

更衣室

更衣室Ａ

踏込:モルタル金ゴテ仕上
モルタル金ゴテ下地,長尺塩ビシート張り

±0
+110

ソフト巾木
H=100

更衣室Ｂ 更衣室Ｂ

踏込:モルタル金ゴテ仕上
モルタル金ゴテ下地,長尺塩ビシート張り

±0
+110

ソフト巾木
H=100

※(接着剤)

※(接着剤)※(接着剤)

※(接着剤)

±0
+110

ソフト巾木
H=100

±0
+110

ソフト巾木
H=100

(ﾙﾒｱｺｰﾄAU同等,防滑)

(ﾙﾒｱｺｰﾄAU同等,防滑)

踏込:高圧洗浄の上,薄膜型水性アクリルウレタン樹脂系塗床

踏込:高圧洗浄の上,薄膜型水性アクリルウレタン樹脂系塗床

既存仕上撤去の上,発泡複層ビニル床シート(HS)張りt=2.8

既存仕上撤去の上,発泡複層ビニル床シート(HS)張りt=2.8

ライニング部,ラワン合板下張りt=12

図中の※印付はアスベスト含有建材を示す。

トイレ

メラミン不燃化粧板張りt=3(ｾﾗｰﾙRｴｯｼﾞ同等)

メラミン不燃化粧板張りt=3(ｾﾗｰﾙｾﾗﾙｽ同等)シール工法

廻 縁 C H

2,518
2,504～

2,518
2,504～

2,531
2,439～

ステンレス三方枠,既存のまま

ステンレス三方枠,既存のまま

ステンレス見切,既存のまま

塩ビ見切

塩ビ見切

塩ビ見切
SUS床見切
ライニング天板:ポストフォームt=20

2,460～
2,474

2,474
2,460～

2,395～
2,487

木毛板t=25,EP塗

木毛板t=25,EP塗

木毛板t=25,EP塗

EP塗り

EP塗り

LGS25,ケイカル板張りt=6 V目地突付

LGS25,ケイカル板張りt=6 V目地突付

LGS25,化粧石こうボード張りt=9.5

2,531
2,439～ ステンレス見切,既存のまま

塩ビ見切
SUS床見切

2,487
2,395～

木毛板t=25,EP塗

LGS25,化粧石こうボード張りt=9.5

2,439～
2,531

ステンレス框W100×H110,既存のまま

2,439～
2,531

ステンレス框W100×H110,既存のまま

塩ビ見切
アルミカーテンレール,コントラクトカーテン

2,487
2,395～

塩ビ見切
アルミカーテンレール,コントラクトカーテン

2,487
2,395～

木毛板t=25,EP塗

木毛板t=25,EP塗

※(主材)

※(主材)

LGS25,化粧石こうボード張りt=9.5

LGS25,化粧石こうボード張りt=9.5

衝立

衝立

衝立

備　考

モルタル金ゴテ,EP塗り

モルタル金ゴテ,EP塗り

モルタル金ゴテ,EP塗り

壁

可とう形改修塗材E(フッ素)

可とう形改修塗材E(フッ素)

下地調整RB種
水性多彩模様塗料塗り(防汚)

高圧洗浄＋下地処理の上

高圧洗浄＋下地処理の上

モルタル金ゴテ,EP塗り

下地調整RB種
水性多彩模様塗料塗り(防汚)

モルタル金ゴテ,EP塗り

モルタル金ゴテ,EP塗り

※(主材)

※(主材)

下地調整RB種
水性多彩模様塗料塗り(防汚)

下地調整RB種
水性多彩模様塗料塗り(防汚)

腰

撤去

撤去

特 記 事 項

(便所棟)

外壁:上塗材・主材・下地 ⇒ 既存の上に改修

(更衣室棟)

外壁:上塗材・主材・下地調整材・下地

軒天:主材・下地調整材・下地

長尺シート:床材・接着剤・付着物

ソフト巾木:巾木・接着剤・付着物

室内塗装:上塗材・主材・下地

⇒

⇒

⇒

⇒

⇒

1:ビニルシートによる床の養生

2:湿潤,手こわし

3:分別,ビニール袋にて指定処理場へ

(本工事における撤去対応)
＜アスベスト含有建材＞ 部分に含有

既存の上に改修

既存の上に改修

除去

(剥離剤･飛散防止材･ケレン)

メラミン不燃化粧板張りt=3(ｾﾗｰﾙRｴｯｼﾞ同等)

天　井

駒ケ根市
馬ヶ原運動場

令和7年度 

馬住ヶ原運動場整備工事

教育委員会

駒 ヶ 根 市

社会教育課



S=1/50S=1/50

SUS床見切 SUS床見切

衝立:Ｒ面取

アクリル板貼t=3(片面ﾏｯﾄ,ｸﾘｽﾀﾙ)
アルミ見切,四方

犬走り

女子便所
男子便所

既存平面図

踏 込踏 込

犬走り

男子便所

踏 込踏 込

女子便所

改修平面図

展開方向Ｄ Ｂ

Ｃ

Ａ
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室名札 室名札

TB
1

TB
2

TB
3

△SL1
▽SL2

▽FL

△GL

▽最高の高さ

コンクリート金ゴテ押の上

モルタル金ゴテ仕上

S=1/100 S=1/100 S=1/100 S=1/100

コンクリート打放し,モルタル補修

コンクリート打放し,外装薄塗材E吹付

コンクリート打放し,複層塗材E吹付

ＦＲＰ防水

南 立 面 図 東 立 面 図 北 立 面 図 西 立 面 図

<外壁改修>

<犬走り改修>
高圧洗浄の上

アルミ製200×600(ピクト,室名)UV印刷
<室名札>

<巾木･根廻り改修>
高圧洗浄の上
樹脂モルタル薄塗り 可とう形改修塗材E(フッ素)

薄膜型水性アクリルウレタン樹脂系塗床
(ﾙﾒｱｺｰﾄAU同等,防滑)

<軒天改修>
<屋根改修>
高圧洗浄+下地処理+劣化部補修の上
トップコート塗替(立下り共)

高圧洗浄+下地処理の上

高圧洗浄+下地処理の上
可とう形改修塗材E(フッ素)
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17
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600 600 900 600

駒ケ根市

管理建築士

場所 図面名称件名 縮尺 日付 図面番号

FAX 0265-83-9728
長野県駒ケ根市上穂栄町13-7 TEL 0265-83-4865

一級建築士事務所 (伊那)B第44291号
上松 豊 一級建築士登録　第　　　号

馬ヶ原運動場
教育委員会

駒 ヶ 根 市

社会教育課

平 面 図 ･立 面 図

＜トイレ棟＞

令和7年度 国民スポーツ大会施設整備事業

馬住ヶ原運動場整備工事
A-072025/02

S=1/100

S=1/50



ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ
9人用

ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ
9人用9人用

ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ
9人用
ｽﾁｰﾙﾛｯｶｰ

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ

ステンレス框W100×H110

S=1/50S=1/50

ステンレス框W100×H110

衝立:Ｒ面取

踏 込 踏 込

犬走り

既存平面図

犬走り

踏 込踏 込

改修平面図

展開方向Ｄ Ｂ

Ｃ

Ａ

更衣室Ａ 更衣室Ｂ 更衣室Ａ 更衣室Ｂ

25 20 25202020
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0
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0

1,
10
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5,400

15
0

150 150150

室名札

土砂4.0m3撤去
場内敷均し

TB
3

TB
3

△SL1
▽SL2

△GL

▽最高の高さ

▽FL

S=1/100 S=1/100 S=1/100 S=1/100

コンクリート打放し,モルタル補修

ウレタン防水(通気工法)
コンクリート金ゴテ押の上

モルタル金ゴテ仕上

コンクリート打放し,外装薄塗材E吹付

コンクリート打放し,複層塗材E吹付

南 立 面 図 東 立 面 図 北 立 面 図 西 立 面 図

アルミ製200×600(ピクト,室名)UV印刷
<室名札>

<巾木･根廻り改修>
高圧洗浄の上
樹脂モルタル薄塗り

<外壁改修>

<犬走り改修>
高圧洗浄の上

可とう形改修塗材E(フッ素)

(ﾙﾒｱｺｰﾄAU同等,防滑)
薄膜型水性アクリルウレタン樹脂系塗床

<軒天改修>

高圧洗浄+下地処理の上

高圧洗浄+下地処理の上
可とう形改修塗材E(フッ素)

高圧洗浄+下地処理+劣化部補修の上
<屋根改修>

ウレタン防水塗重ね(立下り共)
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管理建築士

場所 図面名称件名 縮尺 日付 図面番号

FAX 0265-83-9728
長野県駒ケ根市上穂栄町13-7 TEL 0265-83-4865

一級建築士事務所 (伊那)B第44291号
上松 豊 一級建築士登録　第　　　号

馬ヶ原運動場
駒ケ根市教育委員会

駒 ヶ 根 市

社会教育課

国民スポーツ大会施設整備事業 平 面 図 ･立 面 図

＜更衣室棟＞

令和7年度 

馬住ヶ原運動場整備工事
A-082025/02

S=1/100

S=1/50



取合シール

S=1/100

カーテンレール

カーテンレール

S=1/100

化粧石こうボードt=9.5張り

ケイカル板t=6突付　EP塗り

水性多彩模様塗料塗り(防汚)

可とう形改修塗材E(フッ素)

塩ビ見切

アルミ製天井点検口450角　各室 1ヶ所

ウレタン防水

ＦＲＰ防水
アルミ見切

＜トイレ棟＞
改修 天井伏図

＜更衣室棟＞
改修 天井伏図

凡　　例
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グレビティヒンジ,非常開表示錠,他標準金物一式グレビティヒンジ,用具入用取手,非常開表示錠,戸当り,他標準金物一式

有効巾
120 600 70 520 110670

メラミン化粧板フラッシュ

４０mm

メラミン化粧板フラッシュ

４０mm

トイレブース 上吊半自動引戸(常開) 片開き戸(常閉) 棚板共t=25,D150

SUS巾木,アルミ笠木,ハンガ－戸金物,戸先ゴム,ハンドル,アルミエッジ

メラミン化粧板フラッシュ

４０mm

トイレブース 片開き戸(常開)

SUS巾木,アルミ笠木,アルミエッジ,帽子掛戸当り

衝立

SUS巾木,アルミエッジ,他標準金物一式

常開

常閉

常開
常開

ＴＢ－１ １ヶ所 男子便所 １ヶ所ＴＢ－２ 女子便所 ＴＢ－３ ３ヶ所 女子便所･更衣室 S=1/50
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90
0

480

仕　　上

種　　類

ガ ラ ス

見    込

備    考

金    物

姿    図

符合・数量

件名

管理建築士

場所 図面名称 縮尺 日付 図面番号

FAX 0265-83-9728
長野県駒ケ根市上穂栄町13-7 TEL 0265-83-4865

一級建築士事務所 (伊那)B第44291号
上松 豊 一級建築士登録　第　　　号

2025/02

S=1/50

S=1/100駒ケ根市
馬ヶ原運動場

教育委員会

駒 ヶ 根 市

社会教育課

国民スポーツ大会施設整備事業 天井伏図・建具表令和7年度 

馬住ヶ原運動場整備工事
A-09



モルタル金ゴテ,EP塗

S=1/50

S=1/50

S=1/50

木毛板t=25,EP塗

モルタル金ゴテ仕上 SUS見切

外装薄塗材E

複層塗材E

打放しモルタル補修

S=1/50

木毛板t=25,EP塗

SUS三方枠

モルタル金ゴテ,EP塗

モルタル金ゴテ仕上

打放しモルタル補修

外装薄塗材E

複層塗材E

Ａ男子踏込展開図 ＣＢ Ｄ

Ｂ Ｃ ＤＡ男子便所展開図

Ａ男子便所展開図
<既存>

Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ
<既存>
男子踏込展開図 Ｂ Ｃ Ｄ

(片面ﾏｯﾄ)

<改修>

SUS床見切

高圧洗浄の上
樹脂モルタル薄塗りH100

防水改修

高圧洗浄の上
樹脂モルタル薄塗り

高圧洗浄の上
可とう形改修塗材E

高圧洗浄の上

V目地突付,EP塗り

アルミ見切

下地調整RB種
水性多彩模様塗料塗り(防汚)

アルミ見切 シーリング

高圧洗浄の上
樹脂モルタル薄塗り

防水改修

<改修>
(ｾﾗｰﾙRｴｯｼﾞ)
メラミン不燃化粧板張りt=3

硬質骨材練込特殊防滑シート張りt=2.5

塩ビ見切

塩ビ見切

高圧洗浄の上
可とう形改修塗材E

可とう形改修塗材E
高圧洗浄の上

(フッ素)

(フッ素)

(フッ素)

(換気扇+アルミパネル)

薄膜型水性アクリルウレタン樹脂系塗床
(ﾙﾒｱｺｰﾄAU同等,防滑)

汚垂石:ハイドロセラ･フロアPUt=7
(D-25)入隅面取

LGS25,ケイカル板張りt=6

LGS25,化粧石こうボード張りt=9.5

フィルム貼

フィルム貼 フィルム貼 フィルム貼

アルミ見切
ｱｸﾘﾙ板貼

アルミ見切
床材立上H150 メラミン不燃化粧板張りt=3

シール工法(ｾﾗｰﾙｾﾗﾙｽ)

ライニング部:

ポストフォームt=20
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25
管理建築士

場所 図面名称件名 縮尺 日付 図面番号

FAX 0265-83-9728
長野県駒ケ根市上穂栄町13-7 TEL 0265-83-4865

一級建築士事務所 (伊那)B第44291号
上松 豊 一級建築士登録　第　　　号

S=1/50 2025/02駒ケ根市
馬ヶ原運動場

教育委員会

駒 ヶ 根 市

社会教育課

国民スポーツ大会施設整備事業 展 開 図 １令和7年度 

馬住ヶ原運動場整備工事
A-10



S=1/50

S=1/50

木毛板t=25,EP塗

モルタル金ゴテ仕上 モルタル金ゴテ,EP塗SUS見切
打放しモルタル補修

複層塗材E

外装薄塗材E

S=1/50

木毛板t=25,EP塗

S=1/50

SUS三方枠

モルタル金ゴテ,EP塗

モルタル金ゴテ仕上

打放しモルタル補修

複層塗材E

外装薄塗材E

ＤＣＢＡ女子踏込展開図

ＣＢ ＤＡ女子便所展開図

Ｂ Ｃ ＤＡ
<既存>
女子便所展開図

Ａ
<既存>
女子踏込展開図 Ｂ Ｃ Ｄ

高圧洗浄の上
樹脂モルタル薄塗り

高圧洗浄の上高圧洗浄の上
樹脂モルタル薄塗りH100

高圧洗浄の上

SUS床見切

防水改修

<改修>

高圧洗浄の上
可とう形改修塗材E

V目地突付,EP塗り

アルミ見切
硬質骨材練込特殊防滑シート張りt=2.5

シーリング

防水改修

高圧洗浄の上
樹脂モルタル薄塗り

アルミ見切

下地調整RB種
水性多彩模様塗料塗り(防汚)

高圧洗浄の上

(ﾙﾒｱｺｰﾄ同等,防滑)
薄膜型水性アクリル樹脂系塗床

<改修>

メラミン不燃化粧板張りt=3
(ｾﾗｰﾙRｴｯｼﾞ)
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可とう形改修塗材E
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薄膜型水性アクリルウレタン樹脂系塗床
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モルタル金ゴテ仕上モルタル金ゴテ下地
長尺塩ビシート張り

ソフト巾木H=100

スレンレス框H=110

モルタル金ゴテ,EP塗

木毛板t=25,EP塗

打放しモルタル補修

S=1/50

S=1/50

外装薄塗材E

複層塗材E

Ａ

<既存>
Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

更衣室Ａ展開図

更衣室Ａ展開図

<改修>

防水改修

高圧洗浄の上

発泡複層ビニル床シート(HS)張りt=2.8ソフト巾木H=100

高圧洗浄の上
可とう形改修塗材E

高圧洗浄の上
樹脂モルタル薄塗り

カーテンレール カーテンレール

塩ビ見切

(フッ素)
(換気扇+アルミパネル)

下地調整RB種
水性多彩模様塗料塗り(防汚)

薄膜型水性アクリルウレタン樹脂系塗床
(ﾙﾒｱｺｰﾄAU同等,防滑)

LGS25,化粧石こうボード張りt=9.5
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ソフト巾木H=100

スレンレス框H=110

木毛板t=25,EP塗

S=1/50

S=1/50

モルタル金ゴテ下地
長尺塩ビシート張り

モルタル金ゴテ,EP塗

モルタル金ゴテ仕上 打放しモルタル補修

複層塗材E

外装薄塗材E

Ａ

<既存>
Ａ

更衣室Ｂ展開図

更衣室Ｂ展開図

Ｂ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

Ｃ

Ｃ

<改修>

ソフト巾木H=100

カーテンレール

LGS25,化粧石こうボード張りt=9.5

発泡複層ビニル床シート(HS)張りt=2.8

塩ビ見切

カーテンレール

(換気扇+アルミパネル)
下地調整RB種
水性多彩模様塗料塗り(防汚)

高圧洗浄の上
薄膜型水性アクリルウレタン樹脂系塗床
(ﾙﾒｱｺｰﾄAU同等,防滑)

防水改修

フィルム貼

高圧洗浄の上
樹脂モルタル薄塗り
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可とう形改修塗材E
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トイレブース撤去

長尺塩ビシートt=2.0撤去

土間コンt=120,モルタル金ゴテ
<復旧>

(補強鉄筋D13@200)

モルタルカッター入(朱線部)
土間撤去t=120(鉄筋残し)朱色部

トイレブース撤去

<復旧>

(補強鉄筋D13@200)
土間コンt=120,モルタル金ゴテ

土間撤去t=120(鉄筋残し)朱色部
モルタルカッター入(朱線部)

社会教育課

駒 ヶ 根 市

教育委員会
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馬ヶ原運動場
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A-142025/02S=1/50



■仕様

部  位 項   目 仕      様 員数

外 装

 本体  鉄筋コンクリート -

 外　装 -

 トップライトドーム 1

 ピクトサイン  アルミ複合板-180x300xt3.0 :インクジェット印刷(UVﾌｨﾙﾑ貼り) 3

 換気材 1

 ハンガースライド扉 1

 雨水排水部材 1

内 装

 内  壁  塗装仕上げ(複層仕上塗材Ｅ) 色:ライトベージュ -

 床  100角ノンスリップタイル貼り -

 室内照明  LED照明：FL20W相当 *昼白色 2

 パネルヒーター  NY-1375（ｲﾝﾀｰｾﾝﾄﾗﾙ)1.375kw　*保護ガード付き 1

 システムウォール -

 解除ボタン説明サイン  アルミ複合板-140x45xt3.0 :インクジェット印刷(UVﾌｨﾙﾑ貼り) 1

部  位 項   目 仕      様 員数

衛生設備

 腰掛式便器 1

 大型手洗器 1

 掃除用水栓 1

部  位 項   目 仕      様 員数

アクセサリー

 紙巻器  棚付二連紙巻器:YH702(TOTO) 1

 ベビーシート  YKA25N(TOTO) 1

 ベビーチェア  YKA15S(TOTO) 1

 化粧鏡  盗難防止形耐蝕鏡:YM4560FE(TOTO) 1

部  位 項   目 仕      様 員数

多目的器具

 固定式手摺(L型)  T112CL10 樹脂被覆タイプ｢SUS304｣(TOTO) 1

 T112H7R  樹脂被覆タイプ｢SUS304｣(TOTO) 1

 ※衛生陶器、手摺被覆樹脂色は「パステルアイボリー」とする。

●特記事項

 ・外壁の塗装色は、協議の上決定とする。

 ・本図の給排水設備に関しては、別途協議の上決定とする。

 ・トイレ本体の鉄筋コンクリート躯体は、鋼製型枠による一体成型品とする。

 ・本製品は、プレキャスト鉄筋コンクリート製品(JIS A 5372)の認定を受けた

 　ＪＩＳ工場の品質管理の下、製造された製品とする。

 ・本製品は、(一社)日本公園施設業協会の賠償責任保険に加入した製品とする。

 外壁:塗装仕上げ(複層仕上塗材Ｅ)

 *屋根面/防水塗装仕上げ、色:グレー

 ポリカーボネート樹脂:900角ドーム(乳白色)

 *網入り型板ガラス t=6.8(カスミヒシワイヤ)　

 パイプフード (アルミ、ガラリ、防虫網、水切付) 色:シルバー

 ベントキャップ(アルミ、ガラリ付)色:シルバー

 表面材:化粧鋼板/色：アイボリー

 *使用表示/非常解錠装置付、アルミ換気ガラリ付、管理用鍵付

 雨水排水金物:ステンレスボックス加工

 縦樋:硬質塩化ビニル樹脂管

 軽量鉄骨、下地ボード、メラミン化粧板(タフウォール同等品)張り

 色：アイボリー  巾木(ステンレス箔被覆ABS)

 タンク密結形防露便器:CS597BS(TOTO)

 防露式密結形蓋固定式ロータンク:SH596BAYR(TOTO)

 ウォシュレットPS2A:TCF5534AUY(TOTO) *ｴｺﾘﾓｺﾝ

 *露出給水部分は、保温材巻き

 カウンター一体型洗面器:L270D(TOTO)

 オートストップ水栓:TL19AR(TOTO) *露出給水部分は、保温材巻き

 ｷｰ式ｶｯﾌﾟﾘﾝｸﾞ付き横水栓:T28AKUH13(TOTO)

 *大型手洗器止水栓より分岐

 可動式手摺

 (はね上げタイプ)

(躯体基準開口幅)
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犬走り:コンクリート直均し仕上げ

本体天面部:防水塗装仕上げ

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

タテ･ヨコ共:D13@200

▽F.L
(G.L+20)

タテ･ヨコ共:D13@200

▽F.L
(G.L+20)

室内照明

+20

ＡＡ

Ｂ

Ｂ

+10
±0

+20

+20

ﾍﾞﾝﾄｷｬｯﾌﾟ

雨水排水金物
縦樋

雨水排水金物

縦樋

ｼｽﾃﾑｳｫｰﾙ

回転灯解除ﾎﾞﾀﾝ

人感知センサー

ｼｽﾃﾑｳｫｰﾙ

非常用回転灯

非常用回転灯

ﾊﾟｲﾌﾟﾌｰﾄﾞ

雨水排水金物

縦樋

非常用回転灯

分電盤
ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ

ｼｽﾃﾑｳｫｰﾙ

非常用回転灯

室内照明

保温材巻き

分電盤
説明ｻｲﾝ

配管立上げ

ﾊﾟﾈﾙﾋｰﾀｰ

Ｃ

室内照明

▽F.L

パネルヒーター

配管立上

分
電

盤

化粧鏡

掃除用水栓

保温材巻き

外壁:塗装仕上げ
(複層仕上げ塗材Ｅ)

外壁:塗装仕上げ
(複層仕上げ塗材Ｅ) 内壁:塗装仕上げ

(複層仕上げ塗材Ｅ)
内壁:塗装仕上げ
(複層仕上げ塗材Ｅ)

網入り型板ガラスt=6.8
(カスミヒシワイヤー)

Ｇ.Ｌ
▽

網入り型板ガラスt=6.8
(カスミヒシワイヤー)

外壁:塗装仕上げ
(複層仕上げ塗材Ｅ)

Ｇ.Ｌ
▽

犬走り:
コンクリート直均し仕上げ

Ｇ.Ｌ
▽

Ｇ.Ｌ
▽

Ｇ.Ｌ
▽

保温材巻き

配管
立上

アルミ複合板-180x300xt3.0
絵柄:ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ印刷(UVﾌｨﾙﾑ貼り)

ベース:青･青紫２色

ﾏｰｸ/文字:白 ﾏｰｸ/文字:白

ベース:赤２色 ベース:緑２色

ﾏｰｸ/文字:白

アルミ複合板-140x45xt3.0
文字:ｲﾝｸｼﾞｪｯﾄ印刷(UVﾌｨﾙﾑ貼り)

国民スポーツ大会施設整備事業

番号

課長 照査 設計

縮尺

工事

市長

測量会社

調査会社

設計会社

(株)ゼンシン

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒ヶ根市赤穂１４番２８８

みんなのトイレ構造図(1)

馬住ヶ原運動場

原田東鶴

(株)ゼンシン
上松豊

図　　示

令和７年度 馬住ヶ原運動場整備

駒ヶ根市役所 教育委員会 社会教育課

A-15

みんなのトイレ構造図（1）

Scale 1:60
平面図

背面図

正面図

Ｂ-Ｂ 断面図Ａ-Ａ 断面図

配置図

Scale 1:20
ピクトサイン詳細図

Scale 1:10
説明サイン 詳細図
回転灯用解除ボタン

側面図

Ｃ 矢視図

Scale 1:60

Scale 1:60 Scale 1:60

Scale 1:60 Scale 1:60 Scale 1:60

Scale 1:60

男子トイレ

T O I L E T

どなたでも
ご利用になれます

T O I L E T

女子トイレ

T O I L E T

女子トイレ

T O I L E T

男子トイレ

T O I L E T

ハンガースライド扉

警報を解除するには、

この解除ボタンを押してください。

P.B
(別途)

P.B
(別途)

(別途)
P.B

(別途)
P.B

P.B
(別途)

ご利用になれます
どなたでも

T O I L E T

多目的用男性用 女性用
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2.45ｍ×2.15ｍ＝5.2675㎡

※１次側からの引込み、接地線等は分電盤内にて接続

▼印:配管 接続部

VP100

▼印:配管 接続部

ａ

ａ

基礎 外郭線

トイレユニット 外郭線

砕石 外郭線

犬走り 外郭線

躯体固定金具

水抜き孔:φ100

＊｢水抜き孔φ100｣は トイレユニット中心位置近くの基礎配筋を避けた位置に設置する事

タテヨコ共 D13 ＠200

M16xL100オールアンカー

躯体固定用金具:t=9.0加工

▽
F.L(G.L+20)水勾配

▽ G.L

※床下の引き回し給水管はステンレス管とし、保温材巻きとする。
※床上の露出給水管は、保温材巻きとする。

2.
0

2.0

LED照明：LEDB83911(東芝ﾗｲﾃｯｸ)、AC100V 同等品

電灯分電盤

室内照明

人感知センサー

LRSL-100(R)(ｼｭﾅｲﾀﾞｰ) 同等品

非常用押ボタン

非常用回転灯

明るさセンサー ON （壁付）

WS65771 (ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)同等品 *常開型

回転灯制御回路付　

IV1.6x2(PF16)

IV1.6x2 E1.6(PF16)

予備用空配管

パネルヒーター用　*配管立上げ電源取出し口

1口コンセント ウォシュレット用　*配管立上げボックス

IV1.6x2 E1.6(PF16)

回転灯用解除ボタン WN5460K (ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ)同等品 

ステンレス管

Ｇ.Ｌ
▽

Ｇ.Ｌ
▽

2-M12インサート
(M12ボルト締め)

犬走り: 　　　　　　　　　
コンクリート直均し仕上げ

掃除口

排水目皿

VP100

VP100

排水

VP75

馬住ヶ原運動場整備
国民スポーツ大会施設整備事業

番号

課長 照査 設計

縮尺

工事

市長

測量会社

調査会社

設計会社

(株)ゼンシン

管理技術者

照査技術者

主任技術者

主任技術者

駒ヶ根市赤穂１４番２８８

みんなのトイレ構造図(2)

馬住ヶ原運動場

原田東鶴

(株)ゼンシン
上松豊

図　　示

みんなのトイレ構造図（2）

令和７年度

駒ヶ根市役所 教育委員会 社会教育課

A-16

Scale 1:20

Scale 1:60

Scale 1:60

Scale 1:60

Scale 1:60

Scale 1:60

▼

インバート桝

▼

BOXｱｰｽ(ED)

ELBｱｰｽ(ED)

20
A

給水

15A

15A

VP40

Ｓ

2.0

Ｓ

求積図

「給水」系統 参考図

「電気」系統 参考図

排水管接続口詳細図

給水管接続口詳細図

「排水」系統 参考図

基礎伏図

基礎部断面 詳細図(ａ-ａ)

備　　考名　称記　号



ビス止めとする。

機器の重量［ｋｇｆ］に設計用標準水準震度を乗じたものとする。なお設計 　　〃　　
（踊場）

管理建築士

場所 図面名称件名 縮尺 日付 図面番号

FAX 0265-83-9728
長野県駒ケ根市上穂栄町13-7 TEL 0265-83-4865

国民スポーツ大会施設整備事業
一級建築士事務所 (伊那)B第44291号

上松 豊 一級建築士登録　第　　　号

2025/02電気設備特記仕様書 E-01NO SCALE

名　　　　称 測　点 取付高（ｍｍ） 名　　　　称 測　点 取付高（ｍｍ）

地上～上端
床上～上端

床上～中心

〃
〃
〃
〃

〃
鏡端～中心

床上～中心

〃
〃

（廊下・室内）
床上～下端

床上～中心

〃

〃
〃

壁付インターホン
　〃　（身障者用）

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

床上～中心

〃
〃
〃

〃
〃
〃
〃
〃
〃

〃

〃
〃

〃
〃

〃

〃
〃
〃

電

灯

力

動

電

話

時

声

・

計

拡

表

示

イ

ン

ン
タ
｜
ホ

テ

信

レ
ビ
共
同
受

火

知

報

災

図面に特記なきものは下表を標準とする。但し下表によりがたい場合には監督員との協議による。

床上～中心

〃
台上～中心
床上～中心

　ボックス（一般） 床上～操作部

壁付位置ボックス

２，０００
１，８００
１，５００

１，５００
（上端１，９００以下）

１，３００

　　３００

２，１００
２，５００
　　１５０

１，１００

　　１５０

　　１５０
　　５００

１，５００
（上端１，９００以下）

１，５００
１，３００

　　３００

１，５００

（天井高）×０．９

　　３００
　　１５０

　〃　（身障者用押釦）

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール

ハンドホール

Ｎｏ．－　　　

ハンドホール

Ｎｏ．－　　　

Ｎｏ．－　　　

Ｎｏ．－　　　

Ｎｏ．－　　　

Ｎｏ．－　　　

Ｎｏ．－　　　

Ｎｏ．－　　　

Ｎｏ．－　　　

Ｎｏ．－　　　

　　　６００×　　　６００×　　６８０Ｄ　　　

１、５００×１、５００×１、５００Ｄ　　　底部　ＧＬ－１、７４０以上

１、２００×１、２００×１、３００Ｄ　　　底部　ＧＬ－１、４９０以上

１、０００×１、０００×１、５００Ｄ　　　底部　ＧＬ－１、６００以上

１、２００×１、２００×１、５００Ｄ　　　底部　ＧＬ－１、７００以上

１、０００×１、０００×１、１００Ｄ　　　底部　ＧＬ－１、３００以上

１、０００×１、０００×　　　９００Ｄ　　　底部　ＧＬ－１、０６０以上

　　　９００×　　　９００×１、４００Ｄ　　　底部　ＧＬ－１、５６０以上

　　　９００×　　　９００×１、１００Ｄ　　　底部　ＧＬ－１、２６０以上

　　　９００×　　　９００×　　９００Ｄ　　　底部　ＧＬ－１、０６０以上

・ 中荷重 ・ 重荷重

・ 中荷重 ・ 重荷重

・ 中荷重 ・ 重荷重

・ 中荷重 ・ 重荷重

・ 中荷重 ・ 重荷重

・ 中荷重 ・ 重荷重

・ 中荷重 ・ 重荷重

・ 中荷重 ・ 重荷重

・ 中荷重 ・ 重荷重

・ 中荷重 ・ 重荷重

Ⅱ 工　事　仕　様　

通

共 取引用計器
引込開閉器
警報盤

分電盤

タンブラスイッチ
　　〃　　
コンセント

　　　　〃　　　
　　　　〃　　
　　　　〃　　　

ブラケット
　　〃　　

（台上）

（和室）
（便所等）

（一般）

（鏡上）

（身障者用）
（一般）

壁掛形制御盤

手元開閉器

室内端子盤

中間端子盤

集合保安器箱
壁付アウトレット

　　　　　〃　（和室）

（ＥＰＳ・電気室）

壁掛形親時計

消火栓表示灯

機器収容箱

壁付発信器

アッテネーター
壁掛形スピーカー

ブザー

子時計

表示盤

受信機

発信器
ベル

　　　　〃　　　（一般）
　　　　〃　　　（和室）

　　　　〃　　　（一般）
　　　　〃　　　（和室）

　（壁付インターホンを除く）

身障者用表示灯

押ボタン

副受信機
機器収容箱

ベル

操作スイッチ
押ボタン

アウトレット

（天井高）×０．９
（天井高）×０．８

８００～１，５００
８００～１，５００
８００～１，５００
８００～１，５００

　　３００
　　１５０

（天井高）×０．９

１，５００

　　３００
　　１５０

１，１００

１，３００

１，３００
　　９００
１，８００

（天井高）×０．９

（天井高）×０．９
（天井高）×０．９

１，３００
（天井高）×０．９
（天井高）×０．９
（上端１，９００以下）

１，５００

Ι 工　事　概　要

特　記　仕　様　書

２

工　事　場　所

建　物　概　要

建　物　名　称 備　　　考延面積階　数構　造

地上１階公衆トイレ ｍ216.56ＲＣ造

地上１階 ｍ2ＲＣ造更衣室 19.44

３ 工　事　種　目 （○印のついたものを適用する。）

工事種目
電灯設備
動力設備
電熱設備
避雷設備

建物別及び屋外

受変電設備
自家発電設備

電話配管設備
構内交換設備
電気時計設備
拡声設備
非常放送設備
表示設備
インターホン設備
テレビ共同受信設備
監視カメラ設備
火災報知設備
自動閉鎖設備
非常警報設備
ガス漏れ警報設備
防犯設備（配管）

中央監視制御設備

構内配電線路
構内通信線路

工事種別
屋外

１ 共　通　仕　様
適用図書及び書類は、下記によるもののほか関係法令、規則、各地方条例に準拠し、
係員の指示のもとに施工する。

（Ａ）電気設備工事設計図
（Ｂ）本特記仕様書
（Ｃ）国土交通省大臣官房庁営繕部監修　公共建築工事標準仕様書　電気設備工事編〈最新版〉

電気設備工事編〈最新版〉
　　　改修工事は　国土交通省大臣官房庁営繕部監修　公共建築改修工事標準仕様書　

（Ｄ）国土交通省大臣官房庁営繕部設備・環境課監修　公共建築設備工事標準図　
電気設備工事編〈最新版〉

（Ｅ）質疑応答書（現場説明を含む。）

尚、優先順位は（Ｅ）→（Ｂ）→（Ａ）→（Ｃ）→（Ｄ）とする。

２ 特　記　仕　様

（１）項目は番号に○印の付いたものを適用する。
（２）特記事項において選択する事項は、○印の付いたものを適用する。

１ 器材等 本工事に使用する設備機材等は、設計図書に規定するもの又は、これらと同等の
ものとする。
製造業者等が定められている機材については、設備機材等指定表又は、
（社）公共建築協会が実施する「建築材料・設備機材等性能評価事業」によって
所要の品質・性能を有することの評価を受けた材料・機材等によるほか、これら
と同等のものとする。ただし、これらの同等のものとする場合は監督員の承諾を受ける。
機材の品質・性能証明
使用する機材が設備機材等指定表による製造業者等のもの又は、「建築材料・設備機材

有すること
る場合は、共通仕様書第１編　１章　第４節　１．４．１　（ｂ）の品質および性能を
等品質性能評価事業」によって所要の品質・性能を有することの評価を受けたものであ

特記事項項目

12 竣工時提出物

の証明となる資料の提出を省略することができる。ただし、共通仕様書に
規定される製作図、試験成績書は除く。

８ 発生材の処理 ・無

・引渡しを要するもの以外は構外搬出適切処理とする。

・
（２）特別管理産業廃棄物　調査の結果ＰＣＢ混入なし

　ＰＣＢ使用機器は関係法令により適切に処理し、建物管理者に引き渡す。

電気保安技術者２ 電気事業法に定める自家用電気工作物に係わる工事においては、電気保安技
術者をおき、電気工作物の保安の業務を行うものとする。

３ 電気工事士 契約電力５００ｋＷ未満の電気工作物においても、第一種電気工事士により
施工を行う。

４ 工事用電力
水その他 の諸手続き等に・要する費用は、請負者の負担とする。

本工事に必要な工事用電力、水等の費用及び官公署、その他の関係機関へ

足場・さん橋類５ 別契約の関係請負者が定置したものは、無償で使用できる。

６ 工事用仮設物 　すべて請負者の負担とする。
　ただし設置条件は、構内に作ることが　　・できる　　　・できない

７ 保険

・有　（　　　　　　　　　　　　　　）

９ 残土処理 ・構内指定の場所に敷きならしとする。
・構外搬出とする。

施工計画書10 施工計画書は契約後速やかに提出し、製作図、施工図の提出時期を明示する。

11 工事写真
による。また工事着手前に写真撮影計画を提出する。
国土交通大臣官房官庁営繕部監修「工事写真の撮り方（改訂版）の建築設備編」

13 耐震施工 設備機器の固定は、次に示す事項を除き、すべて「建築設備耐震設計・施工
指針（国土交通省国土技術政策総合研究所、独立行政法人建築研究所）
最新版版」による。
（１）設計用水平地震力

用水平震度は次による。

・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　

・　特定の施設（甲類・乙類） ・　一般の施設（乙類）
重要機器・水槽 一般機器・水槽 一般機器・水槽重要機器・水槽

設置場所

２．０
（２．０）
＜２．０＞

（２．０） （２．０）
＜１．５＞

１．５ １．５

＜１．５＞
（１．５）
＜１．０＞

１．０
上層階、屋上
及び塔屋

中 間 階

地下階・１階

１．５
（１．５）
＜１．５＞

１．０
（１．５）
＜１．０＞

１．０
（１．５）
＜１．０＞

０．６
（１．０）
＜０．６＞

１．０
（１．０）
＜１．５＞

０．６
（１．０）
＜１．０＞

０．４
（０．６）
＜０．６＞

０．６
（１．０）
＜１．０＞

（注）（　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。

耐震安全性の分類

　　　＜　＞内の数値は水槽類に適用する。
重要機器
・分電盤　・自家発電装置　・交流無停電装置　・直流電源装置
・交換機　・火災報知器受信機　・中央監視装置　・複合防災盤　

設計用水平震度

再使用機器14

15 金属製電線管
の塗装

上層階の定義は次による。
　６階建以下の場合は最上階．７～９階建の場合は上層２階
　１０～１２階建の場合は上層３階．１３階建て以上の場合は上層４階
（２）設計用垂直地震力
　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　下記の露出配管は塗装を行う。
　　・屋　外　　　・屋　内（　　　　　　　　　　　　　　　　）

付ける。ただし、絶縁劣化等仕様に耐えない場合は、監督員に報告する。
　取外し再使用機器は、原則として清掃及び絶縁抵抗測定を行った後取り

16 呼び線 　長さ１ｍ以上の入線しない電線管には、１．２ｍｍ以上のビニル被覆鉄線
を挿入する。

ケーブル埋設票

色彩の決定

プレ－トの塗装

施工管理

非常用照明装置

機器への接続

17
18

19
20

21
22

23

24

26

27

ﾌﾗｯｼｭﾌﾟﾚｰﾄ
ﾌ ﾛ ｱ ﾍ ﾞ ｰ ｽ
ﾌﾛｱﾌﾟﾚｰﾄ

ﾌﾛｱｺﾝｾﾝﾄ

プレートの
用途表示

の照度測定

・図面に特記なきものは直付（ビス止め）型とする。
・砲金製　　　　　　　　・アルミ製

フロアコンセントは、直付（ビス止め）型垂直上下式（黄銅製）とする。
地中線路には、ケーブル埋設標をもうける。
・鉄製　　　　　　　　　・コンクリート製
監理者と協議のうえ決定する。

主施工管理に努めること、尚施工管理は一級施工監理技士とする。

照度測定　（全箇所以上）

本工事の動力制御盤より別途電動機等への配線の接続は本工事とする。

　図面に特記あるもの及び特殊なものを除き　　　　　・金属製　　　・樹脂製

プルボックス、ジョイントボックスおよび機器を実装しないプレートには、
用途を明示した略標をつける。

ブルボックス等のプレ－トおよび函体で露出するものは、焼付塗装とし化粧

国土交通大臣官房官庁営繕部監修「電気設備工事監理指針」(最新版)による自

施工25 施工は全て設計図書に示された設備が、機能を完全に発揮するように誠実に
行うこと。

他工事又は他工種
との取り合い

工事区分表による。ただしこれにより難い場合は監督員と協議する。31

予備配管28 埋込分電盤からの立上り予備配管は、予備の配線用遮断器４個以下の
場合(２５)を１本５個以上の場合は(２５)を２本、天井まで立上げる。

複合防災盤29

自動火災報知設備の地区音響装置の鳴動停止機能を付加すること。

盤および組込機器は一体形製作とし、その機能保証はすべて盤製作
メーカーとする。非常放送を有するときは、非常放送中における

電源は非常用と一般用の２系統とし、降圧トランスおよびバッテリー
等原則として別々に設置する。

機器収容箱30

・標準形　（ただし鳴動用穴は直接扉に明けたもの）

・函体および扉の鋼板厚は１．６ｍｍ以上とし、鳴動用穴は直接扉に
明けたものとする。（総合盤）

１

・有（ＰＣＢ使用機器：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３ 機　器　取　付　高

４ ハ ン ド ホ ー ル

下表による。（梯子は各ハンドホールに設置する。蓋取外し用フックを１組納入する。）

・ブロックの仕様は建設省仕様に準ずるものとする。
・ハンドホール蓋はＥマーク入り、Φ６００とする。

２ ブロックハンドホール（寸法は内法を示す。底部とはハンドホール内側底部をいう。）
・コンクリート相互間などは、エポキシ系樹脂接着剤により接着する。

他工事との取り合い

ハリ・床・壁貫通部の

天井埋込器具の

－の

防火扉・排煙垂壁

ボイラー・冷凍庫

キュービクル基礎

発電機基礎

補強

配管

配線

箱体

本体

電気

空調

配管

配線

本体

配線

ＥＬＶ

電話機

制御器

操作器

操作器

制御盤

制御盤

制御器

制御器

制御盤

天井切込

下地補強

配管配線

配管配線

配管配線

フロート

配管配線

配管配線

配管配線

手動開放装置

遠隔制御装置

組込火報機器

自動閉鎖装置

スリーブ仮枠

２次側配管配線

２次側配管配線

２次側配管配線

電話交換機

中央監視盤

全熱交換器

衛生動力

空調動力

水槽液面警報

オイルタンク

サインボード

（厨房、浄化槽含）

排煙口（機械排煙）

消火栓（専用栓）

ファンコイルユニット

エレベーターインタホン

引込負担金

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

天井改メロ

設備機器の防音、遠音、防振

自動扉・電動シャッタ

配線ピットおよび蓋

自立盤の基礎

建　　築電気設備 衛生設備 空調設備

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

下記による

５ 接　地　極

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埋設標（黄銅製又はステンレス製）

銅板１．５ｔ×９００×９００　　　補助接地棒（連結式１０φ×１、５００）　

銅板１．５ｔ×６００×６００　　　補助接地棒（連結式１０φ×１、５００）　

銅板１．５ｔ×３００×３００　　　補助接地棒（連結式１０φ×１、５００）　
リード端子付　堀削埋戻中心深さ１．５ｍ　　埋設標（黄銅製又はステンレス製）

リード端子付　堀削埋戻中心深さ　　　２ｍ　　埋設標（黄銅製又はステンレス製）

リード端子付　堀削埋戻中心深さ　　　２ｍ　　埋設標（黄銅製又はステンレス製）

接地棒（１０φ×１、５００）　　リード端子付　打ち込み式

下表による。ただし、これによりがたい場合は監督員との協議による。

Ａ種接地

Ｂ種接地

Ｃ種接地

Ｄ種接地

・

・

・

・

施工関係書類整備対応リスト

一般事項１ 工程管理

建設業退職金共済制度
品質管理

緊急時の対応

５ 総合施工計画書

工事請負契約書

出来高管理
施工管理（監督報告・自主管理・工事写真等）

火災保険証書
請負代金内訳書
工程表

検査関係

３ 工事関係

２
産業廃棄物（マニフェスト等）
再資源利用実施報告書
工事用電力設備の保安責任者
電気保安技術者届（必要に応じて）
下請負人通知書
現場代理人等通知書
施工体制台帳
工事カルテ

施工プロセス（チェックリスト）
工事成績評定書
工事検査請求書

工事材料承認
施工の立会記録
施工報告書（日報・月報）

施工の立会

４ その他
安全管理

環境対策

工事全体の施工計画書
６ 工種別施工計画書

工種別の実施施工計画書

７ 設計図書
施工図・完成図・完成写真

８ 品質証明
品質照明・保証書
取扱い説明書９
機器・システム等

６ 他工事との取合い区分

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

７ その他

工事期間中請負者の責任において労災保険に加入し、その費用は請負者の
負担とする。建物（施設）引渡しまで請負者は工事目的、工事材料等につ
いて火災保険をかけるものとする。

（１）引渡しを要するもの
蛍光管

駒ケ根市赤穂14番地288

建築特記仕様書の1-15・1-16による。

令和7年度 駒ケ根市
馬ヶ原運動場 馬住ヶ原運動場整備工事社会教育課

教育委員会

駒 ヶ 根 市
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Ｓ

Ｓ

Ｓ

ＳＳ

2

記 号 名　称・仕　様

凡　　例

既設分電盤

既設照明

既設壁スイッチ

既設壁コンセント2P15A×２

壁コンセント2P15AE極×２

人感センサー（親）

人感センサー（子）

天井内転がし配線EM-EEF1.6ｰ3C

ＬＥＤ照明器具：

ＬＥＤ照明器具(人感ｾﾝｻｰ付)：

XFX440AEN LE9同等

NNFS21851C LE9同等

Ｓ

Ｓ

2E

天井以下立下り部は
露出配管(化粧モール)

管理建築士

場所 図面名称件名 縮尺 日付 図面番号

FAX 0265-83-9728
長野県駒ケ根市上穂栄町13-7 TEL 0265-83-4865

一級建築士事務所 (伊那)B第44291号
上松 豊 一級建築士登録　第　　　号

駒ケ根市
馬ヶ原運動場社会教育課

教育委員会

駒 ヶ 根 市

国民スポーツ大会施設整備事業 電 気 設 備 平 面 図

＜トイレ棟＞

令和7年度 

馬住ヶ原運動場整備工事
E-022025/02S=1/50
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名　称・仕　様

2

記 号

凡　　例

壁コンセント2P15AE極×２

人感センサー（親）

人感センサー（子）

天井内転がし配線EM-EEF1.6ｰ3C

既設分電盤

既設照明

既設壁スイッチ

既設壁コンセント2P15A×２

ＬＥＤ照明器具：XFX440AEN LE9同等

Ｓ

Ｓ

2E

天井以下立下り部は
露出配管(化粧モール)

管理建築士

場所 図面名称件名 縮尺 日付 図面番号

FAX 0265-83-9728
長野県駒ケ根市上穂栄町13-7 TEL 0265-83-4865

一級建築士事務所 (伊那)B第44291号
上松 豊 一級建築士登録　第　　　号

駒ケ根市
馬ヶ原運動場社会教育課

教育委員会

駒 ヶ 根 市

国民スポーツ大会施設整備事業

＜更衣室棟＞

電 気 設 備 平 面 図
馬住ヶ原運動場整備工事

令和7年度 E-032025/02S=1/50



飲料水管系に使用されているペーストシール剤は、室内汚染に係る揮発性化合物に指定されている

章 項　　目 特　　　　記　　　　事　　　　項

管理建築士

場所 図面名称件名 縮尺 日付 図面番号

FAX 0265-83-9728
長野県駒ケ根市上穂栄町13-7 TEL 0265-83-4865

国民スポーツ大会施設整備事業
一級建築士事務所 (伊那)B第44291号

上松 豊 一級建築士登録　第　　　号

2025/02機械設備特記仕様書 M-01

工 事 場 所

Ⅰ．工　事　概　要

建 物 概 要

別表第一の区分
消防法施行令

１

２

３．工　事　種　目（●印を付けたものを適用する）

４．設　備　概　要（○印を付けたものを適用する）

・

５．指　定　部　分　　

Ⅱ．図　面　目　録

１．共　通　仕　様
Ⅲ．工　事　仕　様

２．特　記　仕　様

●

一

般

事

建 物 名 称 構 造 階 数 延面積(㎡) 備　考

建　物　別 工　　　　　　事　　　　　　内　　　　　　　容
工 事 種 目

方　法　及　び　種　別

空　　調　　方　　式

暖　　房　　方　　式

換　　気　　方　　式

給　　水　　方　　式

排　　水　　方　　式

冷　暖　房　方　式

消 火 設 備 の 種 別

ガ　ス　の　種　別

設　　　　　　備　　　　　　概　　　　　　要

・

・除湿型放射冷暖房 ・ヒートポンプエアコン

・遠赤外線暖房 ・温水暖房 ・ＦＦ暖房

・局所換気

・水道直結式　　　・加圧式　　　　　・高置タンク式（・上水　・井水）

・建物内汚水、雑排水（・分流　・合流）

・建物外汚水、雑排水（・分流　・合流）

浄化槽　（・合併　・単独　）

・屋内消火栓設備

放流先　　　　・公共下水　　　・　

・消火器(建築工事) ・パッケージ型消火設備

・都市ガス（発熱量　　　　　 　KJ/Nm、供給事業者名：　　　　　　　　）

・液化石油ガス（発熱量 100,000 KJ/Nm ）

3

3

・無　　　　　　・有

対　象　部　分：

機械設備 特記仕様書
給排水・換気設備 平面図

 No.

01
02

図 面 名 称  No. 図 面 名 称

「公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）（最新版）」（以下、「改修標準仕様書」
という。）及び「公共建築設備工事標準図（機械設備工事編）（最新版）」
（以下、「標準図」という。）による。

それぞれの工事仕様を適用し、下記の　 工事仕様は適用しない。

(2)電気設備工事及び建築工事を本工事に含む場合、電気設備工事及び建築工事は、

参考図書

●長野県建築工事の手引き（以下、「手引き」という。）（平成２４年版）長野県建設部施設課監修

(1)図面及び特記仕様に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部の「公共建築工事
標準仕様書（機械設備　工事編）（最新版）」（以下、「標準仕様書」という。）

　(1)章は●印の付いたもの、項目は番号に○印の付いたものを適用する。

　(2)特記事項のうち選択する事項は・印の付いたものを適用し、・印の付いたものは適用しない。

(1) 本工事に使用する材料・機材等は、設計図書に定める品質及び性能と同等以上の
ものを使用する。ただし、製造業者等が記載されている場合は同等以上のものとする

場合は、あらかじめ監督職員の承諾を受ける。

(2) 別表-1に示す材料・機材等の製造業者等は次の1)から6)すべての事項を満たすもの
とし、この 証明となる資料又は外部機関が発行する品質及び性能等が評価されたこ
とを示す書面を提出し監督職員の承諾を受ける。

1)品質及び性能に関する試験データが整備されていること。
2)生産施設及び品質の管理が適切に行われていること。
3)安定的な供給が可能であること。
4)法令等で定めがある場合は、その許可、認可、認定又は免許を取得していること。
5)製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
6)販売、保守等の営業体制が整えられていること。なお、システムとして機能する
ものにあっては、システムの構築能力があり、現場での施工体制が整えられていること。

１ 機材等

２ 使用材料発注先調書

３ 施工条件明示項目

４ 化学物質を発散する
建築材料等

５ ペーストシール剤

６ 電気保安技術者
７ 技 能 士 の 適 用
８ 監 督 員 事 務 所
９ 工事用電力･用水等
10 足場・さん橋類

11 資 材 の 保 管
12 建　設　発　生　土
13 埋め戻し土・盛土
14 山 　留 　養 　生
15 発  生  材  処  理

16 文 字 入 名 札 等

17 取 扱 説 明 板

18 総　 合 　調 　整

19 容 量 等 の 表 示

20 耐　 震 　措 　置

使用材料名、製造者名、発注先、品質性能証明資料提出の省略について記載した調書を
作成し、監督職員の承諾を受ける。

公共建築工事積算基準の解説(設備工事編)の「執務並行改修」

本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有するも
のとし、次の1)から5)を満たすものとする。
1)合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ，パーティクルボー
ド、その他の木質建材、ユリア樹脂板、仕上げ塗材及び壁紙は、ホルムアルデヒドを発散しない
か、発散が極めて少ないものとする。
2)保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない
ものとする。
3)接着剤はフタル酸ジーｎーブチル及びフタル酸ー２ーエチルヘキシルを含有しない難揮発性の可
塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散
が極めて少ないものとする。
4)塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて
少ないものとする。
5)上記1)、3)、4)の建築材料等を使用して作られた家具、書架、実験台、その他什器等は、ホルム
アルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。
なお、ホルムアルデヒドを発散しないものとは、発散量が規制対象外のものを、ホルムアルデヒ
ドの発散量が極めて少ないものとは、発散量が第３種のものをいい、原則として規制対象外のも
のを使用するものとするが、該当する材料等が無い場合は第３種のものを使用するものとする。

下記の物質を材料及び製造工程に使用されていないこと。

電気保安技術者を設置する。
・配管(１．２)　・冷凍空気調和機器(１．２)　・熱絶縁(１．２)　　・建築板金(１．２)
・設けない　・設ける
この工事に必要な工事用電力、用水、諸手続きなどの費用は請負者の負担とする。
・別契約の関係請負者が定置したものは無償で使用できる。　・本工事で負担する。
・改修機械設備標準仕様書第１編2.2.1によるほか下記による。
・ 内部仮設足場等（・　　　種　・　　　種）　・外部仮設足場等（・　　　種　・　　　　種）
資材の保管は必ず屋根をかけ地上30cm以上の架台に乗せる。
・監督員が指示する構内の場所に敷ならし　　・構内指定場所にたい積　　・構外搬出適切処理
・根切中の良質土（ただし管の周囲は山砂、川砂又は再生砂）　・山砂の類
根切中の山留め　・有（　　　　　　　）　・無

(1)引渡しを要するもの　　・無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(2)引渡しを要するもの以外は構外搬出し関係法令により適切に処理すること。

標準仕様書第１編１．７．４によるほか、バルブ類等は必要に応じて合成樹脂製名札をステンレ
ス線等で取付ける。
機器等の取り扱い方法及び重要な定期点検項目等を書いた取扱説明板（アクリル樹脂製、文字彫
込み程度）を設ける。大きさは、約　　　　㎡とする。
・風量調整　・水量調整　・室内外空気の温湿度測定　・騒音測定
・飲料水の水質の測定（・水質基準検査10項目(一般細菌､大腸菌､硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素､

　飲料水の水質の測定は厚生労働大臣登録水質検査機関とする。
(1)機器類の能力、容量等は、表示された数値以上とする。
(2)電動機出力、燃料消費量、圧力損失は、原則として表示された数値以下とする。
機器、配管、風道等は耐震を考慮し堅固にすえ付け、取付又は支持を行う。
耐震措置の計算及び施工方法は、次に掲げる事項以外、すべて「建築設備耐震設計・施工指針
２０１４年版」（国土交通省国土技術政策総合研究所・独立行政法人建築研究所監修）による。

(3)特別管理産業廃棄物　・無　　・有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

ヒドの発散量
ホルムアルデ 該　当　す　る　建　築　材　料

第　三　種

規制対象外

②建築基準法施行令第２０条の５第３項による国土交通大臣認定品

ｆ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用
ｅ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない塗料使用

ｃ 非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデヒドを放散しない材料使用

②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交通大臣認定品

④旧JASのＦco規格品
③旧JISのＥo規格品

①JIS及びJASの F☆☆☆規格品

ｄ ホルムアルデヒドを放散しない塗料等使用

ｂ 接着剤等不使用
ａ 非ホルムアルデヒド系接着剤使用
③下記表示のあるJAS規格品

①JIS及びJASの F☆☆☆☆規格品

パラジクロロベンゼン、テトラデカン、クロルピリオス、フェノブカルブ、ダイアジノン
フタル酸ジーｎーブチル、フタル酸ジー2ーエチルヘキシル

ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼン、スチレン

共

通

項

(4)再利用又は再生資源化を図るもの　（ｺﾝｸﾘｰﾄ塊､ｱｽﾌｧﾙﾄ塊､木くず､金属くず､塩ビ管､　　　 ）

工事に先立ち手引き第２編による廃棄物等処理計画書を監督職員に提出し、しゅん工時には
廃棄物等処理報告書を作成し提出する。

塩化物ｲｵﾝ､有機物等(TOC)､pH､味､臭気､色度､濁度）　・トルエン）

(1)設計用水平地震力は、機器の重量（自由表面を有する水槽その他の貯槽にあっては有効重量)
に、次に示す地域係数及び設計用標準水平震度を乗じたものとする。地域係数は1.0とする。

21 あと施工アンカー
　 確　認　試　験
22 吊　　 金 　　物
23 配　 管 　勾 　配

24 管　 の　 保　 護

25 管　 の 　埋 　設

設　置　場　所

上層階、屋上及び塔屋

中　間　階

地下階、一階

耐　震　安　全　性　の　分　類
・特定の施設（・甲類　・乙類） ・一般の施設（乙類）

２．０
（２．０）
〈２．０〉

（２．０）

１．５
（１．５）
〈１．５〉
１．０

（１．０）

１．５

〈１．５〉
（２．０）
１．５

〈１．５〉
１．０

（１．５）
〈１．０〉

１．０
（１．５）
〈１．０〉

１．０
（１．５）
〈１．０〉

０．６
（１．０）

０．６
（１．０）

０．６
（１．０）
〈０．６〉
０．４

（０．６）

一般機器 重要機器 一般機器重要機器

〈１．５〉 〈１．０〉 〈１．０〉 〈０．６〉

　・火を使用する設備・避難経路上に設置する機器・　　　　　　・　　

（注）１．（　　）内の数値は防振支持の機器の場合に適用する。
２．〈　　〉内の数値は水槽類に適用する。
３．上層階の定義は次による。
２～６階建以下の場合は最上階、７～９階建の場合は上層２階
重要機器とは下記に示すものをいう。

　・給水装置・排水装置・換気機器・空調機器・防災設備・監視制御設備・危険物貯蔵装置

(2)設計用鉛直地震力は、設計用水平地震力の1/2とし、水平地震力と同時に働くものとする。
機械改修工事標準仕様書第２編５章による。

吊金物は亜鉛メッキ又はステンレス鋼製とする
給水、給湯、消火、冷温水、冷却水管は、図示による水抜きが確実にできるよう水抜き位置に向
かって下り勾配とする。
コンクリート内の鋼管、鉛管及び塩ビ管については、プラスチックテープを1/2重ね１回巻きと
する。また、コンクリート土間下配管は、鋼棒等により沈下防止措置をする。
土中埋設管（排水含む）は、管の上下をサンドクッション厚100mmで保護する。
給水管、消火管の埋設深さは　　　　　mmとする。又、ガス管の埋設深さは　　　　　mmとする。

・性能確認試験 (　　　　　　　）・施工後確認試験 (　　　　　　　　）確認強度　    kN

 ６００

〇
空
気
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和
設
備
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暖
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設
備

○
暖
房
設
備

26 管の埋設表示

27 溶接部の
非破壊検査

28 塗 　装

29 機器の基礎及び
振動絶縁効率

31  は　つ り
32　保 温 及 び

30　電　線　類

消音内貼り

１ 設 計 温 湿 度

７ 風 量 測 定 口
８ チ ャ ン バ ー

９ 防煙ダ ン パ ー

２ 居室騒音限界

３ 煤煙濃度計

６ ダ　ク ト
５ 煙　　 道
４ ばいじん量測定口

排水管を除く管には、埋設表示用テープを設置する。
検査対象　　・配管　　　・煙道　　　・　　　　　　・　
抜取率　　　・標準仕様書による　　・　
検査の種類　・ＲＴ　　・ＰＴ又はＭＴ
下記の金属配管、電線管は塗装を行う。
・屋外露出　　　　　・保温を行わない屋内露出
・金属配管のねじ切り部分は錆止め処理を行なう。

下記の保温を行わない亜鉛メッキを施したダクト及び配管は塗装を行わない。

・倉庫　　　　・　

図示された屋外埋設管の分岐及び曲がりの箇所には、コンクリート製標柱を埋め込む。
舗装部分は埋設標示ピンとする。また、施工上生じた分岐、曲がりの箇所についても同様とする。

機　　　　　器 基　　　　　　礎 振 動 絶 縁 効 率
遠 　心 　送 　風 　機
空 調 用 ポ ン プ 及び
ボイラー給水用ポンプ
揚 水 用 ポ ン プ 及び
小形給水ポンプユニット

・ 標準基礎　　・ 防振基礎
・ 標準基礎　　・ 防振基礎

・ 標準基礎　　・ 防振基礎

・ 　％以上　・　
・ 80％以上　・　

・ 80％以上　・　

・別図による。
電線及びケーブルの規格は標準仕様書第４編１．５．１、表４．１．１１による。
既存のコンクリート床及び壁の配管貫通部の穴明けは原則としてダイヤモンドカッターによる。
標準共通仕様書第２編によるほか下記による。
給水管、給湯管、冷温水管等の管、バルブ（グランド部を含む）、フランジ、可とう継手及び空
調ダクトのフランジは、建物内外共保温する。なお、保温端部はシーリング処理を行う。
各配管の保温厚で標準仕様書中厚30mm未満の箇所はすべて厚30mm以上とする。ただし、排水管は
除く。
・換気ダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・範囲は図示による　・外壁より１ｍ迄　
・外気取入れダクトの保温要（保温厚25mm）　　・範囲は図示による　・　
・排気ダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・範囲は図示による　・　
・還りダクトの保温要（保温厚25mm）　　　　　・範囲は図示による　・　
・膨張タンクよりボイラーへの補給水管の保温は膨張管の項による。
・建物内の空気抜き管の保温は膨張管の項による。
・空気調和機、ファンコイルユニット、冷水及び冷温水のドレーン管の保温は排水管の項による。
・全熱交換器用ダクトの保温要（保温厚50mm）　・範囲は図示による　・　
保温種別は下記による
　ダクト　　　　　　　　　　　・イ（・１号　・２号）　　・ロ
　冷温水、冷水、温水、蒸気管　・イ　　　　　　　　　　　・ロ
　機器　　　　　　　　　　　　・イ　　　　　　　　　　　・ロ
　給水管　　　　　　　　　　　・ハ　　　　　　　　　　　・ロ（凍結防止帯巻部分）　
　排水管　　　　　　　　　　　・ロ　　　　　　　　　　　・　
　給湯管　　　　　　　　　　　・イ　　　　　　　　　　　・ロ
・排水管でピット内、共同溝内及び最下階の床下の下記の部分は保温する。
　なお仕様はｄ(ハ)とする。
　（・排水トラップ　・鉛管　・鋼管類　・ビニール管　・ドレーン管　・　　　　　　　　）
・消火管で下記の部分は保温する。なお仕様は給水管の項による。
　（・屋内消火管　・水抜きできない管　・スプリンクラー配管　・　　　　　　　　　　　）
・圧力タンク、膨脹水槽、各種呼水槽等鋼板製水槽は保温する。なお仕様は各機器の項に準ずる。
・大便器は保温する。
・共同溝の保温種別　（・ピット内に準ずる　・　　　　　　　　　　）

・設ける（測定口は80φとする）　・　

・低圧ダクト　・高圧１ダクト　・高圧２ダクト
・アングルフランジ工法　　・スパイラルダクト
・コーナーボルト工法（・共板フランジ工法　・スライドオンフランジ工法）

(1)内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。
(2)空気調和機、温風暖房機に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバー及び風道系で消
　 音内貼りしたチャンバーには点検口を設け、点検口の大きさは図示による。
(3)外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは、雨水の滞留のないように施
 　工する。
復帰方式（・遠隔　・　　　　　　　　）
定格入力は、ＤＣ24Ｖ、0.7Ａ以下とする。

33  防 凍 保 温

34  試  　　験

35　他工事との取合
36　そ　の　他

・屋外露出部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

・屋外露出部（給水管、冷温水管、膨脹管、冷水管、温水管、ドレーン管、消火管、排水管、

・各種機器について図示電気ヒーター等の防凍対策を行う。（　　　　　　　　　　　　　　）
(1)各種配管の試験は、新設配管に適用する。
(2)新設配管は、既設配管の接続前に試験を行う。

　（長野県公式ホームページ(電子入札システム)に掲載される、当該入札公告の添付図書）

・アルミガラスクロス　　　　・　
・アルミガラスクロス　　　　・　
・カラー亜鉛鉄板　　　　　　・　

（　　　　　　　）
・ステンレス鋼板　　　　　　・　

区　　　　分 保　　　　温　　　　外　　　　装
・アルミガラスクロス　　　　・　
・アルミガラスクロス　　　　・　

・ステンレス鋼板　　　　　　・　
（　　　　　　　）

区　　　　分
屋　内　露　出
屋　外　露　出 ・ステンレス鋼板　　　　　　・保温化粧ケース

・綿布　　　　　　　　　　　・保温化粧ケース
保　　　　温　　　　外　　　　装

保　　　　温　　　　外　　　　装区　　　　分

倉庫・書庫
機械室
居室・廊下など

居室・廊下など
機械室
倉庫・書庫

・配管の保温外装は下表による。（配管には、冷媒管は除く。）

・冷媒管の保温の外装は下表による。なお保温化粧ケースの材質は図示による。

・ダクトの保温外装は下表による。

弁類)は防凍保温を行い厚さは管径25mm以下のものは50mm、管径32mm以上のものは40mmとする。

弁類）は電気ヒーター等の防凍対策を行う。なお、保温厚は３２に準じる。

配管、ダクト、器具据え付けにともなうスリーブ、枠入れは本工事とし、他は工事区分表による。
保険等の各種措置については、別添「特記仕様書(共通事項)」による。

下表によるほか、耳ざわり音がないよう機種選定およびダクト消音対策を行う。

外　　　気
屋　　　　　　　　　内

一　般　系　統

夏　季
冬　季

温度(DB) 湿度(RH)
℃

温度(DB) 湿度(RH) 温度(DB) 温度(DB) 湿度(RH)

％℃

湿度(RH)
％ ℃

％℃
％ ℃

％℃
％ ℃

％℃
％

Ａ　特　性　(ｄＢ) Ｎ　　Ｃ　　値

34.2

-6.5

50

69

27.0

20.0

室　　　　　　　　名

・設ける　　・　

伸縮継手、掃除口及びばい煙量測定口の位置は図示による。　

取付部は図示による。
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10 ピストンダンパー
11 弁 　　　　　　類
12 温　　 度 　　計
13 圧　　 力 　　計
14 瞬　間　流　量　計
15 油 面 制 御 装 置

１ ダ　　 ク 　　ト

３ ダ 　ン 　パ 　ー

５ チ ャ ン バ ー
４ 排気ダクトのシール

６ 耐　 火 　措 　置

１ ダ　　 ク 　　ト
２ 排 煙 口 の 形 式
３ 排煙口手動開放装置
（開放及び復帰方式）
４ 排 煙 風 量 測 定

１ 中央監視制御装置
２ 中央監視制御装置
　 の 構 成 ・ 機 能
３ 電気計装工事の配線

１ 大 便 器 洗 浄 弁
２ 大便器ロータンク
３ 温水洗浄式便座

４ 小 便 器 洗 浄 弁
５ 小 便 器 洗 浄 管

７ 化　　 粧 　　棚
８ 石  　けん  　受
９ 洗　 　面 　　器
10 標　　 記 　　板
11 大便器耐火カバー

１ 量　　 水 　　器
２ 量　 水 　器 　桝
３ 弁 　　　　　　類
４ 引 込 納 付 金 等
５ 給　 水 　勾 　配
６ 建物導入部配管

１ 洗面器等の排水管
２ 排　 水 　勾 　配
３ 満 水 試 験 継 手
４ ｲﾝﾊﾞｰﾄ桝、ため桝

１ 弁　　　　　　 類

１ 屋 内 消 火 栓 箱
２ 建物導入部配管

１ 機 器 の 寸 法
２ 燃　 焼 　機 　器

１ 充 て ん 容 器
２ 集 　合 　装 　置
３ 転 倒 防 止 等
４ メ　 ー　 タ　 ー
５ ガス漏れ警報器
６ 引 込 負 担 金
７ 電　気　防　食
８ 建物導入部配管

１ しゅん工時提出物
２ 定　 期　 報　 告

３ 特別管理産業廃棄物
　 管  理  責  任  者

２ 風 量 測 定 口

復帰方式（・遠隔　・　　　　　）
ＪＩＳ又はＪＶ（・５Ｋ　　・１０Ｋ（図示部分））
取付部は図示による。
取付部は図示による。
コック付とし、形式及び取付部は図示による。
制御盤には（・給油ポンプ制御　・満油警報　・遠隔警報　・電磁弁制御　・返油ポンプ制御
・減油警報　・　　　　　）の端子を設ける。なお、フロートスイッチ部と制御盤間の配管配線
は製造者の標準仕様とする。

・低圧ダクト　・高圧１ダクト　・高圧２ダクト
・アングルフランジ工法　　・スパイラルダクト
・コーナーボルト工法（・共板フランジ工法　・スライドオンフランジ工法）
・厨房・浴室系統の排気用ダクトの水抜き（・要　　・不要）
・厨房系統の長方形排気用ダクトの板厚は、標準仕様書より1ランク厚いものを使用する。

・浴室（シャワー室、脱衣室を含む）系統　・　

・亜鉛鉄板　・　
図示による
・ワイヤー式　　・電気式（遠隔操作　　・不要　・要）　

「建築設備定期検査業務基準書平成20年度版」（(財)日本建築設備昇降機センター）の排煙風量
の検査方法に準ずる。
・有り　　・無し
図示による

使用する電線類はＥＭ電線とし、規格は標準仕様書第４編表１．５．１　表４．１．１１の使用
電線類の規格による。（機器、盤類は除く）
屋外・屋内露出の電線は図面に特記のない限り金属管配線とする。
天井内隠蔽の配線は図面に特記のない限りケーブル配線とする。

・バキュームブレーカー　・不凍結装置付　・低圧フラッシュバルブ（　　　　　　　　　　）
・水抜き装置付
加熱方式（・貯湯式　・瞬間式）　給水方式（・給水管直結給水方式　・ポンプ加圧給水方式）
温風乾燥機能（・有　・無）　　脱臭（・有　・無）

・露出　　・隠ぺい　　・水抜き装置付
・不凍結装置付・感知小便器一体型フラッシュ方式・個別感知フラッシュ方式（・埋込　・露出）

・節水コマ　・固定コマ（・寒冷地対応形　・　　　　　　）
・陶器製（・露出形　・　　　　）
・陶器製（・露出　・埋込）

・取付箇所（・大便器　・小便器　・　　　　）材質（・陶器製　・　　　　）
・設ける（ピット内は除く）　　・設けない

・親メーター（・貸与品　・　　　　）　・子メーター（・買取り　・　　　　）
・水道事業者指定品（・貸与品　・買取り）　・標準図ＭＣ形
ＪＩＳ又はＪＶ　・水道直結部分（・１０Ｋ　・　　　）　・その他の部分（・５Ｋ　・　　　）
・要（・本工事　・別途工事）　・不要
・不凍栓の二次側は水抜きが確実にできること。
・標準図　施工４、５（・(a)　・(b)　・(c)）による。

洗面器及び手洗器に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップとする。
屋内　・65Ａ以下は1/50、75Ａ以上は1/100以上　　屋外　・1/50以上　・1/200以上
図示の箇所に取付ける。
桝のコンクリート部は工場製品としてもよい。

ＪＩＳ又はＪＶ（・５Ｋ　　・１０Ｋ　（図示部分））

・ＨＢ－４Ａ　　・ＨＢ－１Ｂ　　・　パッケージ形消火設備Ⅰ型
・標準図　施工４、５（・(a)　・(b)　・(c)）による。

概略寸法とする
使用ガス（・都市ガス　・液化石油ガス）

・標準図　施工72による　2本組。
・別途（・50kg　・　　　　）

・標準図　施工73（・(a)　・(b)）による
・親メーター（・貸与品　・　　　　）　・子メーター（・買取り　・　　　　）　
・本工事（図示による）　・別途工事
・要（・別途工事　・本工事）　・不要
・要　・不要
・標準図　施工４、５（・(a)　・(b)　・(c)）による。

工事しゅん工後３ヶ月、12ヶ月に点検をして、その結果を書面で施設課長あて報告する。
（管理者からの聞き取り調査を含め、調査には必ず管理者の立会いを要する。）
特別管理産業廃棄物の処理に当たっては、廃棄物処理法に基づき特別管理産業廃棄物管理責任者を
選任する。

（別表-1）品質及び性能を有することの証明となる資料を提出する機材等
・（社）公共建築協会による「建築材料・設備機材等品質性能評価事業」における評価対象となる機械設備機材等

・その他監督職員の指示によるもの

（別表-2）しゅん工時提出物（○印を付けたものを提出する。作成方法は手引きによる。）

１　提出書類等目録

４　工事施工関係書類

５　工事完成資料

６　保守管理資料

注)完成図面の種類は、設計図面に準じて作成すること。

７　官公署届出書類等

８　工具・予備品等

９　引渡書

10　試運転用油等（　　　　）の納品書写

11　その他監督職員の指示によるもの又は特記によるもの

・
・

屋外露出、多湿箇所

屋外露出、多湿箇所

・

〇

取付位置は図示による。
空気調和設備の該当項目による。

空気調和設備の該当項目による。
自家発用換気ダクトが自家発室外を通過する場合の耐火措置は図示による。

６ 水　　　　　　栓

・止水栓付　

〇機械設備 特記仕様書01
02 給排水・換気設備 平面図(便所棟)
03 給排水・換気設備 平面図(更衣室棟)

NO SCALE

駒ケ根市赤穂14番地288

公衆トイレ・更衣室の機械設備の改修

RC造 1公衆トイレ 16.56m2

RC造 1更 衣 室 19.44m2

　空　気　調　和　設　備
　冷　 暖 　房 　設 　備
　暖　　 房　　設 　　備
　換　　 気　　設 　　備
　排　　 煙　　設 　　備
　自　動　制　御　設　備
　衛　生　器　具　設　備
　給　 　水　　設 　　備
　排　 　水　　設　　 備
　給　　 湯　　設 　　備
　消 　　火　　設　　 備
　ガ　　 ス　　設　 　備
　給　　 油　　設　　 備
　厨　房　機　器　設　備
　実 験 実 習 器 具 設備
  浄　化  槽　 設  　 備
  雨　　水　　 設  　 備
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別添「しゅん工時提出物一覧表」及び監督員の指示による。

２　完成図（製本・CADデータ）

３　設計図（CADデータ）

駒ケ根市
馬ヶ原運動場

令和7年度 

馬住ヶ原運動場整備工事社会教育課

教育委員会

駒 ヶ 根 市



SUS床見切 SUS床見切
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VF
1

VF
1

オート洗浄付き暖房便座便器

機器型番
風量：60CHM、静圧：5Pa（人感センサー付）
付属品：パイプスリーブ

名　　称

パイプ用ファン

記　号

VF-１

使用機器 仕 様名　称 設置場所 数

ふた固定･掃除口付
3

男子便所
女子便所

壁掛け形センサー一体型
他付属品一式

他付属品一式自己発電タイプ
男子便所

他付属品一式
男･女便所
更衣室

4

他付属品一式
盗難防止形耐食鏡

男･女便所
更衣室

4

L型
他付属品一式

700ｘ700ｘ90 1

他付属品一式
1I型 600ｘ90 女子便所

小便器用 1
他付属品一式

男子便所

男子便所

記 号 名 称

〃

〃

給 水 管

屋 外 排 水 管

通 気 管

排 水 管

ド レ ン 管

冷 媒 管

逆 止 弁

仕 切 弁

埋 設 弁

散 水 栓

洗 浄 弁

水 栓

床 排 水

床 上 掃 除 口

保温付フレキシブルダクト

保温付フレキシブルダクト

屋内一般・暗渠

屋外埋設

屋外埋設

屋内一般・暗渠

屋内一般・暗渠

地中配管

土間部分

土間部分

屋内一般

屋内一般

屋内一般

屋内一般

JIS 10K

不凍水栓柱

不凍栓

水，湯，混合水栓

仕 様

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

水道用硬質塩化ビニルライニング鋼管

耐衝撃性硬質塩化ビニル管

硬質塩化ビニル管

硬質塩化ビニル管

硬質塩化ビニル管

硬質塩化ビニル管

硬質塩化ビニル管

硬質塩化ビニル管

冷媒用被覆銅管

管端防食継手

JWWA K 116(SGP-VB)

JWWA K 116(SGP-VD)

JWWA K 118(HI)

管端防食継手

JIS K 6741(VP)

JIS K 6741(VP)

JIS K 6741(VU)

JIS K 6741(VP)

JIS K 6741(VP)

φ V

1 100

仕　　　　　様 備　考

アルミパネルt=2.5共

台数W

5 便所・更衣室

設置場所

化粧鏡

手　摺

手　摺

手　摺

洋風大便器

小便器

一体形洗面器
カウンター

3

V-08PAS8同等

CS597BCS同等
二連紙巻器YH701同等

(TCF-5534AU同等)貯湯式･エコリモコン･洗浄リモコン

UFS900WR同等

排水金具(Sトラップ)・水石けん入TLK05202J同等
自動水栓(自己発電タイプ)TLE28SS1W同等

MV45同等

YM4560FE同等

T112CL9同等

T112C6同等

T115CU3R同等

4

機 器 表

器 具 表

EA

OA

D

R

凡 例

管理建築士

場所 図面名称件名 縮尺 日付 図面番号

FAX 0265-83-9728
長野県駒ケ根市上穂栄町13-7 TEL 0265-83-4865

一級建築士事務所 (伊那)B第44291号
上松 豊 一級建築士登録　第　　　号

馬ヶ原運動場
駒ケ根市

社会教育課

教育委員会

駒 ヶ 根 市

国民スポーツ大会施設整備事業 給排水･換気設備平面図

＜トイレ棟＞

令和7年度 

馬住ヶ原運動場整備工事
M-022025/02S=1/50
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ステンレス框W100×H110ステンレス框W100×H110

衝立:Ｒ面取

踏 込 踏 込
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犬走り
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改修平面図 既存平面図
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管理建築士

場所 図面名称件名 縮尺 日付 図面番号

FAX 0265-83-9728
長野県駒ケ根市上穂栄町13-7 TEL 0265-83-4865

一級建築士事務所 (伊那)B第44291号
上松 豊 一級建築士登録　第　　　号

馬ヶ原運動場
駒ケ根市

社会教育課

教育委員会

駒 ヶ 根 市

令和6年度 国民スポーツ大会施設整備事業

＜更衣室棟＞

給排水･換気設備平面図
馬住ヶ原運動場整備工事

M-032025/02S=1/50


